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け
る
怡
園
の
意
味　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

142

　
　
　

　
　
　

第
３
節　

庭
の
築
造
と
継
承
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

149

　
　
　
　

第
１
項　

庭
を
伴
う
邸
宅
を
所
有
し
続
け
る
意
志
と
そ
の
背
景　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

150

　
　
　
　

第
２
項　

所
有
者
に
お
け
る
経
済
力
の
限
界
と
寿
命　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

151　
　
　
　
　

　

第
二
章　

 

庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
に
対
す
る
聞
き
取
り
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

153

　
　
　

第
１
節　

 

恒
常
維
持
管
理
に
従
事
す
る
庭
師
の
言
語
活
動
に
み
る
庭
仕
事
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

153

　
　
　
　

第
１
項　

庭
師
の
職
人
言
葉
を
指
標
と
し
た
恒
常
維
持
管
理
の
実
態
の
分
析　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

153

　
　
　
　

第
２
項　

庭
師
の
意
志
疎
通
に
み
る
恒
常
維
持
管
理
の
本
質
的
意
味
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

158

　
　
　
　

第
３
項　

 

庭
師
の
職
人
言
葉
と
印
象
を
形
容
す
る
対
語
に
み
る
恒
常
維
持
管
理
の
分
析　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

159　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

第
２
節　

 

特
定
の
庭
に
お
い
て
恒
常
維
持
管
理
に
従
事
す
る
庭
師
の
庭
仕
事
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

164

　
　
　
　

第
１
項　

 

個
別
の
庭
に
お
け
る
複
数
の
庭
師
集
団
に
よ
る
恒
常
維
持
管
理
の
実
態　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

164

　
　
　
　

第
２
項　

共
通
事
項
と
部
分
的
共
通
事
項　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

168

　
　
　
　

第
３
項　

恒
常
維
持
管
理
の
本
質
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

169

　
　
　

第
３
節　

 

庭
仕
事
の
呼
称
の
相
違
と
実
態
に
み
る
庭
師
の
庭
仕
事
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

171

　
　
　
　

第
１
項　

技
官
と
庭
師
に
お
け
る
〝
ス
カ
シ
〞
と
い
う
呼
称
に
対
す
る
意
識　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

171　
　
　

　
　
　
　

第
２
項　

庭
師
と
技
官
に
お
け
る
植
栽
樹
木
へ
の
意
識　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

171

　
　
　
　

第
３
項　

技
官
と
庭
師
に
お
け
る
庭
へ
の
意
識　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

174

　
　
　
　

第
４
節　

庭
仕
事
と
〝
ス
カ
シ
〞
の
相
互
関
係
と
そ
の
実
践
的
妥
当
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

177

　
　
　

第
４
節　

 

庭
の
所
有
者
、
庭
師
、
行
政
職
員
の
鼎
談
に
み
る
庭
仕
事
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

180

　
　
　
　

第
１
項　

聞
き
取
り
調
査
対
象
者
と
調
査
・
分
析
者
の
立
場
の
解
消　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

180  



7

　
　
　
　

第
２
項　

文
化
財
庭
園
の
修
理
に
あ
た
っ
て
の
対
人
関
係　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

180  　

　
　
　
　

第
３
項　

見
ら
れ
る
こ
と
の
意
識
づ
け
か
ら
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
循
環
の
形
成　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

183

　
　
　
　

第
４
項　

庭
の
保
存
管
理
に
お
け
る
ス
パ
イ
ラ
ル
の
成
立
と
継
続　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

186

　
　
　
　

第
５
項　

庭
の
保
存
管
理
に
伴
う
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
社
会
制
度　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

188　
　
　

　
　
　

　
　
　

第
５
節　

 

庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
の
意
志
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

191

　
　
　
　

第
１
項　

 

既
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
庭　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

191

　
　
　
　

第
２
項　

庭
仕
事
へ
の
配
慮
か
ら
浮
か
び
上
が
る
庭
仕
事
の
本
質
的
意
味　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

192

　

第
三
章　

 

文
化
財
の
保
存
管
理
の
報
告
書
等
の
記
述
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

195

　
　
　

第
１
節　

庭
の
脆
弱
性
の
顕
在
化
と
そ
の
傾
向
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

195

　
　
　
　

第
１
項　

庭
の
脆
弱
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

196

　
　
　
　

第
２
項　

庭
に
関
す
る
脆
弱
性
の
枚
挙　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

192

　
　
　
　

第
３
項　

脆
弱
性
の
傾
向
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

201

　
　
　
　

第
４
項　

文
化
財
庭
園
の
脆
弱
性
の
実
践
的
妥
当
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

203

　
　
　

第
２
節　

無
隣
庵
の
庭
に
み
る
恒
常
維
持
管
理
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

206

　
　
　
　

第
１
項　

恒
常
維
持
管
理
の
記
述
手
法
の
未
確
立　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

206

　
　
　
　

第
２
項　

無
鄰
庵
の
歴
史
と
恒
常
維
持
管
理
の
変
遷　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

207

　
　
　
　

第
３
項　

技
術
提
案
書
の
設
問
の
解
読　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

209

　
　
　
　

第
４
項　

委
託
者
と
受
託
者
の
志
向
と
そ
の
充
実
の
関
係
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

215

　
　
　
　

第
５
項　

庭
の
恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る
本
質
的
意
味
の
顕
在
化　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

213

　
　
　
　

第
６
項　

恒
常
維
持
管
理
の
本
質
的
意
味
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

219



　
　
　

第
３
節　

無
隣
庵
の
庭
に
み
る
緊
急
修
理
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

222

　
　
　
　

第
１
項　

緊
急
修
理
の
履
歴
の
記
述　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

222

　
　
　
　

第
２
項　

無
鄰
菴
の
緊
急
修
理
に
お
け
る
社
会
背
景　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

227

　
　
　
　

第
３
項　

緊
急
修
理
の
実
践
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

230

　
　
　
　

第
４
項　

緊
急
修
理
の
実
践
的
妥
当
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

231

　
　
　

第
４
節　

醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
の
庭
に
み
る
定
期
修
理
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

234

　
　
　
　

第
１
項　

定
期
修
理
事
業
の
概
要　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

234　
　
　

　
　
　
　

第
２
項　

定
期
修
理
の
実
践
的
妥
当
性
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

241

　
　
　
　

第
３
項　

従
来
の
定
期
修
理
と
実
態
と
の
〝
ず
れ
〞
の
例
示　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

243

　
　
　
　

第
４
項　

定
期
修
理
の
進
行
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
矛
盾
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

247

　
　
　
　

第
５
項　

繰
り
返
さ
れ
続
け
る
修
理
へ
の
覚
悟　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

248

　
　
　

第
５
節　

 

文
化
財
に
指
定
等
さ
れ
た
庭
の
保
存
管
理
へ
の
意
志
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

252

　
　
　
　

第
１
項　

恒
常
維
持
管
理
と
緊
急
修
理
・
定
期
修
理
の
構
造
の
概
要　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

252

　
　
　
　

第
２
項　

保
存
管
理
指
針
の
作
成
過
程
に
み
る
従
事
者
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

255

　
　
　
　

第
３
項　

考
古
学
的
調
査
に
み
る
従
事
者
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

256

　
　
　
　

第
４
項　

定
期
修
理
の
実
践
的
妥
当
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

264

跋　

文　

 

実
践
知
（
プ
ロ
ネ
ー
シ
ス
）
と
学
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）
の
間
で
の
弁
証
法　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

266

文　

献　

表　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

271

8



的
な
位
相
に
あ
る
〝
原
信
憑
（U

rdoxa

）〞
か
ら
実
践
的
世
界
の
実
践
に
と
も

な
う
〝
信
憑
（D

oxa

）〞
の
解
明
の
あ
り
方
を
導
出
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
あ

り
方
に
則
っ
て
実
践
的
世
界
の
〝
庭
〞
に
関
す
る
実
践
の
多
角
的
な
記
述
を
試

み
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
は
、
実
践
的
世
界
の
土
地
に
関
す
る
記
述
の
前
提
お
よ
び
方
法
の
検
討

と
、
そ
の
方
法
に
即
し
た
伝
統
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
実
在
の
庭
に
つ
い
て
の

試
論
の
二
部
構
成
で
あ
る
。

　

第
一
部
第
一
章
で
は
、
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
本
問
題
を
先
行

研
究
に
も
と
づ
い
て
浮
き
彫
り
に
す
る
。
科
学
の
な
か
で
土
地
を
題
材
と
す
る

分
野
と
し
て
は
、
建
築
学
、
考
古
学
、
地
理
学
、
庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
、
歴

史
学
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
科
学
に
お
い
て
同
一
の
土
地
が
対
象
と
さ
れ
た

場
合
、
各
分
野
に
お
い
て
建
物
、
埋
蔵
文
化
財
、
地
理
、
庭
園
、
歴
史
が
単
に

書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
記
述
の
総
和
が
特
定
の
土
地

の
詳
述
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
京
都
府
京
都
市
中
京
区
に
実
在
す
る
寺

院
・
壬
生
寺
を
対
象
と
し
た
前
掲
の
科
学
分
野
の
記
述
を
掲
出
し
て
一
括
し
た

と
こ
ろ
、
諸
科
学
の
記
述
の
前
提
と
方
法
は
、
不
揃
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

そ
れ
ら
の
記
述
の
総
和
が
特
定
の
土
地
の
全
容
を
意
味
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
諸
科
学
が
実
践
的
世
界
に
お
け
る
同
一
の
土
地
を
対
象

と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
前
提
と
方
法
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

性
質
の
違
う
記
述
行
っ
て
き
た
経
緯
を
示
し
て
い
る
。

　

次
に
造
園
学
原
論
を
事
例
と
し
て
、
特
定
の
科
学
に
お
け
る
前
提
と
方
法
に

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
各
分
野
に
お
い
て
個
別
の
指
標
を
立
て

そ
れ
ぞ
れ
用
語
を
定
義
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
特
定
の
同
じ
土
地
を
対
象
と

し
な
が
ら
も
、
分
野
間
で
相
互
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
学
際
研
究
は
破

綻
し
て
き
た
。
そ
れ
は
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
拠
付
け
が
決
定
的
に
不
足

し
、
統
一
性
が
欠
落
し
て
き
た
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

根
拠
付
け
に
欠
け
た
諸
科
学
は
、
そ
の
存
続
に
お
い
て
危
機
状
態
に
あ
る
。

本
邦
で
は
、
明
治
期
以
降
、
近
代
科
学
的
手
法
が
西
洋
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

そ
の
意
味
で
も
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
現
象
学
の
提
唱
者
で
あ
る
エ
ド

ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
が
指
摘
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
機
」
の
延
長
線

上
に
あ
り
、
そ
の
克
服
が
必
須
で
あ
る
。
さ
ら
に
庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
、
建

築
学
な
ど
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
実
学
と
称
さ
れ
な
が
ら
、
実
践
的
世
界

に
お
け
る
実
践
そ
の
も
の
を
記
述
し
て
い
な
い
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
科
学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
対
象
に
つ
い
て
外
的
に
観
察
し
た
事

柄
を
説
明
あ
る
い
は
批
評
す
る
だ
け
で
、
内
的
な
直
接
経
験
を
通
じ
た
実
践
そ

の
も
の
の
記
述
、さ
ら
に
は
多
様
な
実
践
上
に
お
け
る
行
為
の
妥
当
性
（
以
下
、

実
践
的
妥
当
性
と
す
る
）
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

諸
科
学
が
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
厳
密
性
と
信
頼
性
を
も
つ
研
究
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
前
述
の
危
機
と
矛
盾
へ
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
そ
の

抜
本
的
な
克
服
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
は
、
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ

サ
ー
ル
と
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
ら
に
よ
る
現
象
学
に
依
拠
し
、〝
庭
〞

を
主
題
と
し
て
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
本
問
題
を
浮
き
彫
り
し
、
先
経
験

　

序　

文　
　

旧
来
の
土
地
の
科
学
に
対
す
る
根
本
的
な
反
省
に
よ
る
実
践
知
の
学
の
可
能
性
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〝
実
践
的
世
界
〞
の
記
述
に
限
ら
れ
て
く
る
。
し
か
も
そ
れ
は
近
代
以
前
の
地

誌
の
よ
う
に
、
従
来
は
科
学
の
記
述
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
日
常
生
活

の
実
践
へ
の
還
元
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
実
践
的
妥
当
性
を
も
つ
記
述
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
客
観
性

と
、
実
践
的
世
界
の
記
述
に
お
け
る
実
践
的
妥
当
性
の
相
違
が
露
見
す
る
。
結

果
的
に
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
を
目
指
す
う
え
で
は
、
旧

来
の
諸
科
学
の
研
究
態
度
の
大
幅
な
見
直
し
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

そ
も
そ
も
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
〞
と
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〞

の
記
述
が
日
常
生
活
の
実
践
に
反
映
で
き
な
い
の
は
、
諸
科
学
に
お
い
て
直
接

経
験
と
観
念
の
関
係
性
が
あ
ら
か
じ
め
断
絶
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ

の
断
絶
状
態
と
は
、
い
わ
ば
机
上
の
空
論
と
同
義
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
実
践

で
有
効
性
を
も
た
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
諸
科
学
の
研
究
成

果
は
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
一
定
の
説
得
力
を
有
し
て
き
た
。
そ
の
矛
盾

が
問
わ
れ
る
。

　

庭
石
を
据
え
た
り
庭
木
を
手
入
れ
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
実
践
は
、
直
接
経

験
と
理
念
の
絶
対
的
に
不
可
逆
的
な
関
係
を
前
提
す
る
。
理
念
の
す
べ
て
は
直

接
経
験
に
依
存
し
て
い
る
が
、
理
念
は
直
接
経
験
へ
の
可
逆
性
を
前
提
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
理
念
上
の
図
像
や
計
画
が
日
常
生
活
の
実
践
を
通
じ
て
実

現
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。
諸
科
学
は
、
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可

逆
的
な
関
係
と
、
理
念
に
お
け
る
直
接
経
験
へ
の
可
逆
性
と
い
う
先
験
的
な
位

相
を
度
外
視
し
て
き
た
。
ま
た
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
は
、
直
接
的

か
副
次
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
遠
近
差
が
生
じ
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
お
い
て
無
数
の
遠
近

差
が
生
じ
て
お
り
、
場
面
ご
と
に
そ
の
程
度
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ

ば
斑
（
む
ら
）
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
遠
近
差
は
理
念
で
あ
り
、
実
測
な
ど
に

つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、諸
科
学
で
は
他
の
科
学
と
の
差
別
化
が
意
識
さ
れ
、

独
自
の
理
想
を
前
提
し
た
記
述
方
法
が
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

諸
科
学
が
個
別
の
価
値
観
に
よ
る
前
提
と
方
法
に
即
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

来
ひ
と
つ
で
あ
る
実
践
的
世
界
の
土
地
は
、
多
元
的
に
記
述
さ
れ
て
き
た
。
つ

ま
り
諸
科
学
の
記
述
は
、
恣
意
に
よ
っ
て
実
践
的
世
界
の
土
地
の
実
態
と
乖
離

さ
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の

根
本
問
題
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
地
理
学
者
・
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
は
、
文
化
を
自
然
で
説

明
し
よ
う
と
す
る
自
然
科
学
に
お
け
る
二
元
論
へ
の
批
判
を
通
じ
て
、
単
元
的

な
土
地
の
位
相
を
指
し
示
す
「
風
土
の
理
論
」
を
提
唱
し
た
。
そ
の
理
論
の
構

築
に
あ
た
っ
て
ベ
ル
ク
が
、
和
辻
哲
郎
や
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学

に
依
拠
し
た
こ
と
は
、
実
践
的
世
界
の
土
地
の
記
述
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
う

え
で
重
要
な
示
唆
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
ベ
ル
ク
を
は
じ
め
と
し
て
諸
科
学

者
は
、
自
ら
の
言
述
・
記
述
が
お
の
れ
の
所
属
す
る
専
門
母
型
に
則
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
自
覚
が
希
薄
で
あ
っ
た
。

　

自
ら
が
所
属
す
る
科
学
へ
の
帰
属
意
識
は
科
学
者
へ
の
専
門
母
型
へ
の
固
執

を
促
し
、
日
常
実
践
的
世
界
に
お
い
て
は
ひ
と
つ
で
あ
る
土
地
の
記
述
を
拒
ま

せ
る
。
結
果
的
に
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
単
純
に
分
野
の
違
い
と
は
い

え
な
い
性
質
の
異
な
る
記
述
が
産
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
性
質
の
違
い
と
は
、

実
践
的
世
界
に
直
結
し
た
記
述
と
科
学
的
思
弁
に
よ
る
記
述
に
大
別
さ
れ
、
さ

ら
に
前
者
は
直
観
的
も
し
く
は
客
体
的
で
あ
る
か
、
後
者
は
俯
瞰
的
も
し
く
は

傍
観
的
で
あ
る
か
に
細
分
さ
れ
る
。

　

建
築
学
と
造
園
学
の
研
究
事
例
に
も
と
づ
い
て
そ
の
違
い
を
検
討
す
れ
ば
、

〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
・
実
践
的
世
界
〞
と
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〞

の
記
述
の
う
ち
そ
の
内
容
を
日
常
生
活
の
実
践
上
に
直
接
反
映
で
き
る
の
は
、
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よ
り
差
異
を
明
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
直
接
経
験
と
直
結
し
た
理
念
と
副
次
的
な
理
念
同
士
の
構
成
が
異
質
で

あ
る
の
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
反
映
す
る
と
矛
盾
が
露
見
す
る
。
諸
科
学
で

は
、
こ
の
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
の
遠
近
差
を
同
質
視
し
て
き
た
。
直
接

経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
お
け
る
不
可
逆
性
と
可
逆
性
の
度
外
視
、
そ
し
て
遠

近
差
の
同
質
視
と
い
う
二
つ
の
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
科
学
は
、

日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
厳
密
性
と
信
頼
性
を
損
ね
て
き
た
。
そ
し
て
諸
科

学
の
研
究
成
果
の
説
得
力
は
、
日
常
生
活
の
実
践
と
の
結
び
つ
き
を
擬
似
的
に

切
り
離
し
な
が
ら
実
践
的
世
界
へ
の
還
元
の
可
能
性
を
装
っ
た
、
永
遠
か
つ
普

遍
的
な
知
に
裏
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

実
践
的
世
界
に
お
け
る
土
地
の
記
述
を
行
う
に
あ
た
っ
て
諸
科
学
者
は
、
自

ら
が
所
属
す
る
科
学
へ
の
帰
属
意
識
か
ら
離
脱
し
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関

係
に
み
ら
れ
る
信
憑
を
哲
学
に
依
拠
し
て
仮
停
止
し
た
う
え
で
、
日
常
生
活
の

実
践
に
お
け
る
出
来
事
の
本
質
を
導
き
出
す
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
部
二
章
で
は
、
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
う
ち
、
庭
に
着
目
し

て
、
そ
の
古
語
、
歴
史
資
料
、
絵
画
を
通
じ
て
歴
史
と
今
日
と
の
照
合
を
行
い
、

歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た
実
践
知
の
学
の
枠
組
み
を
導
き
出
す
。

　

第
二
部
で
は
、
前
部
ま
で
の
検
討
に
も
と
づ
い
て
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る

土
地
の
記
述
を
実
践
す
る
。
第
一
章
で
は
、
歴
史
資
料
に
も
と
づ
い
て
庭
の
築

造
と
継
承
に
お
け
る
実
践
知
を
解
明
す
る
。
第
二
章
で
は
、
庭
の
所
有
者
と
庭

師
ら
に
対
す
る
聞
き
取
り
を
通
じ
て
庭
仕
事
の
実
践
知
を
解
明
す
る
。
最
後
に

第
三
章
で
は
、
文
化
財
の
修
理
等
の
報
告
書
の
記
述
を
通
し
た
庭
仕
事
の
実
践

知
の
解
明
を
行
う
。

　

跋
文
で
は
、実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
知
（
プ
ロ
ネ
ー
シ
ス
）
は
、学
（
エ

ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）
の
側
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
時
期
の
土
地

に
お
け
る
特
定
の
動
機
や
要
請
を
条
件
と
し
て
、
限
定
的
な
普
遍
性
と
一
般
性

が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

　

日
常
生
活
の
実
践
上
、
複
数
の
主
観
の
間
で
は
た
え
ず
直
接
経
験
と
理
念
化

の
往
還
関
係
が
働
い
て
お
り
、
実
践
に
関
す
る
出
来
事
は
発
生
し
続
け
て
い

る
。
変
転
し
続
け
て
い
る
そ
の
出
来
事
に
普
遍
性
や
一
般
性
を
導
き
出
す
こ
と

は
原
理
的
に
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
が
直
接

経
験
と
理
念
の
往
還
関
係
の
働
き
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
は
、
普
遍
性

や
一
般
性
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
伴
う
実
践

知
と
、
直
接
経
験
と
理
念
の
往
還
関
係
の
働
き
と
い
っ
た
〝
信
憑
〞
や
そ
れ
を

潜
在
的
に
支
持
す
る
〝
原
信
憑
〞
な
ど
を
探
求
す
る
学
と
は
、
表
裏
一
体
で
あ

る
が
位
相
が
異
な
る
た
め
、
一
度
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
実
践
知
の
学
と
は
、
結
果
的
に
実
践
知
と
学
の
二
つ
の
位
相
か
ら
出
発
し
て

そ
の
中
間
点
に
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
的
妥
当
性
を
導
き
出
す
た
め
の
探
求

と
な
り
、
実
践
知
と
学
は
相
互
に
裏
付
け
合
う
関
係
と
な
る
。
つ
ま
り
は
、
実

践
知
の
学
に
取
り
組
む
諸
科
学
者
は
、
哲
学
と
科
学
の
両
面
か
ら
研
究
を
行
う

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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第
１
部　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
態
度
の
検
討
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第
１
節　

諸
科
学
に
お
け
る
関
心
と
研
究
成
果
の
検
証

第
１
項　

ひ
と
つ
の
土
地
に
対
す
る
諸
科
学
の
記
述
の
実
態

　

科
学
研
究
に
お
い
て
土
地
が
記
述
さ
れ
る
場
合
は
、
た
い
て
い
庭
や
建
物
、

地
理
な
ど
、
科
学
分
野
ご
と
に
土
地
の
要
素
が
細
分
化
さ
れ
る
。
諸
科
学
者
ら

に
と
っ
て
、
そ
の
方
が
議
論
は
散
漫
に
な
ら
ず
、
専
門
性
が
深
ま
る
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る
ひ
と
つ
の
土
地
の
研
究
は
、
歴
史
に
つ
い
て
は

歴
史
学
、
庭
に
つ
い
て
は
庭
園
学
、
建
物
に
つ
い
て
は
建
築
学
、
埋
蔵
文
化
財

に
つ
い
て
は
考
古
学
、
地
理
的
情
報
に
つ
い
て
は
地
理
学
な
ど
と
、
要
素
が
分

別
さ
れ
た
う
え
で
各
自
で
行
わ
れ
る
。
暗
黙
の
了
解
と
し
て
、
諸
科
学
の
研
究

成
果
は
相
互
に
照
合
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
各
分
野
で
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

ま
る
で
互
い
の
研
究
結
果
の
妥
当
性
を
確
か
め
る
こ
と
が
不
可
侵
で
あ
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
日
常
生
活
の
実
践
と
し
て
、
あ
る
土
地
を
目
指
す
に
あ
た
り
地

図
を
確
認
し
、
そ
の
土
地
の
庭
と
建
物
を
訪
ね
歩
く
と
い
っ
た
出
来
事
は
、
別

け
隔
て
の
な
い
一
連
の
行
為
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
庭
・
建
物
・
地
理
だ
け
を
個
別
に
経
験
す
る
こ
と
は
原
理
的
に

不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
成
果
は

何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
が
問
わ
れ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
京
都
市
下
京
区
に
実
在
す
る
寺
院
・
壬
生
寺
の
研
究
成
果
を
通
じ

て
こ
れ
ま
で
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
研
究
成
果
の
意
味
の
検
証
を

試
み
た
い
。
創
建
よ
り
千
年
の
歴
史
を
も
つ
同
寺
は
、
火
災
に
よ
る
焼
亡
の
影

響
で
資
料
が
量
的
に
限
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
伝
統
行
事
や
史
跡
と
し
て
の
著
名

度
（
１
）
に
よ
り
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
よ
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

れ
ら
壬
生
寺
に
つ
い
て
の
科
学
研
究
に
基
づ
き
、
ひ
と
つ
の
土
地
に
対
す
る
諸

科
学
の
研
究
成
果
は
、
一
連
の
も
の
と
し
た
時
、
い
か
な
る
意
味
を
示
す
か
に

つ
い
て
解
明
す
る
。

　

つ
い
て
は
、
壬
生
寺
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
建
築
学
、
考
古
学
、
地
理
学
、

庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
、
歴
史
学
の
研
究
を
掲
出
し
、
各
科
学
分
野
に
お
い
て

意
識
が
向
け
ら
れ
て
い
る
事
柄
を
抽
出
し
照
合
を
行
う
。
な
お
、
こ
こ
で
挙
げ

る
研
究
成
果
は
学
術
論
文
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
歴
史
、
庭
、
建
築
、
埋

蔵
文
化
財
、
地
理
と
い
っ
た
科
学
分
野
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
態
度
に
基
づ
い
た
資

料
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
土
地
に
関
す
る
諸

科
学
全
般
に
お
け
る
研
究
成
果
の
意
味
を
検
証
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
個
別
の

研
究
に
対
す
る
批
判
の
意
志
が
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

（
１
）
建
築
学

　

壬
生
寺
は
壬
生
狂
言
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
舞
台
と

な
る
建
物
・
大
念
佛
堂
（
狂
言
堂
）
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

「
日
本
の
美
術
第
五
二
九
号　

近
世
の
芸
能
施
設
と
そ
の
空
間
」（
２
）
に
お
い
て

記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

大
念
佛
堂
は
天
明
八
年
（
１
７
８
８
）
の
大
火
で
本
堂
が
焼
失
し
た
後
、

初
め
て
壬
生
狂
言
を
演
じ
る
独
立
し
た
建
物
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
寛
政
三

　

第
１
章　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
根
本
問
題
の
解
明
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年
（
１
７
９
１
）
に
仮
建
て
を
計
画
し
、
享
和
四
年
（
１
８
０
４
）
に
模
様

替
え
、
文
政
八
年
に
は
境
内
南
よ
り
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

現
在
の
も
の
は
、
安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
の
再
建
で
あ
る
。

　

桁
行
一
三
．
九
ｍ
、
梁
間
五
．
九
ｍ
、
二
階
建
の
入
母
屋
造
で
南
面
し
て

立
ち
、
正
面
東
寄
り
に
切
妻
造
り
の
破
風
を
突
出
し
、
背
面
に
は
同
じ
桁
行

規
模
の
下
屋
を
付
設
し
て
い
る
。
屋
根
は
桟
瓦
葺
で
あ
る
。(

同
書
：
４
２
頁)

　

こ
こ
で
は
、
大
念
佛
堂
が
建
築
さ
れ
た
経
緯
と
形
態
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、

建
築
構
造
と
外
観
の
意
匠
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
狂
言
舞
台
は
、
舞
台
・
橋
掛
・
鏡
の
間
か
ら
楽
屋
に
至
る
ま
で
の
空

間
と
機
能
を
、
ひ
と
つ
の
建
物
の
中
で
巧
妙
に
構
成
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
る
。
各
所
に
は
能
舞
台
や
神
楽
殿
と
の
共
通
点
も
み
ら
れ
る
が
、
飛
び
込

み
や
裏
通
路
を
一
つ
の
屋
根
に
取
り
込
み
、
二
階
建
て
と
し
て
楽
屋
や
客
間

を
階
下
に
設
け
る
な
ど
、
独
特
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
獣
台
か
ら
飛
び

込
み
の
上
を
通
っ
て
舞
台
に
至
る
設
定
、
舞
台
の
天
井
下
の
隅
行
き
十
文
字

に
網
を
張
る
こ
と
、
舞
台
奥
に
大
念
仏
の
特
色
で
あ
る
大
き
な
金
鼓
を
釣
る

こ
と
な
ど
は
、
狂
言
特
有
の
施
設
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
長
年
演
じ
ら

れ
て
き
た
壬
生
狂
言
で
の
建
築
的
、
空
間
的
な
創
意
工
夫
で
あ
ろ
う
、
ま
さ

し
く
近
世
後
期
に
民
衆
芸
能
の
建
築
と
し
て
成
立
し
た
特
異
な
存
在
と
い
え

る
。(

同
書
：
４
３
頁)

　

江
戸
時
代
に
建
築
さ
れ
た
狂
言
堂
の
う
ち
壬
生
寺
の
大
念
佛
堂
の
特
質
が
、

建
築
の
仕
組
み
と
併
せ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
大
念
佛
堂
が
狂
言
を
念
頭
に
建

築
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
づ
け
が
意
識
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
狂
言
の
振
る
舞
い

や
所
作
と
い
っ
た
直
接
経
験
に
つ
い
て
は
「
思
わ
れ
る
」、「
で
あ
ろ
う
」
な
ど

と
直
言
が
避
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
の
成
り
立
ち
や
寸
法
、
形
態
、
機

能
な
ど
が
狂
言
で
の
実
践
を
前
提
し
て
い
る
と
言
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

建
物
に
関
す
る
記
述
と
狂
言
の
実
践
と
の
関
係
性
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
狂

言
堂
の
民
衆
芸
能
の
舞
台
と
し
て
の
意
味
、
壬
生
寺
境
内
に
所
在
す
る
こ
と
の

意
義
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

（
２
）
考
古
学

　

壬
生
寺
で
は
、
平
成
二
年
（
１
９
９
０
）
の
境
内
に
お
け
る
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
に
伴
い
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
調
査
結
果
は

『
老
人
ホ
ー
ム
（
ウ
ェ
ル
エ
イ
ジ
壬
生
）
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
』（
３
）

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

平
安
時
代
に
遡
る
遺
稿
と
し
て
Ｓ
Ｄ
０
１
（
朱
雀
大
路
東
側
溝
）、
Ｓ
Ｄ

０
８（
築
地
雨
落
ち
溝
）、Ｓ
Ｆ
０
１（
朱
雀
大
路
路
面
盛
土
）が
挙
げ
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
は
九
世
紀
前
半
ま
で
の
も
の
が
主
体
で
あ
り
、
出
土
遺
構
を
含
め

て
も
九
世
紀
以
降
は
十
三
世
紀
前
半
ま
で
遺
物
が
見
ら
れ
な
い
。
発
掘
調
査

の
結
果
か
ら
は
、
発
掘
地
周
辺
そ
れ
ほ
ど
間
を
お
か
ず
放
棄
さ
れ
た
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
事
実
は
鎌
倉
期
に
当
寺
が
五
条
坊
門
壬
生
の
地
よ
り

移
建
し
て
き
た
こ
と
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
移
建
期
の
遺
構
も
ま
た

明
確
で
な
く
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。(

同
書
：
１
９
頁)

　

発
掘
調
査
は
、
壬
生
寺
境
内
の
北
西
付
近
で
行
わ
れ
、
旧
平
安
京
域
の
朱
雀

大
路
に
関
連
す
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
遺
構
は
、
出
土
遺
物
が
九
世
紀

前
半
ま
で
の
も
の
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
朱
雀
大
路
の
整
備
以
降
ほ
と
ん

ど
手
付
か
ず
の
状
態
の
空
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。そ
の
見
解
の
確
証
は
、
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鎌
倉
期
に
壬
生
寺
が
移
転
し
た
と
い
う
資
料
上
の
根
拠
に
基
づ
い
て
お
り
、
発

掘
調
査
の
成
果
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
発
掘
調
査
の
結

果
と
資
料
と
の
照
合
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
正
嘉
元
年
（
１
２
５
７
）
の
火
災
で
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た

後
、
平
政
平
を
大
檀
越
と
し
て
、
壬
生
大
念
仏
の
創
始
者
で
も
あ
る
園
覚
上

人
（
十
万
上
人
）
導
御
の
勧
進
活
動
を
中
心
に
大
規
模
な
復
興
事
業
が
行
わ

れ
た
。
残
念
な
が
ら
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
移
建
お
よ
び
復
興
な
ど
鎌
倉
期

の
伽
藍
に
関
す
る
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
Ｓ
Ｇ
０
１
か
ら
は
幕

末
期
の
遺
物
と
と
も
に
鎌
倉
―
近
世
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。（
中
略
）
残

念
な
が
ら
出
土
状
況
か
ら
は
こ
れ
ら
の
瓦
が
移
建
期
の
も
の
で
あ
る
の
か
、

伽
藍
復
興
期
の
も
の
で
あ
る
の
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
山
崎
信
二
氏
は
技

法
等
か
ら
こ
れ
ら
の
瓦
の
多
く
が
壬
生
寺
移
建
期
の
も
の
と
仮
定
し
、
基
準

試
料
的
な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
（
山
崎
２
０
０
０
）。(
同
書
：
１
９
頁)

　

発
掘
調
査
で
は
、
既
知
の
資
料
上
で
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
壬
生
寺

の
伽
藍
に
関
す
る
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
幕
末

期
の
遺
物
に
混
ざ
っ
て
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
期
中
の
瓦
が
出
土
し
た
。そ
れ
ら
は
、

鎌
倉
期
の
土
層
に
混
入
し
た
遺
物
で
は
な
い
た
め
、
壬
生
寺
の
移
転
時
に
遡
る

も
の
で
あ
る
確
証
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
出
土
し
た
瓦
の
物
量

的
多
さ
が
、
発
掘
調
査
に
よ
る
遺
物
の
時
期
判
定
の
基
準
で
あ
る
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
考
古
学
に
お
け
る
年
代
判
定
が
遺
物
に
よ
る
基
準
に
意
識

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

さ
て
、
実
際
の
遺
構
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
末
期
以

降
で
あ
る
。
Ｓ
Ｇ
０
２
か
ら
は
多
量
の
商
職
人
関
係
遺
物
が
出
土
し
、
壬
生

寺
旧
境
内
が
町
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
こ
の

段
階
で
も
土
地
区
画
と
し
て
平
安
京
朱
雀
大
路
東
側
側
溝
の
位
置
が
踏
襲
さ

れ
て
お
り
、
背
割
り
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
調
査
区
周
辺

に
関
す
る
限
り
、
十
九
世
紀
ま
で
壬
生
寺
旧
境
内
は
旧
来
の
範
囲
を
保
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。(

同
書
：
１
９
頁)

　

こ
こ
ま
で
は
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
を
通
し
て
壬
生
寺
の
移
転
の
前

後
関
係
に
つ
い
て
推
定
さ
れ
て
き
た
。
次
に
遺
物
と
遺
構
の
直
接
の
関
係
が
検

証
さ
れ
、
江
戸
末
期
以
降
の
壬
生
寺
境
内
に
、
町
家
が
建
設
さ
れ
た
一
画
が
形

成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
江
戸
末
期
の
遺
構
に
朱
雀
大
路
の
形
態

が
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
。
こ
の
遺
物
と
遺
構
の
関
係
の
照

合
に
基
づ
く
年
代
の
推
定
は
、
平
安
期
か
ら
江
戸
期
ま
で
の
関
連
性
へ
の
意
識

に
基
づ
い
て
い
る
。

　

以
上
の
壬
生
寺
境
内
に
関
す
る
考
古
学
の
論
考
で
は
、
同
寺
の
境
内
の
一
画

か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物
と
、
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
き
た
歴
史
と
の

照
合
に
意
識
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
照
合
作
業
は
、
鎌
倉
期
に
同
寺
が
現

地
へ
移
転
し
て
き
た
時
代
に
遡
る
が
、
当
該
の
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
そ
の
確

証
は
何
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。発
掘
調
査
の
結
果
に
よ
り
確
実
と
な
っ
た
の
は
、

江
戸
末
期
の
壬
生
寺
境
内
の
利
用
形
態
で
あ
り
、
壬
生
寺
境
内
の
核
心
に
ま
で

は
至
ら
な
か
っ
た
。

（
３
）
地
理
学

　
「
近
世
後
期
の
京
都
に
お
け
る
寺
社
境
内
の
興
行
地
化
」（
４
）
で
は
、「
寺
社

境
内
を
切
口
に
禁
制
都
市
を
み
て
い
く
と
い
う
目
的
の
も
と
、
そ
の
手
始
め
と

し
て
、
寺
社
境
内
の
諸
芸
能
の
興
行
地
と
し
て
の
側
面
を
取
り
上
げ
、
特
に
演
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劇
類
の
興
行
の
実
態
、
お
よ
び
都
市
構
造
と
の
か
か
わ
り
」
が
検
討
さ
れ
た
。

同
論
文
で
は
、『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
所
収
さ
れ
た
「
寺
社
境
内
芝

居
申
渡
之
事
」
な
ど
に
基
づ
く
検
討
の
な
か
で
、「
寺
社
境
内
で
の
諸
芸
能
の

興
行
が
全
面
禁
止
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
事
例
の
一
つ
と
し
て
の
み

壬
生
狂
言
に
言
及
さ
れ
、
壬
生
寺
境
内
に
つ
い
て
は
直
言
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

次
に
「
近
代
名
所
案
内
記
に
み
る
京
都
の
観
光
空
間
」（
５
）
は
、「
明
治
期
京

都
の
観
光
行
政
を
検
討
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
京
都
市
参
事
会
か
ら
発

行
さ
れ
た
名
所
案
内
記
の
概
要
と
巡
覧
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ
と
で
、
そ
の
当
時

京
都
市
が
発
信
し
よ
う
と
し
て
い
た
情
報
、
お
よ
び
、
京
都
の
地
域
区
分
を
読

み
取
」
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
論
文
で
あ
る
。
そ
の
壬
生
寺
の
記
述
は
、『
京

華
要
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
場
所
の
一
覧
表
と
そ
の
概
説
に
二
箇
所
、小
冊
子
「
京

都
記
念
祭
及
博
覧
会
一
班
」
に
掲
載
さ
れ
た
場
所
の
一
覧
表
に
一
箇
所
で
あ
っ

た
。
一
覧
表
へ
の
記
載
は
寺
名
に
か
ぎ
ら
れ
、
下
記
の
『
京
華
要
誌
』
の
概
説

が
文
章
化
さ
れ
た
。

　

般
舟
三
昧
院
（
今
出
川
千
本
東
）
を
北
上
し
、
大
報
御
寺
、
船
岡
、
大
徳

寺
な
ど
愛
宕
郡
大
宮
村
を
さ
ら
に
北
上
。（
中
略
）
そ
の
後
、
嵯
峨
野
、
嵐

山
を
通
っ
て
南
下
、
松
尾
神
社
、
西
芳
寺
を
経
て
、
壬
生
寺
、
更
雀
寺
（
四

条
進
大
宮
西
）
の
東
方
へ
進
む
。（
同
書
：
２
４
頁
）

　

こ
こ
で
は
主
に
名
所
案
内
記
の
巡
覧
コ
ー
ス
が
意
識
さ
れ
、
壬
生
寺
は
そ
の

一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
コ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
場
所
の
敷
地
や
境

内
に
つ
い
て
は
、
壬
生
寺
に
限
ら
ず
具
体
的
な
記
述
は
な
く
、
単
に
巡
覧
コ
ー

ス
を
構
成
す
る
固
有
名
詞
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
壬
生
寺
境
内
に
関
す
る
地
理
学
の
論
考
に
お
い
て
壬
生
寺
は
、
壬
生

狂
言
の
代
名
詞
、
あ
る
い
は
固
有
名
詞
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
論
文
が
依
拠
す
る

資
料
で
は
、
興
行
や
観
光
へ
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
特
定
の
土
地
に

お
い
て
行
わ
れ
た
行
為
や
振
る
舞
い
と
い
っ
た
直
接
経
験
、
さ
ら
に
は
寺
社
の

境
内
自
体
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

（
４
）
庭
園
学
（
造
園
学
）

　

壬
生
寺
の
庭
は
京
都
市
の
文
化
財
（
名
勝
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。『
京
の

名
勝
』（
６
）
で
は
、
文
化
財
の
指
定
文
章
に
基
づ
き
、
壬
生
寺
の
庭
に
つ
い
て

記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
壬
生
寺
本
堂
の
西
、
書
院
の
南
に
庭
園
が
あ
る
。
こ
の
庭
園
が
い
つ
ご

ろ
に
作
庭
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
庭
園
の
概
要
を
み
れ
ば
、
享

保
二
十
年
（
１
７
３
５
）
北
村
援
琴
に
よ
る
『
築
山
庭
造
伝
』
に
描
か
れ
て

い
る
姿
と
よ
く
似
て
い
る
。
庭
造
伝
に
は
、「
機
密
閑
艶
体
、
こ
ま
や
か
に

こ
こ
ろ
を
つ
け
て
し
と
や
か
に
見
ゆ
る
す
が
た
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
庭
園
が

当
時
か
ら
名
園
と
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。(『
京
の
名
勝
』：
１
４
頁
）

　

現
在
、
壬
生
寺
の
庭
は
本
堂
の
裏
側
書
院
の
正
面
に
所
在
し
て
い
る
。
江
戸

期
に
記
さ
れ
た
資
料
『
築
山
庭
造
伝
』
に
は
、そ
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
描
写
と
現
状
を
比
較
す
る
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
庭
が
古
く

か
ら
名
を
知
ら
れ
、今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

庭
の
保
存
状
態
や
価
値
判
断
が
、
現
状
と
過
去
に
描
か
れ
た
庭
の
挿
絵
の
比
較

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

 　

し
か
し
、
一
方
で
枯
滝
石
組
な
ど
は
、
現
状
と
似
て
い
る
点
も
多
い
。
現

在
の
庭
園
の
中
心
と
な
る
南
北
に
長
い
枯
池
の
西
南
岸
、
右
手
奥
の
築
山
斜
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面
の
枯
滝
石
組
み
は
、
や
や
大
ぶ
り
の
チ
ャ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
石
で
組
ま

れ
て
お
り
。
こ
の
手
前
の
切
石
の
橋
は
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
立
派
な

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枯
滝
石
組
と
そ
の
周
辺
の
意
匠
は
絵
図
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。(
同
書
：
１
４
頁)

　

当
該
の
資
料
が
記
述
さ
れ
た
時
期
と
資
料
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
庭
の
形
態
と

の
共
通
点
が
、
庭
の
構
成
を
通
じ
て
解
説
さ
れ
た
。
挿
絵
と
現
状
の
比
較
に
あ

た
っ
て
は
、
石
質
や
数
値
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
天
明
八
年
（
１
７
８
８
）
の
大
火
で
、
本
堂
以
下
が
こ

と
ご
と
く
焼
失
し
た
際
に
、
庭
園
も
大
き
な
損
害
を
被
り
、
文
化
八
年

（
１
８
１
１
）
に
本
堂
と
書
院
が
再
建
さ
れ
た
際
に
茶
室
風
の
建
物
を
含
む

部
分
が
削
ら
れ
て
再
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
植
栽
も
天
明

の
大
火
の
際
に
被
害
を
被
り
、
再
建
時
に
新
た
に
植
栽
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。(

同
書
：
１
４
頁)

　

壬
生
寺
の
伽
藍
全
体
を
焼
失
さ
せ
た
天
明
八
年
の
大
火
は
、『
築
山
庭
造
伝
』

が
刊
行
さ
れ
た
享
保
二
十
年
（
１
７
３
５
）
以
降
に
起
き
た
出
来
事
で
あ
る
。

壬
生
寺
境
内
が
こ
の
火
事
に
遭
遇
し
な
が
ら
、
壬
生
寺
の
庭
の
形
態
が
『
築
山

庭
造
伝
』
の
挿
絵
と
近
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
庭
が
被
災
し
な
が
ら
も

火
事
以
前
の
形
態
を
保
ち
、
火
事
の
後
に
植
栽
を
含
め
た
整
備
が
行
わ
れ
た
と

い
う
推
察
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
火
事
に
遭
い
な
が
ら
も
庭
の

形
状
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
壬
生
寺
境
内
に
関
す
る
庭
園
学
の
論
考
で
は
、
過
去
に
描
か
れ
た
挿

絵
と
現
状
の
庭
の
姿
形
の
比
較
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
壬
生
寺
境
内

に
お
い
て
庭
が
ど
の
よ
う
な
機
能
や
利
用
形
態
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
５
）
歴
史
学

　

壬
生
寺
の
歴
史
の
概
略
は
『
壬
生
寺
展　

創
建
一
千
年
記
念
』（
７
）
に
記
述

さ
れ
て
い
る
。

　

四
条
大
宮
の
南
西
部
、綾
小
路
の
南
、坊
城
通
に
東
面
し
た
壬
生
寺
は
（
中

略
）、
地
蔵
菩
薩
の
霊
場
で
あ
っ
た
が
、
一
般
に
は
京
都
の
西
郊
に
当
た
る

そ
の
所
在
地
の
地
名
を
取
っ
て
壬
生
寺
の
通
称
で
人
々
に
親
し
ま
れ
た
。
今

日
、
壬
生
寺
の
名
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
中
興
円
覚
十
万
上
人
導

御
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
壬
生
大
念
仏
狂
言
（
壬
生
狂
言
）
と
、

幕
末
に
新
撰
組
屯
所
が
門
前
の
郷
士
宅
に
置
か
れ
、
寺
内
に
新
撰
組
隊
士
の

墓
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。(

同
書
：
７
頁)

　

こ
こ
で
は
、
壬
生
寺
の
立
地
と
現
状
と
過
去
の
出
来
事
を
交
え
て
そ
の
由
緒

が
概
説
さ
れ
て
い
る
。
壬
生
寺
が
一
般
に
著
名
な
理
由
と
し
て
、
地
蔵
菩
薩
の

霊
場
で
あ
る
こ
と
、
狂
言
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
江
戸
末
期
に
活
躍

し
た
新
選
組
の
隊
士
の
墓
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事
柄

は
、
期
間
の
長
短
は
あ
る
が
過
去
か
ら
今
日
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
狂
言
に
つ

い
て
は
安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
の
大
念
仏
堂
の
建
立
よ
り
中
断
期
間
を
経
な

が
ら
今
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
し
か
し
、
建
保
年
間
の
宗
平
の
再
興
か
ら
四
十
年
を
経
て
、
康
元

二
年
（
１
２
５
７
）
２
月
２
８
日
、
壬
生
寺
の
伽
藍
は
火
災
の
た
め
悉
く
灰

燼
と
帰
し
た
。
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こ
の
焼
失
し
た
壬
生
寺
の
堂
宇
を
再
興
し
た
の
が
、
宗
平
の
子
、
左
衛
門

尉
政
平
で
あ
る
。
彼
は
本
堂
の
ほ
か
、
阿
弥
陀
堂
・
釈
迦
堂
・
宝
塔
・
大
門

な
ど
の
伽
藍
を
修
造
し
、
そ
の
規
模
は
往
古
の
伽
藍
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。(

同
書
：
８
頁)

　

こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
壬
生
寺
境
内
の
被
災
と
、
そ
の
後
に
再
興

さ
れ
た
伽
藍
の
構
成
と
規
模
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
再
興
伽
藍
も
、

天
明
八
年
に
再
び
火
災
に
遭
っ
て
お
り
、
現
存
す
る
伽
藍
は
昭
和
四
十
五
年

（
１
９
７
０
）
に
再
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該
箇
所
の
記
述
は
現
状

と
直
結
し
な
い
。

　
『
壬
生
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
壬
生
寺
の
土
地
は
湿
地
が
多
く
、
泥
水
が

湧
出
し
て
伽
藍
の
礎
石
を
据
え
る
の
に
も
堅
固
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
政
平

は
、
こ
の
頃
飢
饉
旱
魃
で
喘
い
で
い
た
飢
人
を
憐
れ
み
、
こ
れ
ら
の
人
々
を

壬
生
寺
の
伽
藍
建
立
に
結
縁
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
飢
人
を
助
け
る

た
め
に
、
飢
人
を
し
て
簀
で
他
所
よ
り
土
壌
を
運
ば
せ
、
そ
の
量
に
応
じ
て

米
銭
を
与
え
て
多
く
の
飢
人
を
救
っ
た
と
い
う
。(

同
書
：
８
頁)

　

現
時
点
の
壬
生
寺
の
周
辺
は
、
全
面
的
に
宅
地
化
し
て
い
る
。
前
述
の
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
結
果
に
お
い
て
境
内
の
地
盤
が
土
壌
改
良
さ
れ
た
と
い
う

記
録
へ
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
壬
生
寺
近
辺
の
発
掘
調
査
で
は
、
貴
族
の
邸
宅

跡
に
お
い
て
広
く
池
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
記
録
を
通
し
て
取
水
に
恵
ま
れ

た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
貴
族
の
邸
宅
の
ひ
と
つ
朱
雀
院
に

は
、
そ
の
池
跡
の
一
部
と
伝
わ
る
尼
ヶ
池
が
現
存
し
て
お
り
、
規
模
は
小
さ
い

も
の
の
現
在
で
も
水
を
湛
え
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
存
在
は
当
該
の
記
録

伝
聞
の
実
証
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　

壬
生
寺
の
地
蔵
菩
薩
は
、
室
町
時
代
に
は
西
院
の
高
西
寺
・
矢
田
寺
（
寺

町
三
条
上
る
）・
星
光
寺
（
六
角
大
宮
の
屋
根
葺
地
蔵
）・
清
和
院
（
一
条
七

本
丸
）・
蔵
珠
院（
正
親
町
西
洞
院
）と
と
も
に
、洛
中
六
地
蔵
の
一
つ
と
し
て
、

六
地
蔵
廻
り
を
す
る
参
詣
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
。（
同
書
：
１
０
頁
）

　

高
西
寺
は
、
日
照
山
高
山
寺
と
寺
名
を
変
え
て
西
院
に
所
在
す
る
。
矢
田
寺

は
三
条
河
原
町
に
所
在
す
る
。
清
和
院
は
七
本
松
通
一
条
上
る
に
所
在
す
る
。

壬
生
寺
は
他
の
六
ヶ
寺
と
と
も
に
地
蔵
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
う

ち
、
星
光
寺
と
蔵
珠
院
を
除
い
た
現
存
す
る
寺
院
の
本
尊
は
、
現
在
も
引
き
続

い
て
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

　

以
上
の
壬
生
寺
境
内
に
関
す
る
歴
史
学
の
論
考
で
は
、
壬
生
寺
が
地
蔵
菩
薩

の
霊
場
で
あ
り
、
壬
生
狂
言
の
会
場
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
人
々
に
親
し
ま
れ
て

き
た
こ
と
。
ま
た
そ
の
土
地
の
特
性
と
し
て
湿
地
帯
で
あ
り
軟
弱
地
盤
で
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
寺
の
伽
藍
は
度
重
な
る
火
災
に
よ
り
失

わ
れ
る
度
に
再
興
し
て
き
た
歴
史
が
述
べ
ら
れ
た
。

第
２
項　

ひ
と
つ
の
土
地
に
対
す
る
諸
科
学
の
記
述
に
お
け
る
統
合
性
の
欠
如

　

こ
れ
ま
で
に
列
記
し
た
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
先
人
あ
る
い
は
当
該

の
諸
学
者
に
よ
る
実
践
に
も
と
づ
く
事
柄
と
、
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
る
事
柄
が

混
在
し
て
記
述
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
実
践
に
も
と
づ
く
事
柄
を
抽
出
し
、

時
系
列
に
沿
っ
て
一
連
の
記
述
に
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　

平
安
期
に
お
け
る
壬
生
寺
境
内
の
北
西
付
近
の
該
当
地
は
、
平
安
京
域
の
朱
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雀
大
路
の
一
部
で
あ
っ
た
。
そ
の
境
内
は
、
建
保
年
間
に
、
当
時
壬
生
寺
の
旦

那
で
あ
っ
た
三
重
（
み
し
げ
）
流
平
氏
の
平
宗
平
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。
そ

の
約
四
十
年
後
の
康
元
二
年
（
１
２
５
７
）
二
月
二
八
日
に
伽
藍
が
罹
災
し
た

が
、
宗
平
の
子
で
あ
る
左
衛
門
尉
政
平
が
再
興
し
た
。『
壬
生
寺
縁
起
』
に
よ

る
と
政
平
は
、
湿
潤
地
で
あ
っ
た
壬
生
寺
の
土
地
が
伽
藍
の
礎
石
を
据
え
る
の

に
は
脆
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
飢
饉
旱
魃
で
喘
い
で
い
た
飢
人
を
壬
生
寺
の

伽
藍
建
立
に
結
縁
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
所
よ
り
土
壌
を
運
ば
せ
、
そ
の
量
に

応
じ
て
米
銭
を
与
え
た
と
伝
わ
る
。

　

壬
生
寺
の
地
蔵
菩
薩
は
、
室
町
時
代
、
洛
中
六
地
蔵
の
一
つ
と
し
て
、
六
地

蔵
廻
り
を
す
る
参
詣
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
。

　

享
保
二
十
年
（
１
７
３
５
）
に
記
さ
れ
た
北
村
援
琴
『
築
山
庭
造
伝
』
の
挿

図
と
現
在
の
壬
生
寺
の
庭
園
の
形
態
は
近
似
し
て
お
り
、
江
戸
期
か
ら
名
園
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

壬
生
寺
で
は
、
江
戸
期
よ
り
狂
言
が
行
わ
れ
て
い
た
。
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る

大
念
佛
堂
は
、
天
明
八
年
（
１
７
８
８
）
の
大
火
後
に
初
め
て
独
立
し
た
建
物

と
し
て
成
立
し
た
。
文
政
八
年
に
は
、境
内
南
よ
り
現
在
の
位
置
へ
移
さ
れ
た
。

現
存
の
大
念
佛
堂
は
、安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

桁
行
一
三
．
九
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
五
．
九
メ
ー
ト
ル
、
二
階
建
て
の
入
母
屋
造

で
南
面
し
て
立
っ
て
い
る
。
屋
根
は
桟
瓦
葺
で
、
二
階
建
て
と
し
て
楽
屋
や
客

間
が
階
下
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
結
果
に
基
づ
く
と
、
江
戸
末
期
以
降
の
壬

生
寺
境
内
に
は
、
町
家
が
建
設
さ
れ
た
一
画
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
明
治

時
代
に
は
当
時
の
観
光
コ
ー
ス
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
た
。

　

現
状
の
壬
生
寺
は
、
四
条
大
宮
の
南
西
部
、
綾
小
路
の
南
、
坊
城
通
に
東
面

し
た
位
置
に
所
在
し
、
壬
生
大
念
仏
狂
言
（
壬
生
狂
言
）
と
、
幕
末
に
新
撰
組

屯
所
が
門
前
の
郷
士
宅
に
置
か
れ
、
境
内
に
新
撰
組
隊
士
の
墓
が
あ
る
。

　

諸
科
学
の
記
述
の
総
和
が
必
ず
し
も
特
定
の
土
地
の
詳
述
に
な
ら
な
い
こ
と

は
、
以
上
の
壬
生
寺
境
内
の
一
例
を
示
す
だ
け
で
立
証
さ
れ
よ
う
。
土
地
に
関

す
る
諸
科
学
に
よ
る
土
地
の
記
述
は
、
歴
史
学
の
記
述
が
な
け
れ
ば
概
説
の
導

出
す
ら
心
も
と
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
そ
こ
に
土
地
に
関
す
る

諸
科
学
の
統
合
性
が
欠
如
し
て
き
た
状
況
が
露
見
し
て
い
る
。

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
各
記
述
に
は
、
見
方
の
違
い
が
あ
る
こ
と
に
く
わ

え
、
日
常
生
活
の
実
践
に
結
び
つ
く
事
柄
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
が
あ
り
、
双

方
が
混
同
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
も
実
在
す
る
固
有
の
土
地
が
念
頭

に
置
か
れ
な
が
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
常
生
活
の
実
践
に
結
び
つ
く
事
柄

は
、
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
建
築
学
や
考
古
学
、
歴
史
学
で
は
、
数
多
く
の
寺
社
の
境
内
や
伽

藍
の
成
立
や
変
遷
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
諸
科
学
の
記
述
に
お
け

る
統
合
性
の
欠
如
の
要
因
が
諸
科
学
の
研
究
成
果
の
個
別
性
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
あ
ら
か
じ
め
境
内
や
伽
藍
を
念
頭
に
お
い
た
う
え
で
、
庭
や
建
物
と
い
っ

た
構
成
要
素
の
研
究
を
す
れ
ば
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

庭
、
建
築
、
埋
蔵
文
化
財
と
い
っ
た
構
成
要
素
の
総
和
が
寺
社
の
境
内
や
伽
藍

を
意
味
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
構
成
要
素
を
大
き
な
器
と
し
て
の
境
内
や
伽
藍

に
帰
納
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
論
理
は
、
一
見
実
態
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
統
合
性
の
欠
如
は
、

諸
科
学
者
が
境
内
や
伽
藍
に
意
識
を
向
け
さ
え
す
れ
ば
解
決
で
き
る
問
題
で
は

な
か
っ
た
。

　

諸
科
学
に
お
い
て
記
述
さ
れ
る
土
地
は
、
た
と
え
諸
科
学
者
が
あ
ら
か
じ
め

統
合
性
を
意
識
し
た
と
こ
ろ
で
、
壬
生
寺
の
本
堂
や
狂
言
堂
な
ど
と
い
っ
た
土
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地
の
固
有
性
を
裏
付
け
て
い
る
住
人
や
来
訪
者
ら
の
意
志
や
行
為
に
言
及
さ
れ

な
い
か
ぎ
り
、
架
空
的
か
つ
匿
名
的
で
あ
り
つ
づ
け
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で

は
、
固
有
名
詞
の
表
記
に
お
け
る
同
一
性
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
特
定
の

土
地
の
〝
質
的
〞
意
味
を
諸
科
学
者
の
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言

い
換
え
る
と
特
定
の
土
地
の
統
合
性
は
、
住
人
や
来
訪
者
ら
の
多
種
多
様
な
意

志
や
行
為
が
い
わ
ば
〝
継
ぎ
手
〞
あ
る
い
は
〝
要
〞
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
媒
介
を
欠
い
た
記
述
の
内
容
は
、
な
ん
ら
か
の
知
識
で
は
あ
っ
て
も
、
日
常

生
活
の
実
践
に
直
接
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

固
有
の
土
地
の
統
合
性
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
先
述
の
壬
生
寺
に
つ
い

て
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
の
住
民
や
来
訪
者
に
お
け
る
時
間
の
流

れ
と
関
連
し
て
い
る
。
諸
科
学
者
の
間
で
特
定
の
土
地
の
〝
質
的
〞
意
味
は
、

土
地
の
住
人
や
来
訪
者
に
お
け
る
時
間
の
流
れ
を
記
述
す
る
こ
と
で
、
諸
科
学

の
研
究
成
果
の
間
に
媒
介
す
る
〝
継
ぎ
手
〞
あ
る
い
は
〝
要
〞
が
文
中
に
組
み

入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
る
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸

科
学
の
記
述
に
お
い
て
も
、
時
間
の
流
れ
つ
ま
り
は
歴
史
が
書
き
入
れ
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
多
分
野
に
お
け
る
掌
握
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
諸
科

学
の
記
述
内
に
〝
継
ぎ
手
〞
あ
る
い
は
〝
要
〞
を
組
み
入
れ
る
に
は
、
客
体
的

な
歴
史
の
記
述
で
は
な
い
日
常
生
活
の
実
践
者
と
同
じ
時
間
の
流
れ
と
し
て
の

歴
史
を
記
述
す
る
態
度
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
３
項　

 

特
定
の
土
地
に
関
す
る
記
述
に
お
け
る
土
地
の
住
民
や
来
訪
者
の
意

志
と
対
人
関
係
の
欠
如

　

こ
う
し
て
土
地
に
関
す
る
横
断
的
な
諸
科
学
の
記
述
の
総
和
は
、
か
な
ら
ず

し
も
特
定
の
土
地
の
実
践
的
意
義
を
示
さ
な
い
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
諸
科
学
に
お
け
る
建
築
、
地
理
、
庭
園
、
歴
史
の
記
述
は
、
固
有

の
土
地
に
お
け
る
実
践
的
な
出
来
事
を
包
含
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
事
態
は
、
単
に
諸
科
学
の
見
方
の
違
い
に
よ
る
起

因
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
諸
科
学
に
お
け
る
記
述
の
統
合
性
の

欠
如
へ
の
問
い
は
、
諸
科
学
側
に
で
は
な
く
、
つ
ね
に
統
合
性
が
継
続
し
て
成

立
し
て
い
る
日
常
生
活
の
実
践
の
方
へ
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
固
有
の
土
地
が
統
合
状
態
に
あ
る
の
に
対
し
て
、

諸
科
学
で
記
述
さ
れ
て
い
る
土
地
が
不
統
合
の
状
態
に
陥
る
実
情
を
み
れ
ば
、

統
合
性
の
欠
如
の
問
題
は
、
諸
科
学
の
研
究
態
度
そ
の
も
の
に
あ
る
こ
と
に
な

る
。

　

前
項
で
言
及
し
た
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
壬
生
寺
に
関
わ
る
人
々
の
意
志
や

行
為
を
間
接
的
に
示
す
箇
所
は
あ
っ
て
も
、
住
人
や
来
訪
者
が
壬
生
寺
と
い
う

土
地
で
実
際
に
行
っ
た
直
接
の
言
動
や
行
動
が
一
切
省
か
れ
て
い
た
。
諸
科
学

に
お
い
て
過
去
の
出
来
事
に
つ
い
て
記
述
す
る
場
合
は
、
資
料
へ
の
依
拠
が
求

め
ら
れ
る
。
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
資
料
が
記
さ
れ
た
時
点
の

価
値
観
や
考
え
方
に
即
し
て
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
資
料
が

恣
意
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
壬
生
寺
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述

で
み
て
き
た
よ
う
に
、
恣
意
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
資
料
が
記
述
さ

れ
た
時
点
の
住
人
や
来
訪
者
の
言
動
や
行
動
は
、
架
空
的
か
つ
匿
名
的
な
思
弁

に
変
質
す
る
こ
と
に
な
り
、
諸
科
学
の
記
述
は
実
態
と
合
致
し
な
く
な
る
。

　

以
上
の
検
討
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
反
論
が
想
定
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
前
掲
の
「
近
代
名
所
案
内
記
に
み
る
京
都
の
観
光
空
間
」
で
記
述
さ
れ
た
巡

覧
コ
ー
ス
は
、
各
資
料
が
記
述
さ
れ
た
時
期
の
人
々
の
行
動
を
反
映
し
て
い
る

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
前
項
で
挙
げ
ら
れ
た
諸
科
学
の
記
述
に
し

た
が
っ
て
庭
や
建
物
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
が
実
態
に
も
と

づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
諸
科
学
の
記
述
は
、
わ
れ
わ
れ
が
自
ら

20



の
行
動
を
も
っ
て
立
証
で
き
る
と
い
う
点
で
明
証
的
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
反
論
は
、
い
か
に
も
後
出
し
の
主
張
で
あ
っ
て
、

諸
科
学
の
記
述
と
実
態
と
の
整
合
性
を
肯
定
す
る
根
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
現

世
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
過
去
の
土
地
で
過
去
の
時
間
を
生
き
る
こ
と

は
、机
上
の
空
論
あ
る
い
は
呪
術
的
な
意
味
合
い
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。

現
世
の
わ
れ
わ
れ
が
記
録
や
口
伝
で
残
さ
れ
て
い
な
い
過
去
の
人
々
の
言
動
や

行
動
を
代
弁
的
に
記
述
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
記
述
者
が
日
常
の
水
準

に
お
け
る
土
地
と
そ
の
歴
史
か
ら
離
脱
し
た
い
わ
ば
根
無
し
草
の
状
態
に
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
日
常
生
活
の
実
践
の
か
け
離
れ
た
状
態
に
よ
る
記
述

は
、
実
践
に
お
け
る
土
地
と
歴
史
と
の
結
び
つ
き
と
断
絶
し
て
い
る
た
め
、
諸

科
学
者
の
間
で
そ
の
意
味
内
容
の
共
有
と
検
証
が
で
き
な
い
。
旧
来
の
諸
科
学

で
記
述
さ
れ
て
き
た
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
と
歴
史
は
、
た
と
え
固

有
名
詞
が
同
一
で
あ
っ
た
と
し
て
も
双
方
の
意
味
内
容
の
〝
質
〞
が
異
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。

　

根
無
し
草
の
状
態
に
あ
る
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
前
提

で
あ
る
対
人
関
係
、
社
会
背
景
、
土
地
の
歴
史
を
一
連
の
も
の
と
し
て
統
合
す

る
こ
と
が
能
動
的
に
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
主
張
さ
れ
る
諸
科
学
の

客
観
性
は
、
特
定
の
科
学
集
団
の
会
合
か
諸
科
学
者
に
よ
る
講
義
や
講
演
会
の

よ
う
に
諸
科
学
者
が
主
体
と
な
る
条
件
下
で
は
効
力
が
期
待
で
き
て
も
、
日
常

生
活
に
お
け
る
実
践
で
は
通
用
し
な
い
。
も
し
、
根
無
し
草
の
状
態
で
の
言
述

や
記
述
が
日
常
生
活
の
実
践
で
通
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
味
内
容
が

実
践
と
の
あ
い
だ
で
矛
盾
を
来
さ
な
い
よ
う
調
整
や
変
換
の
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
根
無
し
草
の
状
態
で
の
記
述
は
、
調
整
や
変
換
の
作
業

を
通
し
て
日
常
生
活
の
実
践
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が

日
常
生
活
の
実
践
の
根
拠
や
真
理
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
根
無
し
草
の
状
態
は
、
諸
科
学
者
に
よ
り
調
整
と
変
換
の
作

業
が
行
わ
れ
た
時
点
で
直
接
経
験
へ
と
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
諸
科
学

に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
客
観
性
は
、
既
に
解
消
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
机
上
の
空
論
や
呪
術

的
で
も
な
く
統
合
性
の
欠
如
を
回
避
し
た
日
常
生
活
の
実
践
に
直
接
し
た
記
述

を
導
き
出
す
可
能
性
が
開
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
諸
科
学
者
が
信
奉
し
て

き
た
客
観
性
で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
お
い
て
実
践
者
ら
の
誰
も
が
納
得
で
き

る
実
践
的
妥
当
性
の
追
求
の
必
要
性
を
意
味
す
る
。

第
１
節　

補
注

（
１
）
平
凡
社
編
：
京
都
・
山
城
寺
院
神
社
大
事
典
：
平
凡
社
：
１
９
９
７

（
２
） 

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
監
修
、
上
野
勝
久
著
：
日
本
の
美

術
第
五
二
九
号　

近
世
の
芸
能
施
設
と
そ
の
空
間
：
ぎ
ょ
う
せ
い
：

２
０
１
０

（
３
） 

財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編
：
平
安
京
左
京
五
条
一
坊
二
町
（
壬

生
寺
境
内
）
老
人
ホ
ー
ム(

ウ
ェ
ル
エ
イ
ジ
壬
生)

建
設
に 

伴
う
発
掘

調
査
報
告
書: 

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
：
壬
生
寺
：
２
０
１
１

（
４
） 

京
都
市
文
化
観
光
局
文
化
部
文
化
財
保
護
課
編
：
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ

ク
ス
第
九
集 

京
の
名
勝
―
そ
の
価
値
と
変
遷
―
：
１
９
９
４

（
５
） 
山
近
博
義
：
近
世
後
期
の
京
都
に
お
け
る
寺
社
境
内
の
興
行
地
化
：
人

文
地
理　

第
四
十
三
巻
第
五
号
：
１
９
９
１

（
６
） 

工
藤
泰
子
：
近
代
名
所
案
内
記
に
み
る
京
都
の
観
光
空
間
：
京
都
光
華

女
子
大
学
研
究
紀
要
四
十
七
：
京
都
光
華
女
子
大
学
：
２
０
０
９

（
７
） 

京
都
文
化
博
物
館
学
芸
第
二
課
編
：
壬
生
寺
展　

創
建
一
千
年
記
念
：
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第
２
節　

特
定
の
土
地
の
科
学
に
お
け
る
用
語
の
定
義
に
伴
う
恣
意
性

第
１
項　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
庭
の
実
態
と
科
学
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ

た
用
語
と
の
ず
れ

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
実
践
的
妥
当
性
の
欠
如
と
は
、
そ
も
そ
も

い
か
に
し
て
生
じ
て
き
た
の
か
。
こ
こ
で
諸
科
学
の
う
ち
造
園
学
の
原
論
研
究

に
焦
点
を
当
て
、
根
無
し
草
状
態
に
よ
る
科
学
の
記
述
に
つ
い
て
実
態
解
明
を

試
み
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
本
邦
に
お
け
る
庭
の
う
ち
、
庭
園
の
研
究
は
主
と
し
て
庭
園
学
と

造
園
学
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
前
者
は
日
本
文
化
の
ひ
と
つ
と
し
て
庭
園

を
考
究
す
る
態
度
に
、
後
者
は
庭
園
を
造
園
学
の
研
究
対
象
の
ひ
と
つ
と
す
る

態
度
に
立
脚
し
て
い
る
。
双
方
と
も
同
じ
よ
う
に
庭
園
へ
関
心
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
研
究
態
度
は
同
一
で
は
な
い
。
造
園
学
で
は
、
自
ら
設
定
し
た
研
究
対

象
の
範
囲
と
研
究
手
法
を
前
提
す
る
の
に
対
し
て
、
庭
園
学
で
は
本
邦
に
お
け

る
科
学
の
導
入
以
前
か
ら
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
日
本
文
化
の
考
究
が
目
指
さ

れ
る
（
１
）。
双
方
の
科
学
に
お
け
る
意
志
に
、
庭
園
を
研
究
の
主
体
と
す
る
以

外
の
共
通
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
科
学
間
の
記
述
の
意
味
内
容
の
質

の
違
い
は
直
観
で
き
な
い
た
め
、
壬
生
寺
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
事
例
を
通

し
て
み
て
き
た
よ
う
に
、
研
究
対
象
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
条
件
だ
け
で
質
の

異
な
る
記
述
が
併
存
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
庭
園
学
と
造
園
学
は
、
近
似
し
た

科
学
で
あ
り
な
が
ら
同
床
異
夢
の
状
態
に
あ
り
、同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
は
、日
実
践
的
事
柄
の
考
究
を
主
旨
と
し
な
が
ら
も
、

以
下
に
述
べ
る
社
会
事
象
を
み
る
限
り
、恣
意
的
な
先
入
観
に
基
づ
い
て
き
た
。

平
成
二
十
二
年
四
月
、
近
世
揚
屋
の
遺
構
で
あ
る
角
屋
（
京
都
府
京
都
市
中
京

区
）
の
敷
地
内
に
所
在
す
る
庭
が
〝
角
屋
の
庭
〞
と
し
て
、
京
都
市
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
た
（
２
）。
次
い
で
平
成
二
十
三
年
三
月
、旧
杉
本
家
住
宅
（
同
中
京
区
）

の
庭
が
〝
杉
本
氏
庭
園
〞
と
し
て
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
（
３
）。
そ
れ
ら

の
屋
敷
に
設
定
さ
れ
た
文
化
財
の
指
定
範
囲
に
は
、
樹
木
を
植
栽
し
て
景
石
や

添
景
物
を
施
し
た
露
天
の
庭
・
庭
園
以
外
に
、
意
匠
上
の
特
徴
を
持
た
な
い
通

路
、
さ
ら
に
は
上
部
に
屋
根
が
架
か
る
土
間
が
含
ま
れ
て
い
る
（
図
１
、２
）。

　

京
都
市
文
化
市
民
局
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
同
二
十
五
年
三
月
の
三

箇
年
に
わ
た
り
、
京
都
府
京
都
市
内
の
町
家
を
含
む
民
家
の
庭
の
調
査
を
実
施

し
た
（
４
）。
そ
の
結
果
、
民
家
の
敷
地
内
に
お
け
る
、
様
々
な
用
途
や
機
能
を

持
つ
庭
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
旧
来
の
庭
園
学
お
よ
び

造
園
学
に
お
い
て
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
、
草
木
を
植
栽
し
築
山
や
池
泉
な

ど
を
設
け
、
観
賞
あ
る
い
は
逍
遥
な
ど
を
す
る
た
め
の
土
地
が
広
範
な
庭
の
語

義
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
て
き
た
一
般
的
な
辞
書
の
記
述
（
表
１
）
の
妥
当
性

を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て

庭
園
だ
け
が
独
立
し
て
把
捉
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
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表１　庭と庭園の語義
( 広辞苑 第五版 : 岩波書店 :1998 より抜粋 )
にわ【庭・場】
①広い場所。物事を行う場所
②邸宅または階前の、農事に使う空き地。
③草木を植え築山・泉池などを設けて、観賞・

逍遥など をする所。庭園。
④ (ア )波の平らかな (漁業を行う )海面。 (イ )

転じて、穏やかな天候。日和。
⑤家の出入口や台所の土間
⑥家庭。

てい－えん【庭園】
鑑賞・逍遥などのため、樹木を植え築山・泉池

などを 設けた庭。特に計画して作った庭。「日

本－」「洋風－」



［図１］角屋の庭　携帯概念図

［図２］杉本家住宅の庭　携帯概念図
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庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
研
究
は
、
そ
の
主
旨
を
庭
と
庭
園
の
ど
ち
ら
に
置
く

か
に
よ
り
、
か
な
り
異
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
杉
本
家
住
宅
の
庭
を
事
例
と

す
れ
ば
、
庭
は
図
２
の
①
か
ら
⑩
の
範
囲
が
該
当
す
る
の
に
対
し
て
、
庭
園
は

③
、
④
、
⑦
、
⑩
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
庭
か
庭
園
で
あ
る
か

の
違
い
だ
け
で
も
、
対
象
と
範
囲
は
大
き
く
異
な
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

旧
来
の
諸
科
学
の
論
述
の
中
心
は
、
庭
園
で
あ
り
、
庭
が
主
体
的
に
言
及
さ
れ

る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
当
然
、
角
屋
の
庭
や
杉
本
家
の
庭
な
ど
で
言
及
さ
れ

た
よ
う
な
鑑
賞
あ
る
い
は
逍
遥
な
ど
を
意
図
し
な
い
庭
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
詳
述
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

造
園
学
で
は
、
大
正
期
い
ら
い
昭
和
期
に
か
け
て
断
続
的
に
原
論
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
は
、
田
村
剛
、
岡
崎
文
彬
、
上

原
敬
二
、
江
山
正
美
ら
が
い
た
。
か
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
庭
あ
る
い
は
庭
園
に

言
及
し
た
が
、
そ
の
定
義
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
し
、
各
者
の
研
究
の
段
階
に

よ
っ
て
も
相
違
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
研
究
の
な
か
で
、上
原
敬
二（
１
８
８
９

―
１
９
８
１
）
の
『
造
園
大
系
第
二
巻 

庭
園
論
』
は
、
造
園
学
の
対
象
と
し

て
の
庭
園
を
明
示
す
る
た
め
に
、
数
多
く
の
関
連
し
た
語
彙
を
通
じ
て
詳
述
し

た
唯
一
の
資
料
で
あ
り
、
庭
と
庭
園
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。

　

上
原
敬
二
は
、「
庭
園
は
ひ
ろ
く
考
え
れ
ば
造
園
部
門
の
一
つ
で
あ
る
、
ゆ

え
に
学
問
的
に
い
え
ば
造
園
と
言
う
も
の
の
定
義
、
意
義
の
な
か
に
包
含
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
」と
述
べ
た（
５
）。ま
た
、同
氏
を
編
者
と
す
る『
造
園
大
辞
典
』（
６
）

で
は
、
庭
園
史
と
は
「
各
国
の
庭
園
の
由
来
の
沿
革
を
系
統
的
、
編
年
的
に
探

求
し
、
作
者
、
様
式
等
を
研
究
す
る
造
園
の
一
分
科
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
庭
園
を
造
園
学
の
一
分
科
と
す
る
考
え
方
は
、
田
村
剛
（
７
）
や
岡
崎

文
彬
（
８
）
と
い
っ
た
同
時
代
の
造
園
科
学
者
に
も
み
ら
れ
た
。

　

本
節
で
は
、『
造
園
大
系
第
二
巻 

庭
園
論
』
を
中
心
と
し
て
、『
造
園
大
系

第
一
巻 

造
園
総
論
』、『
造
園
大
辞
典
』、『
庭
園
入
門
講
座 

十
』（
９
）
と
い
っ
た

上
原
の
著
書
に
基
づ
い
て
、
同
氏
の
庭
あ
る
い
は
庭
園
を
み
る
観
点
（angle

）

を
手
が
か
り
と
し
て
、
庭
あ
る
い
は
庭
園
に
関
す
る
科
学
で
あ
る
庭
園
学
お
よ

び
造
園
学
に
お
け
る
〝
根
無
し
草
の
状
態
〞
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
造
園
学
に
お
け
る
庭
園
の
捉
え
方
や
上
原
個
人

の
〝
庭
〞
と
〝
庭
園
〞
の
定
義
を
主
眼
に
置
く
も
の
で
は
な
い
。

第
２
項　

上
原
敬
二
の
造
園
原
論
に
お
け
る
庭
園
に
向
け
ら
れ
た
意
識

　

上
原
は
、〝
造
園
〞
に
つ
い
て
「
造
園
と
は
人
の
生
活
上
、
実
用
、
慰
楽
そ

の
他
生
活
行
動
を
充
足
さ
せ
る
た
め
自
然
材
料
を
も
っ
て
土
地
及
び
環
境
を
整

備
、造
成
す
る
術
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
（
１
０
）。
こ
の
定
義
は
、『
造
園
大
辞
典
』

に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、「
昔
は
単
に
庭
園
だ
け
が
対
象
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
ひ
ろ
く
公
共
緑
地
を
包
含
し
て
い
る
」（
１
１
）
と
い
う
事
項
が
付
加

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
造
園
の
研
究
対
象
が
庭
園
と
公
共
の
土
地
（
公
園
）
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
中
村
一
に
よ
っ
て
も
提
示
さ
れ
た
（
１
２
）。

　

こ
の
定
義
に
よ
る
と
造
園
と
は
技
術
を
意
味
し
、
造
園
学
と
は
土
地
を
対
象

と
す
る
学
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
造
園
が
技
術
で
あ
り
、
造
園
学
の
対
象
が

土
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
上
原
が
造
園
に
行
為
と
場
所
と
い
う
二
つ
の
意

味
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
造
園
が
こ
の
二
つ
の
意
味
を
持
つ
意
図

に
つ
い
て
、
上
原
は
、
技
術
と
し
て
の
造
園
の
結
果
と
し
て
公
園
や
庭
園
が
成

立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
土
地
は
「
造
園
さ
れ
る
」
と
い
う
行
為
の
所

産
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
物
は
造
園
の
全
部
で
は
な
く
一
部
で
あ
る
」
と

い
う
注
意
を
付
言
し
た
。
こ
の
論
述
に
よ
る
と
、「
造
園
さ
れ
る
」
と
い
う
行

為
の
意
味
は
、
庭
園
や
公
園
が
造
園
と
い
う
技
術
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
判
断

に
基
づ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
上
原
は
、「
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
造
園
さ
れ
た
土
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は
造
園
地
は
、
自
然
材
料
・
土
地
を
含
む
自
然
物
が
整
備
・
造
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
自
然
物
が
、「
造
園
さ
れ
る
」
た
め
に
は
、
理
想
に
よ
る
裏
付
け

が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
緑
地
は
、
理
想
と
技
術
そ
し
て
行
為
が
統
合
さ
れ

た
結
果
と
し
て
成
立
す
る
と
い
う
考
え
方
の
枠
組
み
が
露
見
す
る
。

　

緑
地
と
造
園
地
の
言
い
分
け
に
は
如
何
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
。
前
述
の
よ

う
に
造
園
地
は
、
公
園
、
墓
地
、
動
物
園
、
植
物
園
な
ど
の
「
造
園
さ
れ
る
」

土
地
で
あ
り
、
日
常
生
活
内
に
実
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
経
済
活
動
や
労
働
の

対
象
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
上
原
は
、造
園
の
特
質
に「
慰

楽
と
と
も
に
生
活
上
必
須
の
も
の
、
た
だ
慰
楽
と
の
比
率
を
異
に
す
る
だ
け
、

こ
こ
で
特
に
注
意
し
た
い
こ
と
は
実
用
と
い
う
な
か
に
は
生
産（production

）

殊
に
営
利
生
産
、
経
済
要
素
は
絶
対
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
、
こ
れ

が
含
ま
れ
な
い
か
ら
こ
そ
造
園
で
あ
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
、
農
業
や
園
芸

と
の
差
異
も
こ
こ
に
あ
る
」（
１
７
）
と
述
べ
、
造
園
地
か
ら
生
産
性
や
経
済
性
を

除
外
し
た
。

　

さ
ら
に
上
原
は
、
造
園
地
の
実
用
性
に
関
し
て
「
こ
の
よ
う
な
実
用
の
庭
園

を
ド
イ
ツ
で
はN

utzgarten

或
はprivatgarten

と
い
う
。
こ
れ
に
多
少
で

も
美
と
い
う
概
念
が
加
わ
っ
た
と
き
初
め
て
こ
の
庭
園
は
造
園
へ
と
昇
格
す

る
」
ま
た
は
「
何
人
も
美
し
い
も
の
に
心
引
か
れ
る
、
美
し
い
が
た
め
に
そ
の

機
能
が
広
が
る
。
こ
れ
が
造
園
の
主
目
的
と
さ
え
思
わ
れ
る
」（
１
８
）
と
述
べ
、

庭
園
を
含
む
「
造
園
さ
れ
る
」
土
地
は
美
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
造
園
に
な

り
得
る
と
い
う
条
件
を
設
定
し
た
。
造
園
を
定
義
す
る
際
に
、
そ
の
技
術
が
芸

術
で
あ
り
、
そ
の
所
産
で
あ
る
土
地
に
は
美
を
伴
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

方
は
、田
村
剛
を
は
じ
め
と
す
る
造
園
科
学
者
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
（
１
９
）。

　

造
園
地
は
、
そ
れ
自
体
が
元
は
生
産
物
で
あ
り
、
と
く
に
そ
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
経
済
性
と
切
り
離
し
よ
う
が
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
上

地
は
緑
地
で
あ
る
、
こ
の
点
緑
地
は
都
合
の
よ
い
文
字
と
さ
れ
る
、
た
だ
し
、

緑
地
そ
の
も
の
の
な
か
に
技
術
そ
の
他
の
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
い
」（
１
３
）
と

い
う
一
文
を
付
け
加
え
た
。
造
園
さ
れ
る
土
地
は
、
こ
こ
で
庭
園
と
公
共
緑
地

か
ら
、〝
緑
地
〞
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。

　
『
造
園
大
辞
典
』
に
よ
る
と
緑
地
と
は
、「
ド
イ
ツ
語
の
直
訳
で
あ
り
、
こ
れ

に
相
当
す
る
英
語green
の
意
味
に
は
こ
う
し
た
内
容
は
な
い
、
公
園
、
墓
地
、

動
植
物
園
そ
の
他
造
園
の
対
象
と
な
る
各
種
の
造
園
地
い
っ
さ
い
を
含
め
て
緑

地
」
で
あ
り
、「
明
治
時
代
に
は
な
か
っ
た
文
字
、
昭
和
年
代
旧
内
務
省
建
設

部
局
公
園
関
係
技
術
者
の
間
で
主
と
し
て
法
律
用
語
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
、

日
本
で
も
一
般
に
い
わ
れ
る
文
字
で
は
な
い
」（
１
４
）と
さ
れ
た
。「
造
園
さ
れ
る
」

土
地
は
、
こ
こ
で
緑
地
と
〝
造
園
地
〞
に
言
い
分
け
ら
れ
た
。

　

造
園
と
は
技
術
で
あ
る
と
い
う
最
初
の
定
義
か
ら
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
付

加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
用
語
の
関
係
性
が
複
雑
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
旦
上

原
の
造
園
原
論
に
お
け
る
用
語
に
つ
い
て
整
理
を
し
た
い
。
造
園
に
は
、
技
術

と
「
造
園
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
の
技
術
に
よ
っ
て
造
園
さ
れ
た

土
地
が
緑
地
あ
る
い
は
造
園
地
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
土
地
を
研
究
対
象
と
す
る

の
が
造
園
学
で
あ
る
。
そ
し
て
技
術
と
し
て
の
造
園
は
、
土
地
す
な
わ
ち
物
に

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
緑
地
に
な
る
が
、
物
と
し
て
の
緑
地
は
造
園
の
一

部
で
し
か
な
い
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
技
術
は
、
物
と
両
立
し
て
実
現
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
物
は
造
園
の
一
部
で
し
か
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
に
対
し
て
上
原
は
、「
造
園
は
通
常
人
の
頭
脳
、

手
段
、
技
能
な
ど
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
」（
１
５
）（
１
６
）

と

い
う
補
足
説
明
を
加
え
た
。
つ
ま
り
上
原
に
よ
る
と
造
園
と
は
、
技
術
と
行
為

に
〝
頭
脳
＝
理
想
〞
が
統
合
さ
れ
た
概
念
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
緑
地
あ
る
い
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原
の
本
意
は
、
造
園
地
が
水
田
や
田
畑
の
よ
う
な
生
産
地
と
分
別
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
彼
自
身
「
造
園
さ
れ
る
」
土
地
の
す
べ
て
が
経
済
性
や

生
産
性
と
無
関
係
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の

す
べ
て
が
純
粋
な
「
造
園
さ
れ
る
」
土
地
と
は
い
え
な
い
造
園
地
は
、
美
と
い

う
概
念
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
園
の
理
想
に
相
応
し
い
緑
地
に
昇
華
さ

れ
る
と
し
た
。

　

こ
の
論
法
に
よ
る
と
、経
済
性
や
生
産
性
が
含
ま
れ
ず
美
を
備
え
た
庭
園
は
、

緑
地
の
分
類
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
原
は
、
造
園
の
技
術
に
よ
っ
て

成
立
す
る
土
地
と
他
の
諸
科
学
で
取
り
扱
う
土
地
と
の
分
別
を
強
く
意
識
し
、

前
者
に
生
産
性
・
経
済
性
か
ら
の
離
脱
と
、
美
の
付
加
と
い
う
条
件
を
設
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
粋
か
つ
永
遠
な
る
土
地
の
理
想
像
を
創
出
し
た
。
そ
し

て
そ
の
理
想
像
は
、
昭
和
期
に
狭
隘
な
法
律
用
語
の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
ら
れ

始
め
た
ば
か
り
の
緑
地
と
い
う
歴
史
の
浅
い
語
で
言
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
上
原
の
造
園
原
論
で
は
、
造
園
の
定
義
に
係
っ
て
実
に

複
雑
な
論
理
補
完
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
一
言
に
「
庭
園
は
ひ
ろ
く
考
え
れ

ば
造
園
部
門
の
一
つ
で
あ
る
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
緑
地
と
い
う
理
想
上

の
取
り
決
め
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
語
彙
の
意
味
と
は
離
反

し
て
い
る
。

第
３
項　

上
原
の
造
園
原
論
に
お
け
る
庭
園
の
位
置
付
け
へ
の
意
志

　
　
　
　
（
一
般
造
園
・
造
園
・
一
般
の
庭
園
・
特
殊
な
庭
園
）

　

上
原
は
、
複
雑
な
検
討
を
経
て
創
出
し
た
緑
地
と
い
う
理
想
像
の
な
か
で
庭

園
が
、
ど
の
よ
う
に
日
常
生
活
の
実
践
と
の
間
で
接
点
を
も
つ
か
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
は
、「
一
般
の
庭
園
に
な
る
と
工
法
、
設
計

す
べ
て
造
園
の
範
囲
を
出
る
わ
け
に
い
か
な
い
」
と
す
る
一
方
で
「
特
殊
な
庭

園
に
な
る
と
、
そ
れ
で
も
造
園
の
一
部
門
で
あ
る
か
と
反
問
し
た
く
な
る
ほ
ど

変
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
。
例
外
と
す
る
に
は
反
則
で
あ
る
、
そ
れ
ほ
ど
庭
園
の

内
蔵
す
る
も
の
は
複
雑
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
心
の
持
ち
方
に
帰

す
る
こ
と
、
造
園
家
の
設
計
す
る
も
の
ば
か
り
が
庭
園
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

独
立
し
て
庭
園
の
定
義
を
つ
く
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
に
し
て
も
そ
れ
は
一
般

造
園
の
定
義
と
無
関
係
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
２
０
）
と
述
べ
た
。

　

こ
の
文
中
で
は
、造
園
に
く
わ
え
て
「
一
般
造
園
」、「
一
般
の
庭
園
」
と
「
特

殊
な
庭
園
」
と
い
っ
た
用
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
前
者
と
後
者
は
対
語
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
上
原
は
、
造
園
家
が
設
計
す
る
「
一
般
の
庭
園
」
は
明
確
に

造
園
の
範
囲
に
ふ
く
む
べ
き
だ
が
、「
特
殊
な
庭
園
」
に
対
し
て
は
懐
疑
的
で

あ
る
と
し
た
。
ま
た
「
特
殊
な
庭
園
」
は
造
園
の
一
部
門
と
は
言
い
が
た
い
が
、

「
一
般
造
園
」
と
無
関
係
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、造
園
と
「
一

般
造
園
」
が
意
図
的
に
言
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
庭
園
が
造
園
の
範
疇
の
一
部
門
で
あ
る
こ
と
を
示
す
う
え
で
、
造
園
が

技
術
、
つ
ま
り
は
人
の
行
為
で
は
な
い
と
断
り
を
入
れ
た
以
上
、
造
園
と
「
一

般
造
園
」
は
、
土
地
を
意
味
す
る
緑
地
と
造
園
地
の
ど
ち
ら
か
に
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
造
園
の
範
囲
に
あ
る
「
一
般
の
庭
園
」
は
、
公
私
と
い
う

指
標
に
お
い
て
〝
私
〞
に
該
当
す
る
と
述
べ
ら
れ
た
が
（
２
１
）、
そ
れ
は
前
述
の

対
語
の
区
分
と
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
対
語
の
区
分
が
、「
心
の

持
ち
方
に
帰
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
前
章
で
言
及
し
た
〝
造
園
〞
の
理
想
に

適
合
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
用
語
が
言
い
換
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

日
常
生
活
の
な
か
に
は
、
造
園
の
理
想
に
基
づ
く
緑
地
と
し
て
容
認
し
が
た

い
造
園
家
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
「
特
殊
な
庭
園
」
が
実
在
す
る
。「
特

殊
な
庭
園
」が
造
園
学
の
範
疇
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、

「
一
般
造
園
」
と
関
係
性
が
結
ば
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
特
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殊
な
庭
園
」
が
「
造
園
」
と
で
は
な
く
「
一
般
造
園
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
つ
ま
り
「
特
殊
な
庭
園
」
の
特
殊
性
と
は
、
造
園
と
比
定
さ
れ
る
か
ぎ
り

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

結
局
、
造
園
の
定
義
に
あ
た
っ
て
、
以
上
の
よ
う
に
複
雑
な
用
語
の
言
い
換

え
を
し
た
上
原
の
意
志
は
、
何
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
か
。
本
来
、
緑
地
の
定

義
に
主
眼
を
置
け
ば
、「
特
殊
な
庭
園
」
へ
の
言
及
は
、
そ
の
定
義
付
け
の
混

乱
を
ま
ね
く
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
回
避
さ
れ
る
ほ
う
が
望
ま
し
か
っ
た
。
数

多
く
の
造
園
科
学
者
の
な
か
で
も
、
抜
き
ん
出
た
数
の
庭
園
に
か
ん
す
る
著
作

を
の
こ
し
た
上
原
は
、「
庭
園
の
内
蔵
す
る
も
の
は
複
雑
」
で
あ
る
こ
と
を
誰

よ
り
も
ふ
か
く
自
覚
し
て
い
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
造
園
＝
緑
地
は
、「
特
殊
な
庭
園
」
に
含
ま
れ
る
語
彙
を
も
包

含
し
て
造
園
の
理
想
像
に
近
づ
け
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
心
境
に
つ
い
て

上
原
は
、「
今
日
ま
で
幾
度
か
庭
園
と
い
う
も
の
を
そ
の
他
す
べ
て
の
造
園
か

ら
切
り
離
し
て
対
等
の
地
位
に
置
こ
う
か
と
も
思
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
緑
地
の
範
疇
に
庭
園
を
含
め
よ
う
と
す
る
意
志
の
諸
元

は
、「
造
園
と
い
う
こ
と
の
意
義
が
不
完
全
、
不
徹
底
な
こ
と
と
」（
２
２
）
な
ら

な
い
た
め
の
い
わ
ば
妥
協
あ
る
い
は
こ
じ
つ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

結
果
的
に
上
原
は
、
造
園
の
理
想
像
と
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
「
一

般
造
園
」
な
ら
び
に
「
特
殊
な
庭
園
」
と
の
接
点
に
つ
い
て
の
照
合
に
挫
折
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
造
園
の
理
想
像
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
の
出
来
事
を

包
含
で
き
な
い
と
い
う
不
完
全
性
が
露
呈
し
た
。
そ
う
な
る
と
造
園
学
は
、
科

学
的
な
厳
密
性
を
も
た
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
研
究
対
象
が
実
在
の
土
地
に
名

を
借
り
た
机
上
の
空
論
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、「
到

底
完
全
な
定
義
な
ど
は
つ
く
ら
れ
な
い
、
定
義
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
意
義
に
徹

し
て
い
れ
ば
よ
か
ろ
う
と
い
う
の
は
助
け
舟
で
あ
る
」（
２
３
）
と
割
り
切
り
、
造

園
の
対
象
外
と
明
言
し
つ
つ
「
一
般
造
園
」
に
「
特
殊
な
庭
園
」
を
付
帯
さ
せ

た
。
こ
の
よ
う
に
何
重
も
の
論
理
操
作
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
理
想
像
は
、
本

来
は
並
存
し
得
な
い
日
常
生
活
の
実
践
に
伴
う
語
彙
と
織
り
ま
ぜ
て
併
記
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
観
に
基
づ
か
な
い
理
想
像
が
実
在
性
を
ま
と
う
か
の
よ

う
に
偽
装
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
造
園
科
学
者
ら
に
「
庭
園
は
ひ
ろ
く
考
え
れ

ば
造
園
部
門
の
一
つ
で
あ
る
、
ゆ
え
に
学
問
的
に
い
え
ば
造
園
と
言
う
も
の
の

定
義
、
意
義
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る
」
と
錯
誤
さ
せ
る
論
法
が
編
み
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

造
園
、「
一
般
造
園
」、「
一
般
の
庭
園
」
そ
し
て
「
特
殊
な
庭
園
」
と
い
っ

た
用
語
と
土
地
の
関
係
は
、
表
２
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ら
用
語
を
上
原
が
『
造
園
大
系
』
に
掲
出
し
た
語
彙
と
照
合
し
た
も
の
が
、

表
３
か
ら
表
６
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
を
見
比
べ
て
み
れ
ば
、
上
原
に
よ
る
論

理
の
矛
盾
点
が
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
表
３
で
は
、「
一
般
の
庭
園
」
を
記

述
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
庭
と
庭
園
の
分
類
と
な
っ
て
い
る
。

表
４
で
は
、
庭
園
だ
け
で
は
な
く
、
用
例
が
少
な
い
も
の
と
し
て
庭
に
類
す
る

語
彙
が
混
さ
れ
し
て
い
る
。
最
後
に
表
５
で
示
さ
れ
た
「
一
般
造
園
」
と
表
３

の
語
群
を
見
比
べ
る
と
、「
宮
廷
庭
園
」
以
外
の
語
は
一
致
せ
ず
、
整
合
性
が

欠
落
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
緑
地
の
一
部
と
し
て
の
「
一
般
庭
園
」
を
対
象
と
す

る
研
究
を
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
上
原
が
「
庭
園
と

い
う
も
の
を
そ
の
他
す
べ
て
の
造
園
か
ら
切
り
離
し
」
た
研
究
の
可
能
性
が
開

か
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
に
も
と
づ
く
庭
を
対
象
と
す
る

研
究
で
あ
り
、
上
原
の
掲
出
し
た
用
語
に
も
と
づ
け
ば
、「
緑
地
の
う
ち
一
般

庭
園
の
類
語
」
と
「
特
殊
な
庭
園
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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第
４
項　
「
一
般
庭
園
」
の
理
想
と
実
態
と
の
乖
離

　

以
上
の
造
園
原
論
に
お
け
る
庭
園
の
位
置
付
け
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
少
な

く
て
も
二
つ
の
反
論
が
想
定
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、
そ
も
そ
も
造
園
学
で
は
、

上
原
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
特
殊
な
庭
園
」
を
〝
庭
〞
と
〝
園
〞
が
合
成
さ
れ

た
語
と
考
え
て
お
り
、
科
学
の
定
義
と
し
て
庭
が
そ
の
研
究
対
象
に
含
ま
れ
る

の
は
当
然
と
す
る
意
見
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
従
来
の
造
園
学
の
研
究
に
は
、

そ
の
研
究
対
象
と
し
て
庭
を
含
む
事
例
が
認
め
ら
れ
る（
２
４
）。
し
か
し
な
が
ら
、

あ
る
場
合
は
庭
を
含
み
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
る
研
究
態
度
は
、
恣
意

的
で
あ
り
、
科
学
と
し
て
厳
密
性
を
欠
く
。

　

二
つ
目
は
、
た
と
え
緑
地
が
科
学
に
よ
る
理
想
像
で
あ
っ
て
も
、
実
在
す
る

都
市
域
や
里
山
な
ど
を
研
究
対
象
と
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
一
部
で
あ
る
民
家
や

表２　上原の用語と土地の種類の関係

用　語 土地の種類
造園 緑地
一般造園 造園地
一般の庭園 緑地
特殊な庭園 造園地、その他

表５　一般造園 （『造園体系 1 造園総説』）
　（『造園体系 1 造園総説』：造園学の分類、

　　頁 102-115 より抜粋 )

(1) 個人造園 (6) 療養造園 　②空港造園
　①個人庭園 (7) 神社境内 　③路傍植栽
　②共同庭園 (8) 霊域造園 　④埠頭造園
　③記念庭園 　①仏寺境内 　⑤自動車運転教　　

　　習所　④公開庭園 　②墓地造園

(2) 公園 　③陵墓 (15) 鳥獣誘致造園
(3) 宮廷庭園 　④廟営 　①鳥類誘致林
(4) 公共造園 　⑤礼拝所 　②狩猟造園
　①官公庁造園 　⑥教会 　③鴨場
　②教化造園 (9) 工場造園 (16) 博覧会造園
　③学校園 (10) 鉱業造園 (17) 営利造園
　④植物園 (11) 休養造園 (18) 天然造園
　⑤動物園 (12) 体育造園 　①国立公園
　⑥水族館 (13) 福祉造園 　②文化財
　⑦博物館 (14) 交通造園 (19) 風景地計画

表４　 < 緑地 >のうち <一般の庭園>の類語

名　称 名　称 名　称
1 . 庭園 21. 塁土山 囿囿
2 . 景園 22. 須弥山 間園
3 . 緑地 23. 盆石 丘園
4 . 造園 24. 用例が少な

いもの

村園
5 . 風致園芸 邸園

6 . 島 小庭 後園
7 . 山水 大庭 南園
8 . 前栽 南庭 園曲

表３　〝緑地〟のうち〝一般の庭園〟
（『造園体系２ 庭園論』）

個人住居ではない個人庭

の範囲

個人庭の範囲外

(1) 旅館の庭 (1) 社寺庭園
(2) 料亭の庭 (2 公館庭園
(3) 農家の庭 (3) 宮廷庭園
(4) 団地の庭 　　　―

表６　〝特殊な庭園〟（『造園大系２　庭園論』）

名　称
　1 . 庭 柯庭、庭院、庭蔬、東雅、家

屋雑考（庭、南庭、広庭、小庭、

中庭）、箋注倭名類聚抄
　2 . 廷 －
　3 . 場 －
　4 . 院 院子、院中、院庭、院落
　5 . 壺（つぼ） 壺前栽、蓬壺、石壺
　6 . 坪 除、墀、唐、壇、土へんに氏、

塡、著、穴かんむりに奥、王

へんに寅、掖
　7 . 園 －
　8 . 圃 －
　9 . 苑 苑地、囿苑、苑囿、台苑、別苑、

城苑、後苑
　10. 囿 －
　11.GARDEN Ｇａｒｔｈ、Court、Orchard、

Anlage
　12.PARK －
　13.PARADISE －
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境
内
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
所
在
す
る
庭
が
緑
地
に
包
含
さ
れ
る
の

は
当
然
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
科
学
者
間
で
共
通
理
解
を
図
る

た
め
に
は
、
個
別
の
事
実
を
一
旦
概
念
に
置
き
換
え
な
け
れ
ば
、
普
遍
的
か
つ

客
観
的
な
議
論
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
特
殊
な
庭
園
」
の
よ
う
に
粗
雑
な

個
別
の
事
柄
で
は
な
く
、
緑
地
の
よ
う
な
理
想
像
こ
そ
が
科
学
研
究
の
対
象
と

し
て
相
応
し
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
地
球
儀
を
眺
め
る
だ
け

で
は
特
定
地
域
の
世
情
を
把
握
で
き
な
い
よ
う
に
、
緑
地
や
景
観
と
い
う
概
念

に
も
と
づ
い
て
研
究
対
象
の
地
理
的
範
囲
を
拡
大
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
個
別

具
体
的
な
実
践
の
出
来
事
を
取
り
扱
わ
な
い
か
ぎ
り
庭
そ
の
も
の
に
つ
い
て
把

握
で
き
て
い
る
は
ず
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
大
は
小
を
兼
ね
る
と
い
っ
た
発
想
は
、
緑
地
や
景
観

と
い
っ
た
概
念
を
通
じ
て
、
大
な
る
自
然
や
都
市
と
い
う
単
位
の
論
述
を
行
え

ば
、
小
な
る
角
屋
や
杉
本
家
の
住
宅
の
庭
も
自
ず
と
言
い
含
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
考
え
方
と
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
論
法
は
、
直
観
し
た
こ
と
の
な
い

出
来
事
を
伝
聞
に
よ
っ
て
掌
握
し
て
い
る
よ
う
装
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ

ら
に
、
た
と
え
ば
異
邦
人
が
初
め
て
来
た
土
地
に
降
り
立
ち
、
た
だ
漠
然
と
周

囲
を
見
わ
た
す
場
合
と
、
庭
師
が
毎
日
の
よ
う
に
手
入
れ
を
行
っ
て
い
る
庭
を

見
わ
た
す
の
と
で
は
、
土
地
に
対
す
る
了
見
に
歴
然
と
し
た
差
が
あ
る
。

　

土
地
の
意
味
は
、
特
定
の
対
象
に
意
識
を
向
け
直
観
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
掌
握

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。仮
に
造
園
科
学
者
が
緑
地
と
い
う
理
想
像
に
即
し
て
、

角
屋
の
庭
に
論
及
す
る
に
し
て
も
、
日
常
生
活
の
実
践
を
通
じ
て
「
揚
屋
」
や

「
座
敷
庭
」、「
松
の
間
」
と
い
っ
た
固
有
名
詞
や
機
能
・
利
用
形
態
に
関
す
る

記
録
や
証
言
を
受
け
入
れ
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
土
地
の
具
体
的
か
つ
厳
密
な
記

述
を
し
た
こ
と
に
は
な
り
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
在
す
る
土
地
を
歩
い

て
採
取
し
た
情
報
に
も
と
づ
く
実
測
値
や
実
測
図
な
ど
は
、
緑
地
と
い
う
理
想

像
が
日
常
生
活
の
実
践
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
内
実
と
も
に
充
実
し
た
科
学
的
見

解
と
な
る
。
造
園
の
意
義
は
、
そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
る
こ
と
よ
っ
て
徹
底
さ

れ
そ
の
科
学
的
厳
密
性
が
保
証
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
よ
う
な
反
論
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
論
述
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
よ
る
情
報
取
得
を
前

提
と
し
な
が
ら
論
述
の
段
階
に
な
る
と
、
む
し
ろ
日
常
生
活
の
実
践
と
の
結
び

つ
き
が
擬
似
的
に
断
ち
切
ら
れ
、
非
実
践
的
な
客
観
性
の
確
証
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
造
園
の
理
想
像
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
概
念
と

日
常
生
活
の
実
践
と
の
照
合
を
あ
ら
か
じ
め
放
棄
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
な
の

で
あ
る
。

　

造
園
学
に
お
け
る
理
想
と
日
常
生
活
の
実
践
と
の
照
合
は
、
そ
も
そ
も
成
功

し
な
い
。
科
学
の
理
想
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
へ
忠
実
に
従
う
の
で

は
な
く
、
科
学
者
ら
が
恣
意
に
よ
っ
て
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
を
取
捨
選

択
・
再
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
常
生
活
の
実
践
と
の
結
び
つ
き
を
断

ち
切
り
、
閉
じ
ら
れ
た
観
念
的
世
界
が
創
出
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
日
常
生

活
の
実
践
と
の
照
合
は
困
難
と
な
る
が
、
逆
に
理
想
に
基
づ
い
た
客
観
性
と
完

結
性
が
導
き
出
さ
れ
る
。
造
園
学
は
、
日
常
生
活
の
実
践
と
相
対
的
な
位
置
関

係
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
者
や
他
の
科
学
者
か
ら
の
干
渉
や
問
い

合
わ
せ
を
回
避
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
造
園
学
の
理
想
に
も
と
づ
い
た
客
観
性

と
完
結
性
は
、
日
常
世
界
の
実
践
つ
ま
り
は
庭
の
所
在
や
構
成
、
工
作
物
、
植

栽
樹
木
の
意
味
な
ど
と
直
接
の
関
係
し
て
い
な
い
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と

に
な
る
。
造
園
科
学
者
間
に
お
い
て
造
園
の
定
義
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
は

（
２
５
）、
た
が
い
に
理
想
と
す
る
緑
地
や
景
観
を
日
常
生
活
の
実
践
上
で
検
証
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

第
５
項　

恣
意
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
土
地
の
実
践
的
世
界
に
お
け
る
位
置
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〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞
は
、
造
園
の
理
想
像
で
あ
る
緑
地
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
幾
重
の
論
理
操
作
が
加
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
の
実
践
で
は
通
用
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
庭
園
が
庭

を
包
括
す
る
と
い
う
解
釈
は
、〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞
の
な
か
で
通
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
実
践
を
通
じ
た
語
彙
の
成
立
の
歴
史
と
は
離
反
し
て

い
る
。
同
じ
表
記
と
発
音
の
語
で
あ
り
な
が
ら
諸
科
学
の
用
語
と
日
常
生
活
の

実
践
上
で
通
用
す
る
語
義
が
相
違
す
れ
ば
、
諸
科
学
と
日
常
生
活
の
水
準
と
の

対
話
は
平
行
線
を
辿
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
極
端
に
い
え
ば
、
会
話
が
成
り
立
た

な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
今
や
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞
は
、
一
部
の
造
園
科
学
者
あ
る
い
は
庭

園
科
学
者
だ
け
の
理
想
で
は
な
い
。
本
来
、
万
人
の
共
通
認
識
を
得
る
の
は
、

は
る
か
長
い
歴
史
を
経
て
日
常
生
活
の
実
践
上
で
認
証
さ
れ
て
き
た
〝
庭
〞
の

よ
う
な
語
で
あ
る
が
（
２
６
）、
科
学
に
お
け
る
誤
解
が
社
会
一
般
に
射
影
さ
れ
て

い
る
。
引
い
て
は
、
他
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
も
〝
造
園
学
的
庭

園
論
〞
の
立
場
と
同
調
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
も
は
や
実

践
と
理
想
と
の
見
境
が
な
く
な
り
、
学
際
的
研
究
は
、
表
面
的
に
は
互
い
に
理

解
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
、
実
際
に
は
な
に
も
合
意
で
き
て
い
な
い
と
い
っ

た
事
態
に
陥
る
。
い
わ
ば
、
過
去
か
ら
将
来
に
わ
た
り
人
々
が
行
動
し
続
け
て

い
る
土
地
で
起
き
て
い
る
生
の
出
来
事
こ
そ
が
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
原

点
で
あ
る
こ
と
が
忘
却
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

庭
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述
の
立
脚
地
と
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
伴
っ
て

認
証
さ
れ
て
き
た
語
彙
で
言
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
上
原
が
「
特
殊
な
庭
園
」

と
「
一
般
造
園
」
と
い
う
用
語
を
通
じ
て
例
示
し
た
土
地
と
歴
史
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
土
地
と
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
で
用
い
ら
れ
る

語
彙
に
照
合
す
れ
ば
、
結
果
的
に
広
く
事
を
行
う
場
を
意
味
す
る
〝
庭
〞
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
上
原
が
『
造
園
大
系
第
二
巻 

庭
園
論
』
に
お
い
て
、
社
会

一
般
の
語
彙
と
造
園
学
用
語
を
照
合
し
、
庭
園
の
定
義
を
行
っ
た
結
果
、
あ
い

ま
い
な
結
論
に
し
か
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
理
想
上
の
庭
園
の
定
義
と
歴
史

に
裏
付
け
ら
れ
て
き
た
庭
の
語
義
が
合
致
し
得
な
い
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い

る
。

　

庭
に
関
す
る
諸
科
学
が
再
出
発
を
は
か
る
に
は
、
科
学
固
有
の
語
彙
の
使
用

を
停
止
す
る
こ
と
で
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞
と
一
線
を
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
日
常
生
活
の
実
践
と
の
結
び
つ
き
は
持
続
で
き
、
科
学
者
と
庭
の

所
有
者
、
庭
師
は
、
素
養
次
第
で
同
じ
土
俵
の
う
え
で
議
論
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
庭
の
科
学
の
議
論
は
、
科
学
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
日
常
生
活
に
お
け
る
瑣
末
な
内
容
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
を

受
け
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
論
述
が
、
日
常
生
活
に
お
け
る
事
実
の
徹
底

し
た
解
明
に
よ
り
、
諸
科
学
者
と
日
常
生
活
の
実
践
上
で
承
認
さ
れ
る
ほ
ど
の

説
得
力
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
科
学
者
と
し
て
の
自
立
性
や
職
業
が

失
わ
れ
た
り
、
科
学
の
存
在
意
義
が
疑
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
専

門
的
な
出
来
事
を
取
り
扱
っ
て
い
る
以
上
は
、
諸
科
学
に
お
い
て
専
門
用
語
が

認
め
ら
れ
な
い
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
で
も
万
人
に
通
用
す
る
語
彙
の
組
み
合
わ

せ
を
主
体
と
し
て
記
述
す
る
努
力
は
不
可
欠
と
な
る
。

　

上
原
の
論
述
に
み
ら
れ
る
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞
は
、
科
学
と
し
て
の
独
立

性
へ
の
固
執
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
理
想
的
な
目
標
を
設
定
し
て
き
た
。
造
園

科
学
者
は
、
そ
の
理
想
が
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
大
き
く
離
反
し
な
い

よ
う
、
専
門
用
語
を
駆
使
し
て
擬
似
的
に
社
会
一
般
の
語
彙
と
の
擦
り
合
わ
せ

を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
緑
地
と
い
う
理
想
像
を
継
承
す
る
弛
ま
ぬ
努
力
が
な

さ
れ
て
き
た
。

　

諸
科
学
の
研
究
の
す
べ
て
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
か
ら
借
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り
て
い
る
。
造
園
科
学
者
は
、
実
際
に
研
究
を
進
め
る
段
階
に
な
る
と
日
常
生

活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
か
ら
借
用
し
て
き
た
事
柄
の
う
ち
、
自
ら
の
理
想

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
出
来
事
を
排
除
す
る
操
作
を
行
う
。
か
れ
ら
は
、
そ
の
結

果
と
し
て
生
じ
る
矛
盾
に
対
し
て
、
本
来
は
直
接
関
係
の
な
い
緑
地
や
景
観
と

い
っ
た
概
念
を
創
出
し
て
演
繹
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞

の
記
述
は
、
論
理
操
作
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
の
科
学
者
集
団
に
属

す
る
人
々
し
か
真
の
意
味
で
は
理
解
で
き
な
く
な
り
、
引
い
て
は
日
常
生
活
の

実
践
上
の
出
来
事
と
隔
絶
す
る
。
さ
ら
に
、〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞
を
不
完
全

な
か
た
ち
で
受
容
し
た
社
会
一
般
の
人
々
の
な
か
で
誤
解
を
生
む
と
い
う
ね
じ

れ
さ
え
も
生
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〞
を
通
し
て
み
て
き
た
諸
科
学
特
有
の
論
理

は
、
特
定
の
科
学
者
集
団
内
で
個
々
に
創
出
さ
れ
た
理
想
に
も
と
づ
い
て
継
承

さ
れ
て
き
た
論
法
に
縛
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け

る
実
践
的
妥
当
性
が
無
効
と
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
常
生
活
の
実
践
に

お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
諸
科
学
の
分
野
間
に
お
け
る
相
互
理
解
も
ま
た
図
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

第
２
節　

補
注

（
１
） 「
元
来
、庭
園
は
「
す
ま
い
」
と
い
う
暮
ら
し
の
空
間
の
一
要
素
で
あ
り
、

生
活
に
密
着
し
た
存
在
と
い
え
ま
す
。
日
本
庭
園
も
ま
た
、
日
本
人
の

生
活
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
成
立
し
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
は

そ
の
意
味
で
、
日
本
人
の
生
活
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
日
本
文
化
の1

つ
の
「
華
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。」
日
本
庭
園
の

特
性
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
み
る
と
き
、
日
本
、
の
特
性
を
こ
の
よ
う

に
と
ら
え
て
み
る
と
き
、
日
本
、
の
従
来
と
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
単

に
造
園
の
専
門
分
野
の
み
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
っ
て
、
よ
り
広
く
、
例
え
ば
建
築
学
の
分
野
は
も
と
よ
り
、
生
活
文

化
と
し
て
の
茶
道
、華
道
、あ
る
い
は
生
活
文
化
と
し
て
の
哲
学
、宗
教
、

特
に
仏
教
文
化
の
分
野
、
さ
ら
に
美
術
・
工
芸
・
絵
画
等
々
、
多
方
面

か
ら
行
わ
れ
て
こ
そ
初
め
て
そ
の
完
き
を
得
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
た
い
ま
、
本
学
会
は
上
記
の
意
味
か
ら
日

本
庭
園
を
多
方
面
か
ら
総
合
的
に
研
究
・
討
議
す
る
と
と
も
に
、
日
本
、

を
軸
と
し
て
日
本
文
化
に
つ
い
て
も
呼
吸
す
る
も
の
で
す
。」（
日
本
庭

園
学
会
誌
第
一
巻
第
一
号
、
１
９
９
３
）

（
２
） 

今
江
秀
史
：
角
屋
の
庭
の
実
測
調
査
：
角
屋
研
究　

第
１
９
号
：
財
団

法
人
角 

屋
保
存
会
：
２
０
１
０
、１
―
１
５
頁

（
３
）
月
刊
文
化
財
：
第
一
法
規

（
４
） 

京
都
市
文
化
市
民
局
・
京
都
造
形
芸
術
大
学
日
本
庭
園
・
歴
史
遺
産
研

究
セ
ン
タ
ー
編
：
京
都
市
内
未
指
定
文
化
財
庭
園
調
査
報
告
書　

第
二

冊　

町
家
・
民
家
の
庭
の
調
査
：
２
０
１
３

（
５
）
上
原
敬
二
：
造
園
大
系
第
二
巻 

庭
園
論
：
加
島
書
店
：
１
９
７
３
、４
頁

（
６
）
上
原
敬
二
編
：
造
園
大
辞
典
：
加
島
書
店
：
１
９
７
８
、５
６
６
頁

（
７
） 「
余
は
こ
れ
よ
り
進
ん
で
、
造
園
史
、
造
園
材
料
、
構
造
、
設
計
、
管
理

等
の
諸
問
題
よ
り
、
各
論
と
し
て
庭
園
、
公
園
、
天
然
公
園
、
廻
遊
公
園
、

社
寺
、
墓
地
、
公
共
建
築
の
修
飾
、
都
市
計
画
等
に
亘
っ
て
逐
次
研
究

を
発
表
し
て
行
か
う
と
思
ふ
。」
田
村
剛
：
造
園
概
論
：
成
美
堂
、
大
正

７
年
、
３
頁

（
８
） 「
そ
れ
で
は
具
体
的
に
い
っ
て
造
園
の
研
究
は
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
、

現
代
の
造
園
学
は
ど
れ
だ
け
の
範
囲
の
も
の
を
と
り
扱
っ
て
い
く
べ
き
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か
を
考
え
て
み
よ
う
。
目
的
別
に
分
け
る
と
観
賞
に
重
き
を
お
く
も
の

と
し
て
は
、
庭
園
、
公
園
、
天
然
の
風
景
地
が
あ
る
。」
岡
崎
文
彬
：
図

説
造
園
大
要
：
養
賢
堂
版
：
１
９
７
５
、８
頁

（
９
）
上
原
敬
二:

庭
園
入
門
講
座
１
０:

加
島
書
店
、
１
９
８
７

（
１
０
） 

上
原
敬
二
：
造
園
大
系
第
一
巻 

造
園
総
論
：
加
島
書
店
：

１
９
７
６
、１
４
頁

（
１
１
）
造
園
大
辞
典
、
４
９
０
頁

（
１
２
） 「
明
治
時
代
か
ら
後
の
、
日
本
の
近
代
で
は
、
造
園
は
二
つ
の
主
要

な
園
を
造
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
庭
園
と

公
園
で
あ
る
。」
中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
風
景
を
つ
く
る
：
昭
和
堂
：

２
０
０
１
、３
頁

（
１
３
）
造
園
総
論
、
２
３
頁

（
１
４
）
造
園
大
辞
典
、
８
９
０
―
９
１
頁

（
１
５
）
造
園
総
論
、
１
７
頁

（
１
６
） 

上
原
は
、〔
造
園
・
整
備
〕
の
項
目
で
、「
日
本
人
の
作
庭
本
能
と
も

い
う
も
の
は
子
供
の
時
代
か
ら
存
在
す
る
」（
造
園
総
論
、
２
３
頁
）

と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
概
念
が
〝
造
園
〞
に
伴
う
も
の
か
、
あ
る
い

は
文
化
社
会
学
的
な
も
の
、
そ
の
意
味
づ
け
は
明
確
で
は
な
い
。

（
１
７
）
造
園
総
論
、
１
５
頁

（
１
８
）
造
園
総
論
、
１
５
―
６
頁

（
１
９
） 「
農
林
・
水
産
・
園
芸
・
土
木
・
採
鉱
等
、
何
れ
も
土
地
に
最
も
深

い
関
係
を
有
つ
た
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
と
造
園
と
を
比
較

し
て
直
ち
に
判
る
こ
と
は
、
他
の
総
て
の
も
の
は
実
用
を
目
的
と
し

て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、
造
園
は
美
を
主
目
的
と
し
て
造
ら
れ
て
居

る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。」(

田
村
剛
：
造
園
概
論
：
成
美
堂
書
店
：

１
９
１
８
、３
頁)

（
２
０
）
庭
園
論
、
４
頁

（
２
１
） 「
庭
園
と
い
う
も
の
は
住
居
と
と
も
に
個
人
の
住
生
活
に
と
っ
て
二
つ

の
大
き
な
分
野
で
あ
る
。
以
下
に
も
述
べ
て
あ
る
が
庭
園
が
他
の
造

園
種
類
に
く
ら
べ
て
特
に
異
な
る
大
き
な
点
は
「
個
人
」
を
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
個
人
か
ら
す
べ
て
の
も
の
が
出
発
す
る
」（
庭

園
論
、
９
頁
）

（
２
２
）
庭
園
論
、
４
頁

（
２
３
）
庭
園
論
、
２
頁

（
２
４
） 

た
と
え
ば
臨
済
宗
寺
院
の
方
丈
の
周
囲
四
面
に
あ
る
庭
は
、「
大
庭
」

あ
る
い
は
「
坪
」
の
語
義
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
科
学
者
は
、
自
覚

な
く
「
庭
」
を
研
究
対
象
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

（
２
５
） 「
造
園
の
学
的
大
系
の
樹
立
は
む
つ
か
し
い
、
そ
れ
は
内
容
の
然
ら
し

め
る
と
こ
ろ
、
学
者
に
よ
っ
て
意
見
の
異
な
る
も
の
も
あ
る
の
は
当

然
で
、そ
れ
は
一
造
園
学
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
」（
造
園
総
論
、

３
頁
）

（
２
６
） 

そ
も
そ
も
社
会
一
般
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
上
空
か
ら
都
市
あ
る

い
は
緑
地
を
俯
瞰
し
、
さ
ら
に
身
体
の
尺
度
で
同
じ
対
象
を
観
察
し
、

最
終
的
に
双
方
を
統
合
す
る
と
い
っ
た
行
為
が
行
わ
れ
る
必
然
性
は

な
く
、
そ
れ
は
諸
科
学
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
俯
瞰
的
に
位
置

を
必
要
性
が
あ
る
場
合
は
、
一
時
、
地
図
を
眺
め
る
だ
け
で
充
分
で

あ
る
し
、
実
生
活
に
お
い
て
都
市
や
緑
地
と
い
う
観
念
を
用
い
る
必

要
性
が
あ
る
の
は
、
造
園
業
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
職
種
の
人
々
に
す

ぎ
な
い
。
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第
３
節　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
本
問
題
の
導
出

第
１
項　

 
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
に
よ
る
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
へ
の
反
省

　

土
地
に
関
す
る
研
究
を
行
う
諸
科
学
者
は
、
分
野
は
違
っ
て
も
記
述
さ
れ
る

土
地
の
固
有
名
詞
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
互
い
の
研
究
成
果
が
関
連
し
て
い
る
と

信
じ
て
疑
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
考
古
学
の
研
究
成
果
が
内
容

の
検
証
を
経
る
こ
と
な
く
建
築
学
や
庭
園
学
な
ど
広
い
分
野
で
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
（
１
）（
２
）。
実
在
す
る
土
地
の
固
有
名
詞
や
所
在
が

同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
諸
科
学
の
記
述
内
容
の
性
質
が
同
じ
こ
と
の
根
拠
に
な

ら
な
い
。
諸
科
学
に
よ
る
土
地
の
記
述
の
な
か
に
は
、
現
地
で
の
直
接
経
験
に

も
と
づ
い
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
二
次
資
料
や
憶
測
に
よ
る
根
拠
が
薄
弱
な

性
質
の
も
の
も
あ
る
。土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
記
述
の
質
の
混
同
は
、

第
三
者
に
対
す
る
科
学
と
し
て
の
厳
密
性
と
名
証
性
を
疑
惑
に
陥
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
学
者
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
が
、

自
著
『
風
土
の
日
本
（Le Sauvage et L’artifice-Les Japonais D

evant La 
N
ature

）』（
３
）

に
お
い
て
、
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述
の
厳
密

性
の
欠
如
を
指
摘
し
、
諸
科
学
の
別
に
関
わ
ら
な
い
基
本
的
指
標
と
し
て
「
風

土
の
理
論
」
を
提
示
し
た
の
は
慧
眼
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ク
は
、「
風
土
の
理
論
」

の
地
理
学
的
基
礎
づ
け
に
よ
り
、
諸
科
学
の
記
述
の
厳
密
性
の
欠
如
を
指
摘
し

た
。『
風
土
の
日
本
』
の
日
本
語
訳
文
庫
版
の
解
説
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
研
究

で
知
ら
れ
る
坂
部
恵
は
、
同
書
を
「
自
然
地
理
学
、
人
文
地
理
学
、
あ
る
い
は

生
態
学
等
々
と
し
て
、
相
互
に
十
分
関
連
さ
れ
る
こ
と
な
く
開
発
さ
れ
て
き
た

従
来
の
地
理
学
の
諸
研
究
を
、
人
間
と
自
然
と
の
相
互
の
か
か
わ
り
に
注
目
し

た
独
自
の
動
的
・
総
合
的
な
風
土
学
へ
と
発
展
せ
し
め
、
深
化
と
す
る
こ
こ
ろ

み
」
と
し
た
（
同
書　

４
２
３
頁
）。
ベ
ル
ク
に
よ
る
と
「
風
土(m

ilieu)

」
は
、

「
あ
る
社
会
の
、
空
間
と
自
然
に
対
す
る
関
係
」
と
定
義
さ
れ
る
。

こ
こ
で
「
自
然
」
は
、
こ
の
世
界
に
お
い
て
、
人
間
に
よ
っ
て
も
、
人
間
の

た
め
に
も
、
意
味
を
持
た
な
い
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
自
然
と
は
、
人

間
を
前
提
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
人
間
の
内
部
に
、
そ
し
て
周

囲
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
、
メ
タ
フ
ァ
に
よ
っ
て
し
か
自
然
を
し
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
文
化
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
で
あ
る
。(

同
書　

１
５
５
頁
）

　

ベ
ル
ク
に
よ
る
と
自
然
と
人
間
は
、
諸
科
学
に
お
い
て
前
提
さ
れ
て
い
る
と

同
様
に
二
元
的
な
関
係
性
に
あ
り
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
の
が
文
化
で
あ
る
と

い
う
。
自
然
は
、
そ
れ
自
体
が
人
間
に
と
っ
て
直
接
意
味
を
も
つ
こ
と
は
な
い

が
、「
文
化
に
お
け
る
自
然
の
干
渉
と
集
団
に
お
け
る
個
人
の
干
渉
」を
も
っ
て
、

メ
タ
フ
ァ
（
隠
喩
）、具
体
的
に
は
「
言
葉
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
文
化
的
存
在
と
し
て
意
味
化
さ
れ
る
。
そ
の
置
き
換
え
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の

「
仮
想
的
な
場
」
つ
ま
り
は
「（
一
定
の
風
土
の
一
部
を
成
す
生
き
物
と
し
て
の
）

人
間
の
内
部
で
、
ま
た
そ
の
周
囲
に
お
い
て
、
あ
る
意
味
を
持
つ
」
も
の
で
あ

る
（
同
書　

１
５
６
―
５
９
頁
）。

　

文
化
と
自
然
に
は
そ
れ
ぞ
れ
秩
序
が
あ
り
、
双
方
に
は
「
境
界
」
が
あ
る
。

ベ
ル
ク
の
分
析
の
対
象
は
こ
の
「
境
界
」
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析
が

結
果
的
に「
風
土
」の
問
題
に
帰
納
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ク
は
、「
風

土
の
理
論
」
を
提
唱
す
る
以
前
の
地
理
学
が
「
地
理
学
的
決
定
論
の
な
か
に
迷

い
込
ん
で
」
し
ま
っ
て
い
た
と
す
る
。「
地
理
学
決
定
論
」
の
問
題
点
は
、
自

然
科
学
と
人
間
・
社
会
科
学
の
諸
手
続
き
を
経
ず
に
、
何
の
疑
い
も
な
く
双
方

の
境
界
を
容
易
に
踏
み
越
え
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、類
推（
ア

ナ
ロ
ジ
ー
）
と
因
果
関
係
を
混
同
し
て
い
る
点
で
、
誤
っ
た
科
学
の
認
識
を
導

く
危
険
性
を
伴
っ
て
い
た
。
ま
た
科
学
全
般
と
し
て
い
え
ば
、
自
然
と
文
化
あ
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る
い
は
環
境
と
文
化
と
の
関
係
を
断
絶
し
続
け
れ
ば
、
結
果
的
に
万
人
の
精
神

は
主
観
に
お
い
て
孤
立
し
、
永
遠
に
「
主
観
と
客
観
、
自
然
と
文
化
、
集
団
と

個
人
と
い
う
三
重
の
二
元
性
を
乗
り
越
え
る
こ
と
」（
同
書
：
１
８
１
頁
）
が

で
き
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

ベ
ル
ク
は
、「
地
理
学
的
決
定
論
」
の
克
服
に
は
「
風
土
（m

ilieu

）」
と
い

う
固
有
の
位
相
に
基
づ
い
て
三
重
の
二
元
論
す
べ
て
の
両
立
を
は
か
る
こ
と
が

不
可
欠
と
考
え
た
。
具
体
に
そ
れ
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
同
調
し

て
、
自
然
と
文
化
（
人
間
）
を
メ
タ
フ
ァ
と
い
う
「
添
え
木
」
に
よ
っ
て
引
き

付
け
て
記
述
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
４
）。

　

ベ
ル
ク
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
が
属
す
る
地
理
学
の
反
省
を
意
識
し
た

の
か
。
彼
の
「
風
土
の
理
論
」
の
発
想
は
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
あ
る

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
の
思
想
を
範
と
し
た
近
代
科
学
主
義
の
批
判
、
近
代
の
哲
学

者
・
和
辻
哲
郎
の
『
風
土
』（
５
）
の
批
判
的
読
解
に
基
づ
い
て
い
た
。

　

こ
の
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
よ
う
に
閉
じ
た
論
理
は
、
風
土
の
論
理
で
あ
り
、
論

証
的
な
言
葉
の
論
理
で
は
決
し
て
な
い
。
風
土
の
た
だ
な
か
で
は
、
自
然
は

表
象
さ
れ
た
自
然
の
内
部
に
存
在
し
て
い
る
。
表
象
さ
れ
た
自
然
は
社
会
の

な
か
に
投
影
さ
れ
、
社
会
は
自
然
の
な
か
に
投
影
さ
れ
る
。
部
屋
の
な
か
の

ソ
フ
ィ
ス
ト
―
デ
カ
ル
ト
な
ら
「
暖
炉
部
屋
に
ひ
と
り
一
日
中
こ
も
っ
た
」

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
―
、
そ
の
誰
が
三
つ
の
用
語
の
ど
れ
か
一
つ
を
省
略
す

る
こ
と
に
踏
み
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。（
同
書
：
５
８
頁
）

　

ベ
ル
ク
は
、『
方
法
序
説
』
第
二
部
の
冒
頭
に
お
け
る
「
炉
部
屋
で
の
思
索
」

を
引
用
し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
数
学
に
も
と
づ
い
た
機
械
論
的
な
自
然
論
の
偏
向

し
た
態
度
を
批
判
し
、
社
会
の
自
然
に
対
す
る
能
動
的
か
つ
受
動
的
関
係
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
人
間
に
と
っ
て
自
然
は
、
社
会
を
通
じ
て
心
理
物
理
的
に
受

容
さ
れ
て
お
り
、
物
質
と
運
動
の
関
係
だ
け
に
集
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

自
然
が
メ
タ
フ
ァ
（
暗
喩
）
を
通
し
て
の
み
意
味
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自

然
が
近
代
科
学
主
義
に
お
け
る
物
質
と
運
動
の
理
論
だ
け
で
論
じ
ら
れ
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

諸
科
学
に
お
け
る
自
然
へ
の
言
及
は
、
原
則
的
に
言
葉
を
用
い
た
社
会
の
対

人
関
係
に
も
と
づ
か
ざ
る
を
得
な
い
。「
風
土
の
理
論
」
は
、
二
匹
の
蛇
が
互

い
の
尾
を
飲
み
込
む
「
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
」
の
図
案
の
ご
と
く
、
自
然
と
社
会
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
環
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
人
間

に
と
っ
て
メ
タ
フ
ァ
と
い
う
「
添
え
木
」
が
受
容
可
能
と
し
て
い
る
自
然
と
社

会
、
文
化
が
関
係
す
る
実
践
的
世
界
が
「
風
土(m

ilieu)

」
と
呼
ば
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

風
景
の
テ
ー
マ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
言
語
や
芸
術
に
広
く
行
き
渡
っ
た
こ

と
は
、よ
り
一
般
的
な
関
係
の
連
鎖
の
一
部
を
成
し
て
い
る
。
ア
ー
ウ
ィ
ン
・

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
（
１
８
９
２
―
１
８
９
６
）
は
そ
の
連
鎖
に
道
し
る
べ
を
立

て
た
一
人
で
あ
り
、
彼
は
い
わ
ゆ
る
近
代
的
遠
近
法
が
次
第
に
確
立
し
て
き

た
こ
と
を
、
個
体
主
義
的
自
我
の
覚
醒
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の

進
展
が
相
俟
っ
て
西
欧
の
近
代
性
が
明
確
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
際
、
基
本

的
な
付
随
物
と
し
て
客
観
化
（
す
な
わ
ち
主
体
と
世
界
の
相
互
的
抽
象
化
）

と
い
う
こ
と
が
伴
わ
れ
、
こ
れ
が
科
学
革
命
を
約
束
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

（
同
書 

１
９
４
頁
）

　

日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て
近
代
科
学
主
義
者
は
、
自
然
と
社
会
の
二
面

か
ら
な
る
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
環
を
、
自
然
だ
け
の
環
が
成
り
立
つ
か
の
よ
う
に
装
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い
、
振
る
舞
っ
て
き
た
。
か
れ
ら
が
自
然
の
側
面
だ
け
に
よ
る
世
界
の
記
述
を

正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
個
人
の
意
志
や
意
識
、
社
会
と
自
然
と
の
結
び
つ
き

な
ど
原
理
的
に
自
然
と
同
一
視
で
き
な
い
現
象
ま
で
も
自
然
の
延
長
物
と
し
て

数
値
な
ど
に
よ
る
抽
象
化
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
近
代
科
学
主

義
者
は
、社
会
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
が
足
場
と
す
る
社
会
に
目
を
背
け
、

自
身
が
抽
象
化
し
た
空
間
の
ほ
う
を
真
の
社
会
と
み
な
す
よ
う
演
繹
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
し
た
が
っ
て
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
代
科
学
主
義

者
は
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
計
量
空
間
に
例
示
さ
れ
る
「
直
接
の
空
間
体

験
が
ま
っ
た
く
知
る
こ
と
の
な
い
あ
の
等
質
性
と
無
限
性
と
を
空
間
の
表
示
に

お
い
て
現
実
化
し
、
精
神
生
理
学
的
空
間
を
い
わ
ば
数
学
的
空
間
に
変
換
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
作
画
の
結
果
で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
が
そ
の
使
命
」
と

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
（
６
）。

　

ベ
ル
ク
の
関
心
は
、地
理
学
の
「
科
学
的
方
法
」
の
再
検
討
に
あ
っ
た
が
（
７
）、

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
に
深
く
浸
透
し
な
が
ら
社
会
へ
の
帰
属
を
認
め
よ
う
と

し
な
い
近
代
科
学
主
義
の
乗
り
越
え
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
ベ
ル
ク
は
、

自
ら
の
「
風
土
の
理
論
」
と
近
代
科
学
主
義
と
の
根
本
的
な
違
い
を
意
識
し
、

和
辻
哲
郎
を
介
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
了
解
」
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
。

　

ベ
ル
ク
は
、『
存
在
と
時
間
』
を
引
い
て
（
８
）、
従
前
の
地
理
学
を
「
諸
科
学

に
先
行
し
て
こ
れ
ら
を
も
と
づ
け
て
い
る
も
ろ
も
ろ
の
存
在
論
の
可
能
条
件
」

と
い
う
根
本
的
な
水
準
に
基
礎
づ
け
直
し
、
近
代
科
学
主
義
か
ら
身
を
離
し
た

「
風
土
学
」
へ
の
移
行
を
企
図
し
た
。
し
か
し
そ
の
本
意
は
、
地
理
学
者
と
し

て
の
立
場
へ
の
執
着
に
よ
る
、
風
土
学
を
第
一
科
学
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

ベ
ル
ク
に
よ
る
と
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
二
元
論
は
「
風
土
理
論
」
に
収
斂

さ
れ
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
そ
の
理
論
を
司
る
「
風
土
学
」
に
お
い
て
完

全
性
を
得
る
と
い
う
。

　

つ
ま
り
ベ
ル
ク
は
、
近
代
科
学
主
義
者
が
自
然
と
社
会
の
「
境
界
」
を
意
識

し
な
い
ま
ま
双
方
を
混
同
し
て
い
る
根
本
的
な
矛
盾
を
指
摘
し
、
自
然
が
メ
タ

フ
ァ
す
な
わ
ち
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
意
味
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
、
心
理
物
理
的
な
領
域
の
反
省
を
経
た
科
学
の
研
究
態
度
を
発
案
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
２
項　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述
に
お
け
る
性
質
の
相
違

　
『
風
土
の
日
本
』
に
お
け
る
ベ
ル
ク
の
取
り
組
み
は
、
近
代
科
学
主
義
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
な
く
社
会
・
文
明
と
土
地
と
の
関
係
を
記
述
す
る
た
め
の
理

論
の
構
築
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
自
然
と
社
会
・
文
化
の

関
係
性
の
考
察
の
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
が
「
風
土
理
論
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
新
た
な
課
題
に
直
面
す
る
。「
地
理
学
的
決
定
論
」

の
克
服
を
意
識
し
て
考
案
さ
れ
た
「
風
土
理
論
」
は
、
地
理
学
の
科
学
的
手
法

で
あ
っ
て
、
諸
科
学
間
に
お
け
る
互
い
の
研
究
に
お
け
る
還
元
・
照
合
が
意
識

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
理
論
は
、
地
理
学
へ
の
執
着
に
よ
り
「
風

土
学
」
と
い
う
科
学
的
主
義
を
継
続
し
て
い
た
。
特
定
科
学
の
研
究
態
度
あ
る

い
は
領
域
へ
執
着
す
る
か
ぎ
り
、
ど
れ
ほ
ど
根
本
的
な
基
礎
づ
け
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
、
専
門
母
型
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
）
の
介
在
に
よ
る
実
態
と
の
断
絶
あ
る
い

は
補
正
が
行
わ
れ
る
た
め
、
諸
科
学
の
間
に
お
い
て
互
い
の
研
究
の
還
元
・
照

合
を
可
能
と
す
る
記
述
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
そ
こ
で
、
諸
科
学
者
ら

が
学
際
的
研
究
を
行
う
に
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
時
間
の
過
ご
し

方
と
土
地
と
の
関
わ
り
方
を
逸
脱
し
な
い
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

諸
科
学
の
間
に
お
い
て
相
互
の
研
究
が
還
元
・
照
合
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
諸
科
学
者
ら
の
現
前
に
研
究
成
果
が
提
示
さ
れ
た
と
き
に
互
い
に
承

認
で
き
る
と
い
う
意
味
で
の
合
意
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。
諸
科
学
者
が
専
門
母
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型
へ
の
依
拠
を
保
留
す
れ
ば
、
諸
科
学
の
垣
根
と
い
っ
た
も
の
は
事
実
上
解
消

し
、
あ
ら
ゆ
る
諸
科
学
者
の
言
述
と
記
述
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
共

通
の
時
間
の
過
ご
し
方
（
自
然
的
態
度
）
に
立
脚
す
る
必
然
性
に
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
の
研
究
成
果
は
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
の

前
提
で
あ
る
時
間
と
土
地
に
紐
付
け
ら
れ
て
い
て
こ
そ
、
実
践
的
妥
当
性
が
得

ら
れ
る
。
つ
ま
り
旧
来
の
諸
科
学
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
時
間
の

過
ご
し
方
と
土
地
が
紐
付
け
ら
れ
た
実
践
的
世
界
の
記
述
と
、
そ
の
よ
う
な
実

態
を
俯
瞰
あ
る
い
は
傍
観
し
た
思
弁
の
言
述
あ
る
い
は
記
述
が
混
同
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
実
践
的
世
界
の
言
述
・
記
述
は
、
科
学
主
義
の
影
響
下
に
あ
る

客
体
的
な
も
の
で
は
な
く
、
諸
科
学
の
理
想
や
定
義
を
前
提
し
な
い
直
観
に
基

づ
い
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
下
、
庭
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
事
例
を

挙
げ
て
、
土
地
に
関
す
る
記
述
の
質
の
相
違
を
整
理
し
た
い
。

（
１
）
俯
瞰
的
思
弁
の
記
述

　

山
口
秀
文
の
「
大
徳
寺
・
妙
心
寺
の
本
坊
・
塔
頭
に
お
け
る
前
庭
と
敷
地
配

置
の
構
成
」
は
、
京
都
市
右
京
区
に
実
在
す
る
寺
院
を
も
と
に
し
た
研
究
で
あ

る
。
そ
れ
は
、「
敷
地
内
の
外
部
空
間
を
単
な
る
空
地
と
は
捉
え
ず
に
、「
庭
」

と
い
う
人
々
の
生
活
に
関
連
し
文
化
的
意
味
を
も
つ
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
」

と
、
実
在
の
土
地
に
即
し
た
研
究
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
土

地
に
関
す
る
捉
え
方
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

建
築
、
庭
、
敷
地
の
関
係
を
、
庭
を
中
心
に
四
つ
の
方
向
か
ら
捉
え
、
図
１

に
示
す
。「（
一
）
間
取
り
（
建
築
）
と
庭
の
関
係
」
と
は
、建
築
の
間
取
り
、

内
部
の
空
間
と
庭
と
の
関
係
で
あ
る
。「（
二
）
庭
そ
の
も
の
」
と
は
、
敷
地

内
で
展
開
す
る
庭
そ
の
も
の
の
空
間
や
機
能
・
意
味
で
あ
る
。「（
三
）
庭
と

敷
地
外
の
関
係
」
と
は
、
敷
地
外
、
す
な
わ
ち
隣
地
や
街
路
、
地
区
と
の
関

係
を
い
う
。「（
四
）
敷
地
内
の
建
築
と
庭
の
配
置
」
と
は
、
上
記
三
点
を
総

合
し
た
上
で
の
敷
地
内
部
で
の
建
築
と
庭
の
関
係
や
配
置
を
扱
う
視
点
で
あ

る
。（
８
）

　

こ
の
視
点
と
は
、
建
築
学
の
専
門
母
型
に
お
け
る
敷
地
の
単
位
や
、「
プ
ロ

ト
コ
ル
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
概
念
に
依
拠
し
て
お
り
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お

け
る
時
間
の
過
ご
し
方
に
は
紐
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
三
項
目
提
示
さ
れ

た
研
究
方
法
の
ひ
と
つ
を
み
る
と
、「（
三
）
典
型
事
例
に
つ
い
て
、
西
澤
文
隆

と
重
森
三
玲
が
作
成
し
た
実
測
図
と
観
察
調
査
に
よ
り
建
築
と
庭
、
つ
ま
り
、

内
的
要
因
と
外
的
要
因
と
の
関
係
か
ら
前
庭
の
空
間
構
成
、
及
び
、
本
坊
・
塔

頭
の
建
築
と
庭
の
配
置
構
成
を
方
丈
・
客
殿
、
庫
裏
、
書
院
、
前
庭
を
中
心
に

明
ら
か
に
す
る
」
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
は
、
実
在
の
土
地
と
の
接
触
が
避
け
ら
れ
、
寺
院
の
住
人
と
の
対
話

に
依
拠
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
実
在
の
土
地
の
呼
称
と
図
像
は
用
い
ら
れ
て

い
な
が
ら
、
実
在
の
土
地
と
の
直
接
の
紐
付
け
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
に
庭
や
建
築
の
研
究
の
記
述
で
は
、
測
定
値
や
実
測
図
に
絶
対
的
な
客
観

性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
現
地
検
分
や
住
民
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
で
は
裏
付
け

ら
れ
な
い
恣
意
的
な
評
価
や
分
類
、
様
式
化
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
記
述
は
、
理
論
の
完
結
性
や
精
度
に
係
わ
ら
ず
実
社
会

に
お
け
る
対
人
関
係
を
欠
い
て
い
る
以
上
、
分
野
の
異
な
る
諸
学
者
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
種
の
研
究
は
、
ま
さ
に
ベ
ル
ク
が
批
判
し
た
近
代
科
学
主
義
の
研
究
態

度
に
則
っ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
あ
る
実
在
の
土
地
を
幾
何
学
的
分
析
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に
よ
っ
て
記
述
で
き
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
研
究
成

果
は
、
客
観
に
装
わ
れ
た
個
人
的
見
解
以
上
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
る
た
め
、

実
践
的
社
会
と
照
合
し
、
他
の
諸
科
学
に
還
元
す
る
こ
と
は
、
原
理
的
に
不
可

能
で
あ
る
。

（
２
）
傍
観
的
思
弁
の
記
述

　

町
田
香
は
「
近
世
初
期
宮
廷
庭
園
の
文
化
史
論
的
研
究
」（
９
）

に
お
い
て
、

江
戸
期
「
寛
永
文
化
の
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
と
い
う
人
間
関

係
の
中
で
、
庭
園
の
「
利
用
者
」
を
捉
え
て
い
く
」
研
究
を
行
っ
た
（
同
書
：

４
頁
）。
こ
こ
で
サ
ロ
ン
と
は
、「「
人
が
ま
ず
優
先
し
、
文
芸
は
む
し
ろ
そ
れ

に
付
随
す
る
も
の
。
様
々
な
文
芸
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
」
と
い
う
性
格
を

有
し
た
文
化
集
団
」（
同
書
：
６
頁
）
と
定
義
さ
れ
、
さ
ら
に
「
同
志
的
な
性

格
を
帯
び
た
も
の
と
い
う
独
自
的
な
性
格
を
付
与
」（
同
書　

８
頁
）
す
る
。

研
究
の
方
法
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
智
仁
親
王
と
後
水
尾
院
の
文
化
活
動
と
後
水
尾
院
の
文
化
活

動
と
捉
え
ら
れ
る
事
跡
を
、
同
時
代
の
諸
日
記
を
中
心
と
し
た
文
献
か
ら
で

き
る
限
り
渉
猟
調
査
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
文
化
活
動
を
①
内
容
②
構
成
員

③
場
所
と
い
っ
た
要
素
か
ら
分
析
す
る
と
共
に
、
両
者
の
文
化
活
動
の
変
遷

を
明
ら
か
に
す
る
。（
同
書
：
７
頁
）

　

こ
の
論
考
の
主
旨
は
、
庭
の
利
用
者
を
、
桂
離
宮
と
修
学
院
離
宮
を
造
営
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
一
条
宮
智
仁
親
王
と
後
水
尾
院
に
設
定
し
、
資
料
に
も
と

づ
い
て
か
れ
ら
の
文
化
活
動
の
実
態
と
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
え
で
結
論
の
段
階
に
お
い
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
活
動

内
容
の
質
的
な
推
移
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
動
場
所
と
し
て
の
庭
園
が

ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
の
か
を
考
察
」（
同
書
：
５
７
頁
）
す
る
。
そ
の

庭
と
し
て
は
現
存
す
る
仙
洞
御
所
や
修
学
院
離
宮
、桂
離
宮
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
れ
ら
活
動
場
所
に
お
け
る
遊
興
や
文
芸
活
動
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
以
下
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
。

　

 

つ
ま
り
宮
廷
庭
園
は
階
層
に
よ
ら
な
い
同
志
的
人
間
関
係
か
ら
な
る
サ
ロ
ン

の
活
動
の
場
で
あ
り
、
後
続
の
大
名
庭
園
が
藩
主
と
家
臣
と
い
う
主
従
関
係

を
主
軸
と
し
た
饗
応
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
す
れ
ば
、
宮
廷
庭
園
は
独
自

の
性
格
と
い
え
よ
う
。（
同
書
：
６
４
頁
）

　

こ
の
論
考
の
筆
者
は
、一
条
宮
智
仁
親
王
の
自
筆
日
記『
御
年
暦
』を
挙
げ「
例

え
ば
、
執
拗
に
連
歌
を
催
し
た
こ
と
を
記
し
、
十
二
、三
人
い
る
参
加
者
の
う

ち
常
に
特
定
の
人
物
を
執
拗
に
書
き
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
智
仁
親
王

の
意
志
の
現
れ
と
い
え
よ
う
」（
同
書
：
６
頁
）
と
、
庭
を
造
営
し
た
人
物
の

意
志
と
そ
の
人
間
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
庭
が
成
立
す
る
に
至
っ

た
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
論
考
は
、
資
料
に
依
拠
し

て
日
常
生
活
の
対
人
関
係
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
点
で
一
定
の
実
践
的
妥
当

性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
記
述
さ
れ
て
い
る
事
柄
の
す
べ
て
は
、
客
体
的
な
態

度
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
論
考
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
庭
と
対
人
関

係
は
、
現
存
す
る
庭
あ
る
い
は
現
世
の
社
会
と
照
合
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
往
還
関
係
を
持
た
な
い
、
内
部
完

結
し
た
思
弁
の
記
述
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
主
旨
と
は
離
れ
て
、
こ
の
論
考

の
仙
洞
御
所
や
修
学
院
離
宮
、
桂
離
宮
の
記
述
は
、
現
存
す
る
そ
れ
ら
の
庭
に

お
け
る
実
践
に
直
接
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

37



（
３
）
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
の
記
述

　

中
島
宏
は
「
小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
の
植
栽
管
理
の
あ
り
方
に

関
す
る
研
究
」（
１
０
）
に
お
い
て
、
実
在
す
る
庭
の
維
持
管
理
の
実
態
に
つ
い
て

記
述
し
て
い
る
。

　

本
論
で
は
、
直
接
職
務
に
携
わ
っ
た
筆
者
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、
特
に
、

小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
に
つ
い
て
、
植
栽
の
構
成
や
地
割
の
変

遷
と
植
物
の
生
育
状
況
や
推
移
と
を
検
討
し
、
植
栽
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
察
す
る
。（
同
書
：
１
頁
）

　

こ
の
論
考
の
筆
者
は
、
東
京
都
庁
が
所
管
す
る
六
箇
所
の
文
化
財
庭
園
の
保

存
管
理
に
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜

庭
園
が
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
方
法
は
、「
歴
史
的
な
文
献
、

絵
図
、
調
査
報
告
書
等
の
検
討
を
も
と
に
作
庭
時
か
ら
文
化
財
指
定
時
ま
で
の

地
割
り
構
成
の
推
移
を
検
討
す
る
」、
そ
の
上
で
「
作
庭
時
か
ら
文
化
財
指
定

時
ま
で
の
植
栽
構
成
の
推
移
を
検
討
す
る
」、
さ
ら
に
「
近
年
の
植
物
生
育
状

況
と
推
移
を
把
握
す
る
た
め
に
、
東
京
都
に
お
け
る
樹
木
調
査
資
料
・
デ
ー
タ

等
に
基
づ
い
て
分
析
し
考
察
」
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
「
ブ
ロ
ッ
ク

毎
に
植
栽
管
理
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
」（
以
上
、
同
書
：
２
頁
）
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
考
の
筆
者
は
、
自
身
の
経
験
と
実
地
記
録
と
の
照
合
結

果
を
実
際
の
庭
に
お
け
る
植
栽
管
理
へ
反
映
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
庭
園
は
、時
代
の
変
遷
と
共
に
庭
園
の
所
有
者
の
交
代
、

庭
園
に
対
す
る
思
想
の
相
違
、
震
災
や
戦
災
な
ど
の
影
響
、
ま
た
、
最
近
の

周
辺
環
境
の
改
変
な
ど
に
よ
っ
て
、
庭
園
は
変
化
し
て
き
た
。
特
に
、
庭
園

の
主
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
植
物
は
生
き
物
で
あ
る
た
め
、
自
然
の
法
則
に

従
う
気
候
風
土
の
影
響
は
免
れ
が
た
く
、
季
節
や
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ

の
姿
を
変
え
て
い
く
の
で
、
管
理
の
中
で
目
標
を
持
っ
て
、
計
画
的
に
管
理

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
庭
園
の
歴
史
的
景
観
を
崩
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。（
同
書
：
１
頁
）

　

歴
史
の
あ
る
庭
の
景
観
は
、
天
変
地
異
を
含
む
自
然
の
影
響
や
社
会
的
要
因

に
よ
っ
て
変
化
を
き
た
す
た
め
、
計
画
的
な
管
理
の
必
要
性
が
あ
る
。
本
論
考

の
目
的
は
、
特
定
の
庭
に
対
す
る
管
理
の
あ
り
方
の
検
討
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

意
識
は
自
然
の
影
響
と
社
会
的
要
因
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
論
考
で

収
集
、
分
析
さ
れ
た
記
録
は
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
歴
史
と
現
存
す
る
庭
に

立
っ
て
採
取
さ
れ
た
情
報
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、そ
れ
ら
の
情
報
は
、

確
実
に
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
に
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
両
庭
園
に
課
せ
ら
れ
た
日
本
庭

園
の
鑑
賞
美
を
基
調
に
し
て
、
本
論
で
の
研
究
の
手
順
に
従
い
文
化
財
庭
園

の
植
栽
管
理
目
標
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
植
栽
管
理
を
し
、
わ
が
国
の

庭
園
史
上
に
残
る
歴
史
の
地
割
・
意
匠
や
特
有
の
発
達
を
と
げ
た
江
戸
の

伝
統
的
な
樹
芸
等
を
継
承
し
、
東
京
都
に
お
け
る
伝
統
・
文
化
遺
産
で
あ

る
文
化
財
庭
園
の
価
値
を
伝
承
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
同
書
：

１
６
４
頁
）

　

最
後
に
本
論
考
の
筆
者
は
、
継
承
や
伝
承
と
い
っ
た
概
念
に
つ
い
て
述
べ

た
。
継
承
や
伝
承
は
、
対
人
関
係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
そ
れ
が
数
値
と
俯
瞰
的
記
述
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
考
の
目
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的
は
、
庭
園
の
歴
史
的
景
観
を
崩
さ
な
い
た
め
の
植
栽
管
理
の
あ
り
方
の
考
察

で
あ
り
、
た
と
え
研
究
の
冒
頭
よ
り
伝
承
と
継
承
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
対
人
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
以
上
は
、
植
栽
管

理
の
技
能
の
継
承
や
庭
の
価
値
の
伝
承
に
直
接
的
な
寄
与
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
本
来
、
こ
の
論
考
の
結
果
を
小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
の
保

存
管
理
の
実
務
に
還
元
す
る
た
め
に
は
、
現
状
の
実
践
的
世
界
に
お
け
る
対
人

関
係
と
の
照
合
と
調
整
が
別
途
必
要
と
な
る
。そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
同
論
考
は
、

日
常
生
活
の
水
準
と
直
結
し
た
世
界
に
つ
い
て
記
述
し
な
が
ら
、
活
き
た
対
人

関
係
に
つ
い
て
の
配
慮
が
な
い
た
め
に
、
日
常
生
活
の
実
践
か
ら
ど
れ
ほ
ど
多

く
の
情
報
量
を
得
よ
う
と
、
そ
の
記
述
の
態
度
で
は
実
践
的
妥
当
性
が
担
保
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
４
）
実
践
的
世
界
の
記
述

　

従
来
の
土
地
の
諸
科
学
で
は
、
先
述
の
三
事
例
に
見
ら
れ
る
〝
質
〞
の
記
述

が
行
わ
れ
る
に
留
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
直
接
経
験
に
直
結
し
た

実
践
的
世
界
の
記
述
が
、ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
で
は
、
直
接
経
験
に
直
結
し
た
実
践
的
世
界
の
記
述
と
は
、
い
か
な
る
も

の
か
と
い
え
ば
、
そ
の
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
地
誌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
竹
村
俊
則
『
昭
和
都
名
所
図
会
』（
１
１
）
は
、
江
戸
期
に
記
述
さ
れ

た
秋
里
籬
島
『
都
名
所
図
会
』（
１
２
）
の
記
述
と
挿
図
の
形
態
を
踏
襲
し
て
い
る

た
め
、
現
存
す
る
土
地
に
対
し
て
江
戸
期
と
昭
和
期
と
の
情
況
の
比
較
が
可
能

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
両
書
の
著
者
は
現
地
に
赴
い
て
挿
図
を
作
成
し
記
述
を
実

施
し
て
い
る
た
め
、
同
時
期
の
社
会
事
情
が
色
濃
く
記
さ
れ
た
紀
行
文
な
ど
と

照
合
を
行
っ
て
も
辻
褄
が
合
う
。
両
書
の
共
通
点
は
、
著
者
が
実
在
す
る
土
地

に
赴
い
て
同
時
代
に
生
き
る
人
々
と
の
間
に
お
け
る
関
わ
り
の
記
述
を
行
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
記
述
内
容
は
、
記
述
の
形
式
を
揃
え
、
実
用
上
の
地
名
や

呼
称
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
世
へ
の
還
元
さ
え
可
能
で
あ
る
。

　

両
書
で
は
、
い
わ
ば
先
科
学
的
に
日
常
の
社
会
生
活
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
記
述
の
仕
方
は
、
庭
、
建
物
、
地
理
な
ど
諸
科
学
の
領
域
な
ど
無
関
係
な

も
の
と
し
て
、
地
域
や
寺
社
が
ま
と
ま
り
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
言
い
換

え
れ
ば
、
諸
科
学
を
含
む
実
社
会
に
お
け
る
照
合
と
還
元
を
可
能
と
す
る
実
践

的
世
界
と
し
て
土
地
を
記
述
す
る
と
、
地
誌
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。
同
様
の
態
度
に
よ
る
記
述
を
諸
科
学
間
で
行
お
う
と
す
れ
ば
、
た
と

え
ば
京
都
府
京
都
市
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
百
件
の
町
家
・
民
家
の
住
人
を

対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
に
も
と
づ
く
報
告
書
『
町
家
・
民
家
の
庭
』（
１
３
）

で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
科
学
分
野
に
隔
た
ら
な
い
徹
底
し
た
学
際
的
分
業
が
不

可
避
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
地
誌
が
実
践
的
世
界
の
記
述
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
個
人
に
よ
る
見
識
が
科
学
と
し
て
の
一
般
性
や
普
遍
性
を

担
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
個
人
の
見
識
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
日
常
生
活
の
実
践
に
還
元
可
能
な
土
地
の
記
述
が
可
能
で
あ
る
か
、

そ
れ
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

第
３
項　

 

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
に
向
け
て
の
根
本
的
な
転

換
の
必
要
性

　

こ
こ
ま
で
、土
地
の
記
述
に
お
け
る
四
種
類
の
〝
質
〞
の
違
い
を
提
示
し
た
。　

こ
の
〝
質
〞
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
優
劣
あ
る
い
は
上
下
の
関
係
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
態
度
に
立
脚
し
た
そ
れ
ら
の
記
述
は
、〝
質
〞

と
し
て
並
行
関
係
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
互
換
性
は
期
待
で
き
な
い
。
実
社
会
の

対
人
関
係
と
関
わ
り
を
持
つ
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
・
実
践
的
世
界
〞

の
記
述
と
対
人
関
係
を
均
質
化
し
た
〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〞
の
記
述
の
内
容

は
、
地
名
や
人
名
な
ど
固
有
名
詞
や
年
号
以
外
に
接
点
を
も
た
な
い
。
つ
ま
り
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実
践
的
世
界
の
記
述
と
架
空
の
思
弁
の
記
述
の
〝
質
〞
の
違
い
は
、
日
常
生
活

の
実
践
へ
向
け
た
還
元
の
意
識
の
有
無
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

結
局
、
諸
科
学
に
よ
る
土
地
の
記
述
に
お
い
て
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来

事
へ
直
接
還
元
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
、実
践
的
世
界
の
記
述
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
い
わ
ば
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
上
の
記
録
や
分
析
、
解
明
こ
そ
が
、

実
践
的
世
界
の
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
近
代
以
前

の
地
誌
な
ど
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
時
間
と
土

地
に
お
け
る
過
ご
し
方
に
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
実
践

的
世
界
の
記
述
は
、
個
別
的
科
学
主
義
の
断
念
、
諸
科
学
者
に
よ
る
専
門
母
型

へ
の
依
拠
の
保
留
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
可
能
性
が
開
か
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
、
日
常
生
活
の
実
践
上
で
通
用
す
る
学
術
研
究
を
進
め

る
う
え
で
は
、
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
態
度
を
大
幅
に
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
正
確
に
い
え
ば
、
見
直
し
で
は

な
く
天
と
地
を
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
な
根
本
的
な
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
決
し
て
比
喩
で
は
な
い
こ
と
は
、
従
来
の
土
地
に
関
す
る
数
多
く
の
諸
科

学
者
に
よ
っ
て
長
ら
く
絶
対
視
さ
れ
て
き
た
客
観
性
の
根
拠
が
そ
も
そ
も
不
明

瞭
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
が
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
直
接
還
元
で
き

な
い
実
情
が
明
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
根
本
的
な
転
換
と
は
、
た
ん
に
従
来
の
研
究
の
あ
り
方
を
反
省
し
刷
新

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
従
来
と
は
根
本
的
に
異
な
る
研
究
態
度
を
見
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
従
来
の

科
学
に
お
け
る
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
時
間
の
過
ご
し
方
と
土
地
に
紐

づ
け
ら
れ
な
い
研
究
態
度
を
あ
ら
た
め
、
日
常
生
活
の
実
践
上
で
生
じ
て
い
る

出
来
事
を
支
持
基
盤
の
段
階
ま
で
遡
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
が
日
常
生
活
の
実
践
上
で
生
じ
て
い
る
出
来

事
か
ら
距
離
を
置
い
て
、
恣
意
的
な
架
空
の
空
間
を
創
出
し
、
そ
れ
を
前
提
し

て
言
述
・
記
述
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。
そ
の
従
来
の
諸
科
学
に
お
け
る
研
究
態

度
か
ら
の
完
全
な
る
離
別
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
３
節　

補
注

（
１
） 

建
築
に
関
し
て
は
、
以
下
の
事
例
が
あ
る
。
山
本
雅
和
著
：
平
安
京
の

邸
宅
遺
構
：
倉
田
実
編
：
王
朝
文
学
と
建
築
・
庭
園 

平
安
文
学
と
隣
接

諸
学
：
竹
林
舎
：
２
０
０
７
、１
３
２
―
５
６
頁

（
２
） 

庭
園
に
関
し
て
は
、
以
下
の
事
例
が
あ
る
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
学
報

第
七
十
四
冊　

古
代
庭
園
研
究
Ⅰ
：
独
立
行
政
法
人 

文
化
財
研
究
所 

奈

良
文
化
財
研
究
所
：
２
０
０
６

（
３
） 

オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
著
・
篠
田
勝
英
訳
：
ち
く
ま
学
芸
文
庫 

風
土

の
日
本
：
１
９
９
４

（
４
） 

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て
自
然
と
文
化
は
、メ
タ
フ
ァ

に
よ
っ
て
常
に
結
び
付
い
た
状
況
に
あ
る
。
こ
の
恒
常
性
は
、
Ｍ
・
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
「
被
投
性
」、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
理
解
が
原
的
に
自
ら
の

存
在
可
能
性
に
向
か
っ
て
身
を
投
じ
ら
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
と
同
調

し
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
予
め
自
然

と
文
化
が
一
体
で
あ
る
情
況
に
身
が
投
じ
ら
れ
て
お
り
、
身
体
的
に
そ

の
情
況
か
ら
離
反
で
き
な
い
。
直
言
す
る
と
自
然
と
文
化
の
二
元
化
は
、

一
般
常
識
的
な
先
入
見
あ
る
い
は
諸
科
学
の
研
究
態
度
に
よ
っ
て
喚
起

さ
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（
５
）
和
辻
哲
郎
：
風
土 

人
間
学
的
考
察
：
岩
波
文
庫
、
１
９
７
９

（
６
） 

環
境
哲
学
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク:

「
エ
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コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究 

別
冊
三 

２
０
０
９
―
１
２
：
東
洋
大
学

学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
１
７
４
頁

（
７
） 

Ｅ
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
著
・
木
田
元
監
訳
：〝
象
徴
形
式
〞
と
し
て
の
遠
近

法
：
哲
学
書
房
：
２
０
０
３
、１
２
―
３
頁

（
８
） 

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
著
・
細
谷
貞
雄
訳
：
存
在
と
時
間
（
上
）：

ち
く
ま
学
芸
文
庫
：
１
９
９
４
、４
９
頁

（
８
） 

山
口
秀
文
：
大
徳
寺
・
妙
心
寺
の
本
坊
・
塔
頭
に
お
け
る
前
庭
と
敷

地
配
置
の
構
成
：
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集:

第
７
５
巻
：
第

６
５
４
号 

１
９
０
７
―
１
９
１
６
：
２
０
１
０

（
９
）
町
田
香
：
近
世
初
期
宮
廷
庭
園
の
文
化
史
論
的
研
究
：
２
０
０
４

（
１
０
） 

中
島
宏:

小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
の
植
栽
管
理
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究:

２
０
０
８

（
１
１
）
竹
村
俊
則
：
昭
和
都
名
所
図
会

（
１
２
）
秋
里
籬
島
：
都
名
所
図
会

（
１
３
） 

京
都
市
文
化
市
民
局
ほ
か
編
：
京
都
市
内
未
指
定
文
化
財
庭
園
調
査

報
告
書 

町
家
・
民
家
の
庭
：
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推

進
室
文
化
財
保
護
課
：
２
０
１
３
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第
４
節　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
に
関
す
る
研
究
態
度
の
検
討

第
１
項　

従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
の
説
得
力
と
理
想

　

日
常
生
活
の
実
践
上
の
出
来
事
と
科
学
主
義
的
態
度
に
も
と
づ
く
記
述
と
の

間
に
は
、矛
盾
と
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。日
常
生
活
の
実
践
上
は
、た
と
え
ば「
壬

生
寺
」
と
い
う
寺
院
境
内
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
単
元
的
に
直
接
経
験
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
科
学
主
義
的
態
度
に
も
と
づ
く
記
述
は
多
元
的
で
あ
る
。
諸
科

学
の
分
野
間
の
記
述
に
は
、
必
ず
し
も
統
合
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も

日
常
生
活
の
実
践
上
の
土
地
は
、
万
人
に
と
っ
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
切
れ
間

の
な
い
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
直
接
経
験
さ
れ
て
い
る
。
多
分
野
の
土
地
に
関

す
る
諸
科
学
者
ら
が
、
壬
生
寺
の
境
内
の
現
地
を
同
行
す
れ
ば
、
か
れ
ら
は
建

物
や
埋
蔵
文
化
財
、
地
理
、
庭
、
歴
史
を
別
々
に
経
験
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ

と
つ
の
壬
生
寺
の
境
内
を
直
接
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
諸
科
学

者
の
間
で
相
違
す
る
の
は
、
原
的
な
射
程
（perspective

）
で
は
な
く
、
実

践
的
世
界
の
実
践
上
に
お
け
る
諸
科
学
の
分
野
ご
と
の
見
方
（angle

）
や
価

値
観
（view

 of values

）
で
あ
る
。

　

諸
科
学
者
ら
が
同
じ
時
期
の
特
定
の
土
地
で
直
接
経
験
す
る
か
ぎ
り
、
た
と

え
互
い
に
別
の
行
動
を
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ひ
と
つ
の
土
地
に
対
し
て
科

学
分
野
ご
と
に
個
別
の
真
理
や
論
理
が
成
立
す
る
こ
と
自
体
が
矛
盾
し
て
い

る
。
諸
科
学
者
ら
が
直
接
経
験
す
る
土
地
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
間
で

実
践
上
の
見
方
や
価
値
観
の
違
い
に
お
い
て
、
用
語
の
差
異
や
個
別
の
受
け
取

り
方
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
上
原
敬
二
に
よ
る
造
園
学
の
原
論
で
み
ら

れ
た
よ
う
な
諸
科
学
の
分
野
ご
と
の
理
想
空
間
を
直
接
経
験
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
の
理
想
は
、
特
定
の
科
学
者
集
団
内
に
お
け
る
共
通
理
解
の
範
囲
に

留
ま
る
。
分
野
が
異
な
る
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
は
、
理
想
空
間
を
前
提
す

る
ゆ
え
に
、
政
治
学
者
の
よ
う
に
複
数
の
国
の
係
争
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

諸
科
学
で
は
、
個
別
に
掲
げ
ら
れ
た
理
想
の
遂
行
が
目
指
さ
れ
て
き
た
が
、

実
践
的
世
界
に
お
け
る
直
接
経
験
で
は
、
そ
の
よ
う
な
科
学
の
理
想
が
前
提
さ

れ
な
い
。そ
も
そ
も
上
原
に
よ
る
造
園
学
の
原
論
研
究
を
通
し
て
み
た
よ
う
に
、

諸
科
学
の
理
想
と
用
語
の
定
義
は
、
極
端
な
ま
で
に
他
の
科
学
と
の
差
別
化
が

意
識
さ
れ
て
お
り
、
科
学
間
で
は
ひ
と
つ
の
土
地
に
対
す
る
共
通
認
識
が
は
か

ら
れ
て
い
な
い
。
日
常
生
活
の
実
践
の
う
え
で
壬
生
寺
の
境
内
を
直
接
経
験
す

る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
、
絶
え
ず
原
位
置
や
庭
と
建
物
の
境
界
を
意
識
し
な
い
。

そ
こ
が
屋
内
で
あ
ろ
う
が
露
天
で
あ
ろ
う
が
、
土
間
で
あ
ろ
う
が
床
上
で
あ
ろ

う
が
、
特
定
の
時
間
に
お
け
る
土
地
の
ま
と
ま
り
は
、
受
動
的
に
直
接
経
験
さ

れ
て
お
り
、
諸
科
学
で
恣
意
的
に
設
定
さ
れ
た
分
節
に
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ひ
と
つ
の
土
地
を
諸
科
学
の
理
想
に
基
づ
い
て
分
離
し
差
別
化
す
る
動

機
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
で
は
な
く
、
諸
科
学
の
理
想
の
な
か
に

し
か
な
い
。
そ
も
そ
も
さ
、
そ
れ
ら
差
別
化
さ
れ
た
土
地
の
記
述
に
も
と
づ
い

て
学
際
研
究
を
行
う
こ
と
自
体
が
矛
盾
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
科
学
の
実
情
の
な
か
で
、
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
が
「
風
土
」

と
い
う
概
念
を
通
し
て
、日
常
生
活
に
お
け
る
単
元
的
局
面
を
示
し
た
こ
と
は
、

実
践
的
世
界
の
記
述
を
目
指
す
う
え
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
。
し
か
し

そ
の
ベ
ル
ク
で
さ
え
、
自
ら
が
属
す
る
地
理
学
の
科
学
主
義
か
ら
脱
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
事
態
は
、深
刻
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
諸
科
学
者
は
、

理
想
や
用
語
の
定
義
を
通
じ
て
科
学
主
義
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ず
と

そ
の
主
義
の
虜
と
な
っ
て
い
る
。

　

諸
科
学
者
は
、
い
か
に
科
学
主
義
を
批
判
し
た
り
反
省
し
て
も
、
自
ら
が
属

す
る
科
学
集
団
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
は
、
自
身
の
研
究
者
と
し
て
の
歴
史
と
存

在
意
義
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
れ
ら
は
、
科
学
主
義
か
ら
の



脱
却
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
弱
み
を
抱
え
て
い
る
。
諸
科
学
者
は
、「
風
土
」

の
よ
う
に
土
地
の
単
元
的
局
面
を
想
定
し
た
研
究
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
科
学

主
義
つ
ま
り
は
科
学
分
野
ご
と
の
独
立
性
を
主
唱
し
続
け
て
い
る
か
ぎ
り
、
日

常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
科
学
研
究
と
の
乖
離
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
も
そ
も
科
学
分
野
ご
と
の
独
立
性
は
、
諸
科
学
者
あ
る
い
は
諸
科
学
者

集
団
が
動
機
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
に
と
っ
て

直
接
の
関
係
は
な
い
。

　

そ
こ
で
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
が
、
日
常
生
活
の
実

践
の
舞
台
で
あ
る
実
践
的
世
界
の
な
か
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
市
民
権
を
得
る
だ

け
で
は
な
く
権
威
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、

研
究
成
果
の
根
拠
や
明
証
性
に
つ
い
て
矛
盾
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
存
在
意
義

は
危
機
状
態
に
あ
る
。も
し
危
機
と
い
う
表
現
が
大
げ
さ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
成
果
の
質
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
分
野
間
で

の
照
合
や
検
証
を
図
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学

に
携
わ
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
誰
し
も
納
得
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
科
学
者
集
団
の
内
部
か
ら
そ
の
危
機
状
態
の
克
服
が

に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
な
い
の
は
、
諸
科
学
の
研
究
成
果
が
社
会
の

な
か
で
市
民
権
を
得
る
見
せ
か
け
あ
る
い
は
工
作
が
成
功
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
諸
科
学
者
が
そ
の
立
場
で
言
述
・
記
述
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
科

学
者
集
団
内
で
公
表
さ
れ
た
論
文
や
研
究
発
表
の
範
囲
あ
る
い
は
そ
の
延
長
線

上
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
科
学
者
の
立
場
を
か
り
た
個
人
的
見
解
で
あ
る
。

　

一
般
社
会
に
お
い
て
科
学
者
へ
講
演
や
寄
稿
、
何
ら
か
の
検
討
委
員
へ
の
就

任
が
依
頼
さ
れ
る
際
、
諸
科
学
者
の
言
述
・
記
述
が
か
れ
の
研
究
成
果
と
整
合

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
義
務
は
必
ず
し
も
な
い
。
諸
科
学
者
が
、
自
ら
の
研

究
成
果
以
外
の
こ
と
を
科
学
者
の
立
場
で
主
張
し
て
い
て
も
、
か
れ
の
科
学
者

集
団
に
お
け
る
業
績
を
精
査
し
な
け
れ
ば
、
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
さ
ら
に
、

一
般
社
会
が
諸
科
学
者
に
求
め
て
い
る
実
践
的
世
界
の
物
事
と
諸
科
学
者
に
よ

る
理
想
空
間
の
研
究
と
の
齟
齬
は
、
双
方
の
言
述
・
記
述
の
質
の
差
異
を
見
極

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ぎ
り
、
露
見
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
こ
の
実
践
的
世
界
と
科
学
的
理
想
空
間
の
理
念
上
の
同
一
性
が
、
科

学
主
義
が
日
常
生
活
の
実
践
が
行
わ
れ
る
社
会
に
受
容
さ
れ
る
常
態
性
に
結
び

つ
い
て
い
る
。

　

実
践
的
世
界
と
科
学
的
理
想
空
間
は
、
理
念
と
し
て
同
一
で
あ
る
た
め
、
表

面
的
な
言
述
・
記
述
に
お
い
て
見
分
け
が
つ
か
な
い
が
、
そ
の
質
は
明
確
に
異

な
る
。
理
念
の
質
は
、
そ
の
言
述
・
記
述
が
実
践
的
世
界
と
直
接
結
び
つ
い
て

い
る
か
乖
離
し
て
い
る
か
の
違
い
で
、
大
別
で
き
る
。
諸
科
学
の
言
述
・
記
述

で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
が
理
念
化
（
言
語
化
・
文
章
化
）
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
際
に
諸
科
学
者
は
、
自
ら
の
科
学
の
独
自
性
を
主
唱
す
る

た
め
の
差
別
化
、
そ
の
た
め
の
恣
意
的
な
用
語
の
定
義
な
ど
に
よ
る
工
作
を
行

う
た
め
、
理
念
化
の
原
点
に
あ
る
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
は
、
最
初
と
は

全
く
違
っ
た
も
の
に
変
質
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

諸
科
学
者
は
、
こ
の
理
念
化
に
か
か
る
工
作
活
動
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
言
述
・

記
述
を
実
践
的
世
界
と
科
学
的
理
想
空
間
と
に
二
元
化
し
、
状
況
に
合
わ
せ
て

双
方
の
局
面
に
対
応
す
る
。
諸
科
学
者
の
研
究
対
象
が
科
学
的
理
想
空
間
で
あ

り
な
が
ら
、実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
務
者
向
け
の
講
習
会
や
行
政
の
審
議
会
、

さ
ら
に
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
の
言
述
・
記
述
を
行
っ
て
も
そ
の
是
非
が
問
わ

れ
な
い
の
は
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
実
践
的
世
界
の
出
来
事
と
科
学
的
理
想
空

間
の
思
弁
を
使
い
分
け
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
実
情
は
、

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
厳
密
性
と
信
頼
性
を
根
底
か
ら
損
ね
て
い
る
。

　

諸
科
学
者
が
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
つ
い
て
言
述
・
記
述
す
る
な
ら
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ば
、
直
接
経
験
の
理
念
化
に
あ
た
っ
て
、
実
践
的
世
界
と
科
学
的
理
想
空
間
と

に
二
元
化
の
操
作
を
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
実
践
的
世
界
の
理
念
化
は
、

科
学
主
義
的
態
度
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
自
然
的
態
度
の
ま
ま
で
遡
行
的

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
２
項　

土
地
に
関
す
る
言
述
・
記
述
に
お
け
る
直
接
経
験
と
理
念
の
関
係
性

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
何
に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た
の
か
。
第

１
節
で
言
及
し
た
壬
生
寺
境
内
の
記
述
を
実
例
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
れ
を

検
証
し
た
い
。

　

建
築
学
で
は
、
壬
生
寺
境
内
を
構
成
す
る
建
物
一
棟
（
大
念
佛
堂
）
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
述
内
容
は
、
主
に
建
設
か
ら
改
修
等
、
移
築
の

遍
歴
、
建
物
の
寸
法
と
材
料
、
部
屋
等
の
配
置
、
意
匠
で
あ
っ
た
。

　

考
古
学
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
結
果

に
つ
い
て
記
録
・
解
説
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
述
内
容
は
、
主
に
検
出
さ
れ
た

遺
構
と
遺
物
（
出
土
品
）
と
周
辺
の
発
掘
調
査
結
果
や
歴
史
資
料
と
の
検
証
で

あ
っ
た
。

　

地
理
学
で
は
、
京
都
と
い
う
都
市
に
お
け
る
壬
生
寺
の
位
置
と
そ
こ
で
壬
生

狂
言
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
説
さ
れ
て
い
た
。

　

庭
園
学
（
造
園
学
）
で
は
壬
生
寺
の
庭
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

記
述
内
容
は
、
歴
史
資
料
の
挿
図
と
庭
の
現
況
と
の
寸
評
や
形
状
、
意
匠
を
通

じ
た
比
較
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
歴
史
学
で
は
、
壬
生
寺
の
立
地
と
過
去
の
出
来
事
が
、
一
部
現
状
と

の
照
合
と
と
も
に
解
説
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
壬
生
寺
と
い
う
ひ
と
つ
の
土
地
を
対
象
と
し
た
諸
科
学
の
記
述
は
、

分
野
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
に
相
当
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

　

前
節
に
お
い
て
整
理
し
た
土
地
の
記
述
に
お
け
る
四
種
類
の
〝
質
〞
の
違
い

は
、
結
果
的
に
土
地
に
関
す
る
記
述
の
一
貫
性
の
な
さ
を
示
し
た
。

　
〝
俯
瞰
的
思
弁
〞
の
記
述
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
の
歴
史
や
対
人
関
係
を

前
提
し
な
い
。〝
傍
観
的
思
弁
〞
の
記
述
は
、
歴
史
や
記
録
に
認
め
ら
れ
る
対

人
関
係
を
前
提
し
て
い
る
が
、
土
地
に
関
わ
る
出
来
事
と
隔
絶
し
、
日
常
生
活

の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
と
の
照
合
が
行
わ
れ
な
い
。

　
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
〞
の
記
述
で
は
、
歴
史
や
記
録
に
認
め
ら
れ

る
対
人
関
係
を
前
提
し
、
土
地
に
関
わ
る
出
来
事
と
直
結
す
る
立
場
を
と
る
。

さ
ら
に
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
と
の
照
合
が
行
わ
れ
る
場
合
は
あ

る
が
、
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
還
元
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
な
い
。
そ
の
言
述
・

記
述
は
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〞
と
同
様

に
科
学
主
義
の
影
響
下
に
あ
る
。

　

実
践
的
世
界
の
記
述
は
、
歴
史
と
対
人
関
係
へ
の
遡
行
を
意
識
し
、
日
常
生

活
の
実
践
へ
の
還
元
が
念
頭
に
置
か
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
性
質
の
違
い
は
、
第
３
節
で
挙
げ
た
諸
科
学
の
研
究
と
照
合
す
る

と
、
建
築
学
、
考
古
学
、
庭
園
学
の
記
述
が
〝
俯
瞰
的
思
弁
〞
と
〝
傍
観
的
思

弁
〞、
歴
史
学
の
記
述
が
〝
傍
観
的
思
弁
〞
と
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
〞

に
該
当
す
る
。
一
部
の
歴
史
学
の
研
究
を
含
め
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
記

述
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
科
学
主
義
に
よ
る
思
弁
と
実
践
的
世
界
が
混
同
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
が
結
果
と
し
て
、
諸
科
学
の
記
述
の
厳
密
性
あ
る
い
は

名
証
性
を
疑
わ
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
諸
科
学
で
は
、ひ
と
つ
の
土
地
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
場
合
で
も
、

記
述
の
性
質
の
違
い
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。諸
科
学
者
に
お
い
て
は
、

土
地
に
関
す
る
固
有
名
詞
を
揃
え
る
と
い
う
意
識
は
あ
っ
て
も
、
他
分
野
の
記

述
の
性
質
を
確
認
し
精
査
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
諸
科
学
に
お
い
て
記
述
の
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性
質
の
整
合
性
が
と
れ
な
い
こ
と
が
、
学
際
研
究
の
遂
行
を
阻
ん
で
き
た
こ
と

は
、
表
立
っ
て
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
土
地
に
関
す
る
記
述
の
性
質
の
混
同
と
は
、
い
か
に
し
て
生
じ
て
き
た

の
か
。
こ
れ
ま
で
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
理

想
化
さ
れ
た
研
究
対
象
に
つ
い
て
の
記
述
が
行
わ
れ
て
き
た
。
理
想
化
さ
れ
た

研
究
対
象
は
、
直
接
経
験
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
実
践
的
世
界
に
お
け

る
実
践
の
出
来
事
と
同
一
視
で
き
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
理
想
化
の
手
続
き
を
踏

ん
で
い
る
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
実
践
的
世
界
と
の
結
び
つ
き
が
あ
ら
か
じ
め

断
絶
さ
れ
て
き
た
。

　

端
的
に
双
方
の
性
質
は
、
直
接
経
験
に
そ
の
ま
ま
即
し
て
い
る
か
、
あ
る
い

は
直
接
経
験
を
相
対
化
し
傍
観
・
俯
瞰
・
客
体
化
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。

実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
は
、
双
方
の
性
質
が
根

本
的
に
違
う
こ
と
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
こ
の
性
質
の
違
い
の
わ
か
り
に
く
さ
が
、
実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想

に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
と
の
混
同
の
契
機
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
旧
来
の

の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
が
社
会
一
般
で
得
て
き
た
説
得
力

は
、
ま
さ
に
こ
の
性
質
の
違
い
の
わ
か
り
に
く
さ
が
背
景
と
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
に
お
け
る
違
い
の
わ

か
り
に
く
さ
は
、
土
地
の
記
述
に
お
け
る
四
種
類
の
〝
質
〞
の
違
い
の
整
理
に

よ
っ
て
、
一
定
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
実

践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
の
混
同
が
解
消
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
の
渦
中
で
こ
の
記
述
の
混
同
が
常
態

的
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
問
題
視
さ
れ
る
。
日
常
生
活
の
実
践
で
は
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
現
実
と
理
想
の
違
い
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
は
実
践
の
出

来
事
と
理
想
に
も
と
づ
い
た
思
弁
が
異
質
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
言

い
換
え
る
と
日
常
生
活
の
実
践
の
渦
中
で
は
、
現
実
と
理
想
で
は
な
く
、
実
践

的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
の
ほ
う
が
混
同
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の

記
述
は
、
な
ぜ
混
合
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
実
情
の
解
明
が
求
め
ら
れ
る
。

第
３
項　
〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〞
の
解
明

　

実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
の
混
同
は
、
日
常
生

活
の
実
践
の
渦
中
で
ほ
と
ん
ど
省
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
常
態
的
な
出
来
事
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
常
態
性
は
、
実
践
的
世
界
の
実
践
に
お
い
て
、
先
科

学
的
に
（
１
）
潜
在
し
て
い
る
（
２
）。

　

理
念
は
、
実
践
的
世
界
に
お
い
て
事
象
そ
の
も
の
を
見
る
こ
と
、
つ
ま
り
は

直
観
（
３
）
を
根
源
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
直
接
的
な
感
覚
経
験
（
４
）
で
あ
る

日
常
生
活
の
実
践
が
受
動
的
に
理
念
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
間
で

意
思
疎
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
主
観
（
わ
た
し
）
に
よ
る

直
接
経
験
は
、
理
念
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
複
数
の
主
観
（
わ
た
し
と

相
手
）
の
間
で
伝
達
し
合
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践

に
お
い
て
、
直
接
経
験
と
理
念
は
つ
ね
に
連
動
し
て
い
る
が
、
前
者
が
後
者
に

先
行
す
る
と
い
う
序
列
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
原
理
的
に
あ
り
え
な
い
。

　

た
と
え
ば
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
庭
石
の
設
置
や
庭
木

の
手
入
れ
を
実
践
す
る
場
合
、ま
ず
は
眼
前
の
石
や
樹
木
を
直
観
し
接
触
す
る
。

わ
れ
わ
れ
が
石
を
据
え
、
古
葉
を
摘
む
と
い
っ
た
行
為
の
最
中
で
は
、
直
接
経

験
と
理
念
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
行
為
が
終
わ
っ
た
後
、
あ
ら

た
め
て
そ
れ
ら
の
行
為
を
想
起
し
た
時
の
理
念
は
、
直
接
経
験
の
新
鮮
さ
は
過

去
の
も
の
へ
と
遠
の
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
直
接
経
験
と
理
念
の
間
に
は
、
時
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間
を
通
じ
た
関
係
に
お
い
て
先
験
的
な
遠
近
差
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
関
係
は

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
一
切
受
動
的
で
あ
り
、
能
動
的
な
作
用
が
加
え
ら
れ
る
余

地
は
な
い
。

　

庭
石
の
設
置
や
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
実
践
の
出
来
事
は
、
直
観
や
接
触
と
ほ

ぼ
同
時
に
受
動
的
に
理
念
化
さ
れ
る
。
直
接
経
験
と
理
念
の
関
係
性
は
、
実
践

を
終
え
て
そ
の
場
所
か
ら
離
れ
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
薄
れ
る
。
直
接

経
験
を
終
え
て
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
理
念
は
、
忘
却
や
消
去
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
わ
た
し
と
相
手
と
の
間
に
沈
殿
す
る
。
沈
殿
し
た
理
念
は
、
過
去
に

直
接
経
験
を
し
た
場
所
に
戻
り
、
ふ
た
た
び
同
様
の
行
為
を
行
う
こ
と
で
、
直

接
経
験
に
再
び
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
発
掘
調
査
な
ど
は
、
過
去
に
遡
る
と

い
う
点
で
直
接
経
験
の
復
元
の
可
能
性
を
も
つ
行
為
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
理
念
は
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
直
接
経
験
を
再
び
行
わ
ず
と

も
、
言
述
や
記
述
を
通
じ
て
複
数
の
主
観
（
わ
た
し
と
相
手
）
の
間
で
伝
達
し

合
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。諸
科
学
者
が
直
接
体
験
や
対
話
を
す
る
こ
と
な
く
、

他
者
の
言
述
や
記
述
に
も
と
づ
い
て
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〞
の
記
述
が
で

き
る
の
も
、
そ
も
そ
も
理
念
が
先
験
的
に
直
接
経
験
つ
ま
り
は
身
体
を
超
越
し

て
伝
達
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

実
践
的
世
界
で
は
、
直
接
経
験
に
も
っ
と
も
近
い
理
念
が
絶
対
的
な
意
味
を

持
っ
て
お
り
、実
践
者
の
言
述
や
記
述
の
伝
達
さ
れ
る
順
序
が
後
に
な
る
ほ
ど
、

そ
の
意
味
が
薄
れ
遠
の
い
て
い
く
。
つ
ま
り
理
念
は
、
直
接
経
験
さ
れ
た
状
況

と
場
所
が
離
れ
る
ほ
ど
、そ
の
み
ず
み
ず
し
さ
や
生
々
し
さ
が
過
去
に
遠
の
き
、

わ
か
り
に
く
い
も
の
へ
と
転
じ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
理
念
の

性
質
の
違
い
は
、
時
間
の
経
過
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
性
質

の
違
い
は
、目
に
見
え
る
物
量
的
な
差
異
と
し
て
観
察
や
計
測
で
き
な
い
た
め
、

実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
の
渦
中
で
は
、
ど
う
し
て
も
わ
か
り
に
く
い
も
の

と
な
る
。

　

直
接
経
験
や
対
話
を
す
る
こ
と
な
く
、
実
践
者
の
理
念
を
二
次
的
、
三
次
的

に
取
り
扱
っ
て
い
る
諸
科
学
者
は
、
退
行
し
た
理
念
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
か
れ
ら
の
言
述
・
記
述
が
実
務
者
や
行
政
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
説
得
力
を
得
て
き
た
の
は
、
そ
の
説
得
力
が
直
接
経
験
や
あ
る
行
為
の
再
現

に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
科
学
的
な
操
作
を

経
た
二
次
的
、
三
次
的
な
理
念
は
、
そ
の
真
実
性
を
第
三
者
に
よ
っ
て
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
一
般
社
会
で
は
、
そ
れ
ら
副
次
的
な
理
念
が

社
会
的
権
威
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
と
、
あ
た
か
も
そ
の
言
述
・
記
述
が
実

証
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
、
実
践
的
世
界
に
お

け
る
実
践
＝
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
遠
近
関
係
が
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
。
諸
科
学
の
厳
密
性
や
信
頼
性
を
損

ね
て
き
た
の
は
、
理
念
化
に
お
い
て
直
接
経
験
と
の
関
係
を
断
絶
し
、
言
述
・

記
述
さ
れ
た
土
地
を
均
質
か
つ
匿
名
的
な
幻
影
の
よ
う
な
も
の
に
位
置
づ
け
て

き
た
こ
と
に
あ
る
。
直
接
経
験
と
の
関
係
を
断
絶
し
た
土
地
の
理
念
は
、
諸
科

学
者
に
よ
っ
て
実
践
的
世
界
を
装
っ
た
恣
意
的
な
概
念
に
す
り
替
え
ら
れ
、
日

常
生
活
の
実
践
の
渦
中
に
取
り
込
ま
れ
て
き
た
。そ
の
結
果
と
し
て
実
践
者
は
、

実
践
的
世
界
と
社
会
的
権
威
に
裏
づ
け
ら
れ
た
科
学
主
義
に
よ
る
思
弁
と
の
間

で
生
じ
る
齟
齬
に
苛
ま
れ
る
か
、
従
属
す
る
し
か
な
く
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
は
、
自
ら
の
恣
意
的
な
概
念
に
実
践
的
妥

当
性
が
あ
る
と
主
唱
し
、
庭
師
や
大
工
、
設
計
技
術
者
な
ど
土
地
に
関
わ
る
実

務
者
を
大
い
に
戸
惑
わ
せ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
実
務
者
た
ち
は
、
直
接
経
験

と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関
係
を
直
観
し
、
理
念
に
「
質
」
の
違
い
が
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
か
れ
ら
は
、
理
念
が
直
線
経
験
に
還
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元
さ
れ
な
け
れ
ば
実
践
的
妥
当
性
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
論
理
的
に
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〞

に
つ
い
て
言
述
・
記
述
で
き
る
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
土
地
の
虚
構
内
で
住
む

こ
と
も
過
ご
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
旧
来
の
土
地
の
諸
科
学
で
重
要
視
さ
れ
て

き
た
〝
客
観
性
〞
と
は
、
実
践
的
世
界
を
客
体
化
あ
る
い
は
相
対
化
し
た
理
念

で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
実
践
で
通
用
す
る
実
践
的
妥
当
性
と
は
ま
っ
た
く
異

質
で
あ
っ
た
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
実
践
を
通
じ
て
直
接
経
験
と
理
念
化
と
の
遠
近
差

が
適
度
に
保
た
れ
る
。
直
接
経
験
と
近
接
し
た
理
念
の
記
述
は
（
５
）、
同
一
の

時
期
あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
場
所
に
関
す
る
記
述
と
の
照
合
を
も
っ
て
、過
去（
歴

史
）
へ
の
遡
行
性
が
担
保
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
あ
ら
か
じ
め
直
接
経
験
へ

の
元
づ
け
関
係
を
断
絶
し
た
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〞
で
は
、
直
接
経
験
と

理
念
化
と
の
遠
近
差
が
無
効
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
述
・
記
述
の
内
容
に

お
け
る
時
間
的
な
差
異
が
失
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
言
述
・
記
述
は
、
結
果
的

に
匿
名
的
で
均
質
的
と
な
る
。
実
践
的
世
界
に
お
け
る
理
念
化
は
、
時
間
の
経

過
に
内
属
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
。〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〞
は
、
こ

の
時
間
の
経
過
へ
の
内
属
を
棚
上
げ
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
前
者

が
幾
何
学
的
な
数
値
化
を
目
指
し
て
い
る
点
で
区
別
さ
れ
る
。

　

従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
な
か
に
は
、
前
節
で
引
用
し
た
山
口
秀
文

の
「
大
徳
寺
・
妙
心
寺
の
本
坊
・
塔
頭
に
お
け
る
前
庭
と
敷
地
配
置
の
構
成
」

の
よ
う
に
「
幾
何
学
的
に
同
質
化
さ
れ
た
「
幾
何
学
的
空
間
」」（
６
）
の
言
述
・

記
述
を
目
指
し
た
も
の
が
あ
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
で
の
土
地
に
関
わ
る
出
来
事
は
、
実
測
や
計
測
に
よ
っ
て

数
値
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
種
の
数
値
は
、
直
接
経
験
に
還
元

可
能
な
理
念
で
あ
り
、
設
計
な
ど
日
常
生
活
の
実
践
に
還
元
で
き
る
点
で
実
践

的
妥
当
性
を
も
つ
。
こ
の
距
離
や
高
低
差
の
数
値
は
、
そ
の
ま
ま
幾
何
学
的
空

間
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
ん
に
日
常
生
活
の
実
践
の
一
環
で
あ
る
。

実
測
や
計
測
と
い
っ
た
直
接
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
数
値
に
よ
る
記
述
は
、
実
践

的
世
界
の
物
質
面
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
幾
何
学
的
空
間
と
い
う
別
世

界
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
幾
何
学
的
空
間
の
記
述
は
、
直
接
経
験

と
の
結
び
つ
き
に
関
わ
ら
ず
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
実
践
的
世
界
の
記

述
と
区
別
さ
れ
る
が
、
双
方
に
は
相
互
関
係
が
結
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

幾
何
学
的
空
間
の
事
例
と
し
て
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス（
Ｃ

Ｇ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｇ
は
、
数
値
に
基
づ
い
て
画
面
上
に
図
化
さ
れ
る
。

そ
の
図
像
を
形
成
す
る
元
と
な
っ
て
い
る
数
値
そ
の
も
の
は
均
質
で
あ
る
が
、

図
像
を
形
成
す
る
意
志
に
応
じ
て
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
還
元
の
可
能
性
が
生

じ
る
。
具
体
に
は
、
Ｃ
Ｇ
で
設
計
さ
れ
た
自
動
車
部
品
や
人
形
は
、
手
作
業
や

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
３
Ｄ
（
三
次
元
）
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
実
像
と
な

る
。
つ
ま
り
理
念
で
あ
る
数
値
そ
の
も
の
は
直
接
経
験
で
き
な
い
が
、
数
値
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
図
像
に
実
像
化
の
実
践
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直

接
経
験
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
理
念
で
あ
る
Ｃ
Ｇ
の
図
像
と
そ
の
結
果

で
あ
る
実
像
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
日
常
に
お
け
る
具
体
的
な
行
為
の
実
践
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｇ
の
作
成
自
体
も
行
為
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
実

像
を
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
理
念
を
実
像
へ
結
び
つ
け
、
実
体
と
関
わ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
抽
象
か
ら
具
体
に
い
た
る
行
為
の
実
践
が
不
可
欠

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
実
像
と
Ｃ
Ｇ
と
の
形
成
の
関
係
は
、
山
口
秀
文
が
記
述
し
た
寺
院
の
前

庭
と
敷
地
配
置
の
構
成
と
実
在
の
寺
院
境
内
の
関
係
と
同
一
で
は
な
い
。
山
口

の
記
述
は
、「
西
澤
文
隆
と
重
森
三
玲
が
作
成
し
た
実
測
図
と
観
察
調
査
」
と

い
う
故
人
に
よ
る
記
録
と
本
人
に
よ
る
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
記
述
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が
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
条
件
で
は
、
こ
の
実
測
と
観
察
調
査

に
よ
っ
て
成
立
す
る
理
念
は
実
践
的
世
界
を
示
し
て
い
る
と
思
え
る
。
と
こ
ろ

が
、
西
澤
文
隆
と
重
森
三
玲
に
よ
る
寺
院
境
内
を
構
成
す
る
事
物
ひ
と
つ
ず
つ

の
実
測
と
山
口
に
よ
る
建
築
学
の
専
門
母
型
や
概
念
に
即
し
た
観
察
は
、
直
接

経
験
か
ら
理
念
に
い
た
る
行
程
が
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
諸
科
学
者
の
観

察
は
、
専
門
母
型
を
前
提
し
た
先
入
観
に
よ
り
、
実
測
の
よ
う
な
日
常
生
活
の

実
践
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

実
測
と
諸
科
学
者
の
観
察
を
複
合
し
た
記
述
は
、
た
と
え
考
察
に
数
値
が
介

在
し
て
い
た
と
し
て
も
幾
何
学
的
空
間
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
に
直
接
経
験
と
直
結
し
た
理
念
と
あ
ら
か
じ
め
直
接
経
験
と
の
関
係
を
断
絶

し
た
理
念
の
混
同
の
結
果
と
し
て
記
述
さ
れ
る
の
が
、〝
俯
瞰
的
思
弁
〞で
あ
る
。

〝
傍
観
的
思
弁
〞
と
は
、
数
値
の
代
わ
り
に
資
料
に
依
拠
し
た
〝
俯
瞰
的
思
弁
〞

で
あ
る
。
そ
し
て
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
〞
は
、
直
接
経
験
と
直
結
し

た
日
常
生
活
の
実
践
あ
る
い
は
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
、
専
門
母
型
を
前
提
し

た
先
入
観
に
も
と
づ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
記
述
の
性
質
の
違
い
が
明
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
別

の
見
方
を
す
れ
ば
、こ
れ
ま
で
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述
の
な
か
に
は
、

日
常
生
活
の
実
践
を
あ
か
ら
さ
ま
に
反
映
し
た
実
践
的
世
界
を
記
し
た
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
が
わ
か
り
に
く
い
の

は
、
双
方
が
質
は
異
な
っ
て
も
同
じ
理
念
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
理
念
が
混

同
さ
れ
て
き
た
の
は
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
性
の
精
査
や
照
合
を
怠
っ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〞
に
よ
る
記
述
は
、
い
わ
ば
実

践
的
世
界
と
幾
何
学
的
空
間
を
装
っ
た
創
作
的
虚
構
で
あ
り
、
知
的
好
奇
心
を

満
た
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
日
常
生
活
の
実
践
に
直
接
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〞
の
言
述
・
記
述
の
説
得
力
は
、
直
接
経
験
と
理

念
と
の
関
係
性
が
直
接
・
間
接
・
断
絶
な
ど
の
よ
う
に
異
質
で
あ
っ
て
も
、
理

念
と
し
て
違
い
が
な
い
と
い
う
常
態
性
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
に
関
す

る
言
述
・
記
述
の
性
質
の
差
と
は
、
内
容
に
対
し
て
で
は
な
く
、
直
接
経
験
と

理
念
と
の
関
係
性
に
依
拠
し
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践
の
う
え
で
、
諸
科
学

が
厳
密
性
と
信
頼
性
を
回
復
す
る
に
は
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
性
の
精

査
、
照
合
を
行
っ
て
、
そ
の
記
述
が
実
践
的
世
界
に
還
元
で
き
る
担
保
を
得
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
過
程
が
踏
ま

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
お
い

て
生
じ
る
差
異
は
、
な
ぜ
同
質
視
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
こ
が
問
わ
れ
て
く
る
。

第
４
項　

直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関
係
と
遠
近
差

　

わ
れ
わ
れ
は
、
一
度
も
現
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
庭
に
つ
い
て
、
先
人
が

手
が
け
た
実
測
図
や
記
述
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

は
修
理
や
改
修
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
土
地
に

関
す
る
記
述
が
副
次
的
に
直
接
経
験
さ
れ
た
理
念
の
構
成
に
よ
っ
て
可
能
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
直
接
経
験
と
直
結
し
な
い
理
念
同
士
の
構
成
に
よ
る
修

理
や
改
修
の
計
画
が
、
日
常
生
活
の
実
践
に
反
映
で
き
る
の
は
、
理
念
と
直
接

経
験
が
不
可
逆
的
な
相
関
関
係
に
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
理
念
の
緒
元

が
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
関
係
性
は
、
絶
対
に
逆
転
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
Ｃ
Ｇ
の
よ
う
に
理
念
同
士
に
よ
る
多
重
の
構
成
を
直
接
経
験

に
送
り
か
え
し
、
新
た
な
日
常
生
活
の
実
践
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
開
か
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
直
接
経
験
か
ら
理
念
、
理
念
か
ら
直
接
経
験
へ
の
関
係
は
絶

対
的
に
不
可
逆
で
あ
っ
て
も
、
理
念
は
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
可
逆
性
を
包
含

し
て
い
る
。
こ
の
不
可
逆
的
と
可
逆
性
は
先
験
的
に
別
々
の
位
相
に
あ
る
。
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理
念
の
構
成
は
、
複
数
の
主
観
の
間
で
の
受
動
的
な
は
た
ら
き
を
前
提
し
て

い
る
。
そ
の
は
た
ら
き
が
、
わ
れ
わ
れ
に
個
人
の
視
座
を
超
越
し
た
俯
瞰
的
な

射
程
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
理
念
が
直
接
経
験
と
つ
ね
に

直
結
し
て
い
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
過
去
は
実
践
が
行
わ
れ
る
ご
と
に
次
の

実
践
上
へ
と
送
り
返
さ
れ
る
た
め
、
理
念
の
構
成
は
単
相
で
あ
り
、
射
程
は
つ

ね
に
直
観
の
範
囲
か
ら
出
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
理
念
の
構
成
が
多
相
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
射

程
が
複
数
の
主
観
の
間
に
向
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
直
接
経
験
か
ら
遠
の

い
た
過
去
の
理
念
が
先
験
的
に
日
常
生
活
の
実
践
へ
と
繰
り
返
し
遡
行
で
き
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直
接
経
験
と
直
結
し
な
い
理
念
同
士
の
構
成

に
よ
っ
て
、
庭
や
建
物
の
構
想
や
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
机
上
の
空
論
で
あ
り
、
構
想
や
計
画
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
直

接
経
験
へ
の
遡
行
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
当
然

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
る
差

異
の
常
態
的
な
同
質
視
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
前
項
に
お
い
て
言
及
し
た
直
接
経
験
と
理
念
と
の
遠
近
差
の
議
論

が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
直
接
経
験
と
直

結
し
た
理
念
は
、
時
間
が
経
過
す
る
ご
と
に
そ
の
新
鮮
さ
と
み
ず
み
ず
し
さ
を

失
い
、
退
行
し
た
副
次
的
な
思
弁
へ
と
変
質
し
て
い
く
。
つ
ま
り
理
念
の
性
質

の
差
異
と
は
、
言
述
や
記
述
の
な
か
で
成
立
し
て
い
る
理
念
と
直
接
経
験
と
の

遠
近
差
、
言
い
換
え
れ
ば
行
為
の
段
階
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
理
念
が
ど

れ
ほ
ど
副
次
的
に
な
っ
て
も
、
直
接
経
験
へ
遡
行
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

に
数
多
く
の
都
市
計
画
や
巨
大
な
建
物
、
公
園
の
構
想
・
計
画
が
実
現
さ
れ
て

き
た
歴
史
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

直
接
経
験
か
ら
み
て
極
端
に
副
次
的
な
理
念
で
あ
る
構
想
や
計
画
は
、
直
ち

に
日
常
生
活
の
実
践
に
反
映
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
構
想
か
ら
基
本
計

画
、基
本
設
計
、実
施
設
計
、施
工
図
の
作
成
、施
工
な
ど
と
と
い
っ
た
よ
う
に
、

理
想
と
直
接
経
験
と
の
遠
近
差
を
埋
め
る
た
め
の
段
階
が
踏
ま
え
ら
れ
る
。
直

接
経
験
と
副
次
的
な
理
念
は
、
そ
の
遠
近
差
が
大
き
い
ほ
ど
、
日
常
生
活
の
実

践
へ
い
た
る
ま
で
に
長
い
時
間
と
手
間
を
か
け
て
直
接
経
験
の
段
階
へ
と
遡
行

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
れ
ほ
ど
漠
然
と
し
た
構
想
や
計
画
で
も
、
そ

の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、
直
接
経
験
か
ら
理
念
、
理
念
か
ら
直
接
経
験
へ
の
不

可
逆
な
関
係
を
逸
脱
で
き
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係

に
お
い
て
生
じ
る
差
異
が
同
質
視
さ
れ
て
い
な
い
実
情
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ

な
ら
ば
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
る
差
異
は
、
い
か
な
る

局
面
に
お
い
て
常
態
的
に
同
質
視
さ
れ
て
い
る
の
か
、そ
こ
が
問
わ
れ
て
く
る
。

　

こ
こ
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
、
構
想
や
計
画
が
一
個
人

の
主
観
に
よ
っ
て
実
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
構
想
や
計
画
の
実

現
に
あ
た
っ
て
は
、
た
と
え
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、

施
工
図
の
作
成
、
施
工
な
ど
の
過
程
の
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
い
る
特
定
の
人
物

が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
現
に
は
数
多
く
の
人
々
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
構
想
や
計
画
は
、
各
段
階
に
お
い
て
作
業
分
担
し
て
行
わ
れ
る

場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
、
極
度
に
副
次
化
さ
れ
た
理
念
と
直
接
経
験
の
遠
近
差

が
一
個
人
で
埋
め
ら
れ
な
い
と
い
う
、
主
観
の
許
容
範
囲
に
限
界
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ば
構
想
や
計
画
か
ら
実
現
に
当
た
っ
て
の
作
業
分
担
と

は
、
直
接
経
験
と
理
念
の
遠
近
差
に
応
じ
た
段
階
の
区
分
で
あ
る
。
た
だ
し
、

直
接
経
験
と
理
念
の
遠
近
差
は
、
理
念
上
の
差
異
で
あ
っ
て
物
理
的
に
計
測
で

き
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
日
常
生
活
の
実
践
上
で
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
出

来
事
に
多
様
な
遠
近
差
が
生
じ
て
お
り
、截
然
と
明
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
直
接
経
験
と
理
念
の
遠
近
差
は
、
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星
の
数
ほ
ど
に
程
度
が
異
な
っ
た
斑
（
む
ら
）
状
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
都
市
計
画
の
基
本
構
想
を
検
討
中
の
設
計
者
が
、
計
画
現
場
に
植

栽
さ
れ
て
い
た
一
本
の
桜
の
保
存
を
訴
え
る
こ
と
と
、
庭
師
が
そ
の
桜
の
移
植

を
す
る
こ
と
と
で
は
、
ひ
と
つ
の
桜
を
め
ぐ
る
直
接
経
験
は
近
似
し
て
い
て

も
、
理
念
か
ら
直
接
経
験
ま
で
の
遠
近
差
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
も
し
設

計
者
が
計
画
の
う
え
で
そ
の
桜
を
一
年
間
で
移
植
す
る
必
要
性
を
主
張
し
た
と

こ
ろ
、
従
来
そ
の
桜
を
管
理
し
て
き
た
庭
師
は
、
樹
木
の
健
康
状
態
に
配
慮
す

れ
ば
三
年
間
は
養
生
し
な
い
と
活
着
し
な
い
と
述
べ
た
と
す
る
。
双
方
の
主
張

は
、
ど
ち
ら
も
主
観
な
の
で
あ
る
が
、
設
計
者
と
桜
と
の
間
に
あ
る
直
接
経
験

が
副
次
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
庭
師
と
桜
の
関
係
は
直
接
的
で
あ
る
。
こ
こ
に

直
接
経
験
と
理
念
に
お
け
る
遠
近
差
が
、
時
間
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
が
露
見

し
て
い
る
。

　

設
計
者
と
庭
師
は
、
同
じ
一
本
の
桜
の
移
植
と
い
う
日
常
生
活
の
実
践
に
携

わ
っ
て
い
る
。
設
計
者
は
、
構
想
と
い
う
極
端
に
副
次
化
さ
れ
た
理
念
を
念
頭

に
置
い
て
、
そ
の
桜
を
一
年
間
で
移
植
す
る
必
要
性
を
説
く
。
そ
の
一
方
で
、

日
常
生
活
の
実
践
と
し
て
桜
の
管
理
を
し
て
い
る
庭
師
は
、
直
接
経
験
に
も
と

づ
い
て
三
年
間
の
養
生
の
必
要
性
を
説
く
。
こ
こ
で
生
じ
て
い
る
二
年
の
時
間

差
は
、
設
計
者
が
直
接
経
験
と
理
念
の
絶
対
的
な
不
可
逆
性
を
度
外
視
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
樹
木
の
生
命
そ
の
も
の
は
理
念
の
支
配
下
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
場
合
、
設
計
者
の
理
念
が
日
常
生
活
の
実
践
へ
の

可
逆
性
を
も
つ
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
直
接
経
験
と
理
念
に
お
け
る
遠
近
差

が
広
い
ほ
ど
、
そ
の
差
異
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
の
斑
が
生
じ
、
結
果
的
に

直
接
経
験
と
理
念
と
の
不
可
逆
的
な
関
係
と
、
理
念
の
日
常
生
活
の
実
践
へ
の

可
逆
的
な
関
係
を
を
取
り
違
え
や
す
く
な
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
直
接
経
験
と

理
念
と
の
関
係
が
極
端
に
相
対
化
さ
れ
た
場
面
に
お
い
て
は
、
直
接
経
験
と
理

念
に
お
け
る
遠
近
差
が
同
質
視
さ
れ
や
す
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

し
て
み
る
と
、
都
市
計
画
の
構
想
な
ど
に
お
け
る
設
計
者
の
巨
視
的
な
視
座

は
、
極
度
に
直
接
経
験
を
相
対
化
し
た
副
次
的
な
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
設
計
者
が
自
ら
構
想
し
て
い
る
計
画
地
を
俯
瞰
視
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
巨
視
的
な
視
座
そ
の
も
の
は
、
直
接
経
験
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

理
念
視
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
設
計
者
が
巨
視
的
な
視
座
を
直
観
と

混
同
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
転
倒
し
た
考
え
で
あ
る
（
７
）。
居
住
し
、
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
計
画
地
の
図
面
や
模
型
を
眺
め
お
ろ
す
直
接
経
験
と
、

現
地
に
植
栽
さ
れ
た
桜
の
枝
に
触
れ
る
直
接
経
験
は
、
た
と
え
理
念
上
ひ
と
つ

の
土
地
を
前
提
し
て
い
た
と
し
て
も
、
直
接
経
験
と
理
念
に
お
け
る
遠
近
差
と

段
階
は
異
な
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
直
接
経
験
を
言
述
、
記

述
す
れ
ば
、
そ
の
性
質
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
日
常

生
活
の
実
践
上
で
は
、
明
解
に
差
異
が
確
か
め
る
こ
と
が
可
能
な
直
接
経
験
と

理
念
に
お
け
る
遠
近
差
が
、
な
ぜ
庭
や
建
物
の
計
画
に
お
い
て
は
取
り
違
え
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
生
活
の
実
践
上
、
哲
学

な
ど
に
依
拠
し
な
い
か
ぎ
り
、
理
念
に
お
け
る
直
接
経
験
へ
の
基
づ
け
関
係
を

自
覚
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関
係
と
、
理
念
か
ら
日
常
生
活
の
実
践
へ

の
可
逆
的
な
関
係
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
先
験
的
に
受
動
さ
れ
て
い
る
。
言

い
換
え
る
と
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て

潜
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
先
述
の
不
可
逆
性
と
可
逆
性
に
特

段
注
意
す
る
こ
と
な
く
あ
ら
ゆ
る
実
践
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。つ
ま
り
、

わ
れ
わ
れ
が
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関
係
と
理
念
か
ら
日
常
生
活
の

実
践
へ
の
可
逆
的
関
係
を
〈
信
憑
（D

oxa

）〉
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
常

態
的
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
、
直
接
経
験
か
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ら
理
念
が
生
じ
そ
の
理
念
が
直
接
経
験
へ
と
反
映
さ
れ
る
と
い
う
往
還
関
係
を

〈
信
憑
〉
し
て
い
る
。
換
言
す
る
と
〈
信
憑
〉
と
は
、
す
べ
て
の
実
践
に
先
立

つ
前
提
で
あ
り
、
原
理
的
に
そ
れ
自
体
を
あ
か
ら
さ
ま
に
問
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
か
ら
研
究
材
料

を
借
用
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
〈
信
憑
〉
に
基
づ
い
て
い
る
。
先
経
験
的
か
つ
先

意
識
的
な
こ
の
〈
信
憑
〉
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
是
非

を
問
う
こ
と
自
体
は
無
意
味
で
あ
る
が
、
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関

係
を
転
倒
さ
せ
た
り
巨
視
的
な
視
点
を
直
観
と
錯
誤
さ
せ
た
り
す
る
可
能
性
を

反
省
す
る
契
機
と
な
る
。

　

実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
上
、
諸
科
学
が
厳
密
性
と
信
頼
性
を
損
ね
て
き

た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
信
憑
に
も
と
づ
く
転
倒
し
た
考
え
や
錯
誤
の
可
能
性
へ

の
配
慮
に
欠
い
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可

逆
的
な
関
係
と
遠
近
差
、
理
念
か
ら
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
可
逆
性
に
つ
い
て

殆
ど
配
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
が
直
接
経

験
と
理
念
の
関
係
を
あ
ら
か
じ
め
断
絶
し
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
前
提

で
あ
る
〈
信
憑
〉
を
度
外
視
し
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
諸
科
学

は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
か
ら
研
究
材
料
を
借
用
し
、
さ
ら
に
〈
信
憑
〉

に
し
た
が
っ
て
言
述
・
記
述
す
る
と
い
う
二
重
の
矛
盾
に
陥
っ
て
き
た
。
逆
を

い
う
と
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
の
時
間
の
流
れ
か
ら

切
り
離
し
つ
つ
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
依
拠
し
て
き
た
こ
と
で
、
あ

た
か
も
実
践
的
世
界
と
結
び
つ
い
た
永
遠
な
る
普
遍
的
な
知
を
装
っ
て
こ
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
実
践
的
世
界
に
お
け
る
土
地
に
関
す
る
言
述
・
記
述

を
目
指
す
う
え
で
は
、
そ
の
よ
う
な
矛
盾
を
抱
え
た
研
究
態
度
は
回
避
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

実
践
的
世
界
に
お
け
る
土
地
で
は
、
直
接
経
験
か
ら
生
じ
た
理
念
が
直
接
経

験
へ
と
反
映
さ
れ
る
と
い
う
往
還
関
係
が
は
た
ら
き
続
け
て
い
る
。
そ
の
往
還

関
係
と
は
、
複
数
主
観
の
相
互
に
よ
る
直
接
経
験
と
内
的
な
理
念
化
の
繰
り
返

し
で
あ
り
、
第
三
者
の
外
的
な
俯
瞰
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
も
そ
も
実
践
的
世
界
に
お
い
て
土
地
は
、
幾
何
学
的
空
間
の
よ
う
に
理
念
の

な
か
で
完
結
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
践
を
伴
う
時
間
の
流
れ
の
な
か
で
展

開
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
実
践
的
世
界
に
お
け
る
土
地
に
つ
い
て
の

言
述
・
記
述
は
、
原
理
的
に
永
遠
な
る
普
遍
的
な
知
に
な
り
得
な
い
。
実
践
知

が
「
学
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）」
と
な
る
た
め
に
は
、
前
科
学
的
か
つ
先
験
的

な
信
憑
の
位
相
か
ら
原
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

第
４
節　

補
注

（
１
） 

先
科
学(Vorw

issenschaft) 　
（
谷
徹
：
意
識
の
自
然
―
現
象
学
の
可

能
性
を
拓
く
：
勁
草
書
房
：
１
９
９
８
、２
７
頁
）

（
２
） 〝
根
無
し
草
の
状
態
〞
と
実
体
を
混
同
す
る
態
度
の
常
態
性
は
、
土
地
に

関
す
る
諸
科
学
者
の
集
団
内
に
お
い
て
当
然
の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
態
度
の
批
判
や
否
定
し
た
者
は
、
よ
ほ
ど
の
論
拠

が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
限
り
科
学
者
集
団
で
の
居
場
所
を
失
う
こ
と
に

な
る
。
科
学
者
集
団
内
だ
け
に
属
し
て
い
る
限
り
は
、
習
慣
的
に
身
に

付
い
た
標
榜
の
態
度
を
省
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
３
）
谷
徹
：
前
掲
載
書
：
２
１
頁

（
４
）
谷
徹
：
前
掲
載
書
：
３
６
頁

（
５
） 

言
述
・
記
述
は
理
念
の
形
態
の
一
つ
で
あ
り
、
厳
密
に
い
え
ば
「
理
念

の
記
述
」
と
は
同
語
反
復
（
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
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便
宜
上
、
同
語
反
復
を
認
め
て
い
る
。

（
６
）
谷
徹
：
前
掲
載
書
：
３
７
頁

（
７
） 
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、『
知
覚
の
現
象
学
』
に
お
い
て
同
様
の
こ
と
を

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
し
た
が
っ
て
、
望
み
の
ま
ま
に
己
を
シ

リ
ウ
ス
星
に
で
も
地
球
の
表
面
に
で
も
置
く
こ
と
が
で
き
る
思
惟
的
主

観
と
し
て
の
我
れ
の
底
に
、
自
然
的
我
れ
と
で
も
い
っ
た
も
の
が
あ
っ

て
、
こ
れ
が
そ
の
地
球
上
の
状
況
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
絶

対
的
な
価
値
づ
け
を
素
描
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
知
覚
の
現
象
学
、

３
５
０
頁
）
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第
５
節　

 
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
に
伴
う
信
憑
と
原
信
憑
の

事
前
理
解
の
必
然
性

第
１
項　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
と
哲
学
と
の
邂
逅

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
が
、
日
常
生
活
の
実
践
と
結
び
つ
い
た
「
学

（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）」
と
な
る
に
は
、
複
数
の
主
観
に
よ
る
内
的
な
〝
実
践
的

世
界
〞
の
記
述
を
前
科
学
的
か
つ
先
験
的
な
〈
信
憑
（D

oxa

）〉
の
位
相
か
ら

裏
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
煩
瑣
か
つ
雑
然
と
し
た
日
常
生
活
の
実
践

の
出
来
事
の
記
述
と
哲
学
に
お
け
る
真
理
の
探
求
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
庭
石
の
設
置
や
庭
木
の
手
入
れ
と

い
っ
た
実
践
の
出
来
事
は
、
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
や
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
ら
の

哲
学
的
思
想
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
普
遍
的
な
知
と
な
り
え
る
と
い
う
発
案

で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
取
り
組
み
は
、〝
実
践
知
の
学
〞
と
呼
び
た
い
。
本
節

で
は
、
一
旦
哲
学
の
水
準
の
議
論
に
移
行
し
、
最
終
的
に
諸
科
学
の
水
準
へ
戻

る
こ
と
に
な
る
。

　

庭
石
の
設
置
や
庭
木
の
手
入
れ
は
、一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
『
省
察
』
の
〈
コ

ギ
ト
・
エ
ル
ゴ
・
ス
ム
（
我
考
え
る
ゆ
え
に
我
あ
り
）〉
や
『
純
粋
理
性
批
判
』

の
〈
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
（
二
律
背
反
）〉
な
ど
と
い
っ
た
哲
学
の
真
理
と
連
関
を

見
い
だ
せ
る
の
か
。
こ
の
取
り
組
み
は
、一
見
途
方
も
な
く
馬
鹿
げ
て
み
え
る
。

そ
も
そ
も
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
哲
学
の
真
理
の
探
求
は
、
互
い
に
異

な
る
位
相
に
対
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
双
方
を
同
一
視
し
接
点
を
見
出
す
こ

と
は
、
矛
盾
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
〝
実
践
知
の
学
〞
は
、
デ
カ
ル
ト
や
カ

ン
ト
ら
に
よ
る
哲
学
の
思
想
を
、
実
践
の
出
来
事
に
直
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

数
あ
る
科
学
に
言
及
し
た
哲
学
の
な
か
で
、
現
象
学
の
一
部
で
は
実
践
に
つ

い
て
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
庭
石
の
設
置
や
庭
木
の
手

入
れ
と
い
っ
た
位
相
の
事
柄
で
な
い
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
学
の
危
機
と
超
越
論
的
現
象
学
』
に
お
い
て
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

幅
広
く
科
学
分
野
が
〝
危
機
〞
の
渦
中
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
土
地
に
関
す
る

諸
科
学
者
が
現
象
学
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
直
接
経
験
と
理
念
の
混
同

は
根
本
的
に
反
省
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
１
）（
２
）（
３
）。

　

近
年
、
現
象
学
的
質
的
研
究
（
４
）
で
は
、
自
然
科
学
で
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
な
い
出
来
事
に
対
し
て
（
５
）、
臨
床
・
実
践
と
い
っ
た
直
接
経
験
さ
れ
る
出

来
事
の
解
明
あ
る
い
は
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
で
は
、臨
床
・

実
践
と
い
っ
た
直
接
経
験
の
研
究
と
自
然
科
学
研
究
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は

探
求
さ
れ
て
い
な
い
。
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
現
象
学
を
含
む
哲
学
な

ら
び
に
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
自
然
科
学
の
関
係
性
が
ど
う
あ
る
か
を
理
解

す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
フ
ッ
サ
ー
ル
の
提
唱
の

経
緯
か
ら
み
て
、
現
象
学
と
自
然
科
学
と
の
の
関
係
性
は
浅
く
な
い
。
な
か
で

も
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
行
っ
た
講
義
「
人

間
の
科
学
と
現
象
学
」
は
、
哲
学
と
科
学
の
関
係
性
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討

を
行
っ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
冒
頭
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
の
哲
学
的
努
力
の
真
意
は
、〝
哲
学
の
危
機
〞
と
〝
人
間
に
関

す
る
諸
科
学
の
危
機
〞
と
、
さ
ら
に
は
〝
科
学
一
般
の
危
機
〞
と
を
同
時
に

解
決
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。（
人
間
の
科
学
と
現
象
学
、
３
６
頁
）

　

こ
こ
で
〝
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
〞
と
〝
科
学
一
般
〞
が
区
分
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
後
者
に
自
然
科
学
が
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
哲
学
研

53



究
者
か
ら
み
る
と
、「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
は
講
義
録
と
し
て
の
評
価
を

出
な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
危
機
書
』
や
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
に
み
ら

れ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
遺
稿
な
ど
を
抽
出
し
た
拙
速
な
主
張
、
あ
る
い
は
メ
ル
ロ

＝
ポ
ン
テ
ィ
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
〝
児
童
心
理
学
お
よ
び
教
育
学
〞
の
講
義

担
当
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
講
義
（
１
９
４
９
―
５
２
））
と
し
て
の
職
務
上
の
要
請

に
よ
る
便
宜
的
な
哲
学
と
諸
科
学
の
関
連
性
の
紹
介
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
よ

う
。
し
か
し
な
が
ら
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、『
行
動
の
構
造
』
以
来
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
諸
科
学
へ
の
関
心
を
示
し
て
お
り
、「〝
現
象
学
〞
と
〝
人
間
の
科

学
〞
の
関
係
を
採
り
上
げ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」（
前
掲
書
：
３
６
頁
）
こ
と

が
表
面
的
な
関
心
事
と
は
い
え
ま
い
。

　
「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
で
は
、「
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
の
思

考
は
、
現
在
に
根
を
お
ろ
す
こ
と
の
な
い
永
遠
の
思
考
に
も
な
ら
ず
、
と
言
っ

て
明
日
は
ほ
か
の
出
来
事
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
べ
き
運
命
を
も
っ

た
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
身
に
は
何
ら
固
有
の
価
値
も
な
い
単
な
る
一
つ
の
出

来
事
に
も
な
ら
な
い
で
す
む
か
、
と
い
う
問
題
」（
前
掲
書
：
１
３
９
頁
）
を

哲
学
と
科
学
一
般
が
共
有
し
て
お
り
、
相
互
に
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
哲
学
者
と
諸
科
学
者
の
歩
み
寄
り
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
両
者
に
よ
る
関
心
の
不
一
致
に
よ
っ
て
、

そ
の
実
現
は
い
ま
だ
に
足
踏
み
状
態
に
あ
る
。

　

本
章
で
は
、
―
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
直
接
の
意
志
と
あ
る
意
味
で

逸
脱
し
て
―
「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
が
現
象
学
の
哲
学
側
と
科
学
一
般
の

両
面
仕
立
て
の
読
み
方
を
導
入
す
る
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、『
行
動
の
構
造
』

の
自
然
を
つ
う
じ
て
言
及
さ
れ
た
三
元
性
の
議
論
か
ら
、
哲
学
と
人
間
に
関
す

る
諸
科
学
な
ら
び
に
自
然
科
学
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
解
明
を
試
み
る
（
６
）。

第
２
項　

 

人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
哲
学
に
お
け
る
〝
危
機
〞
と
そ
の
乗
り
越

え
の
意
味

（
１
）　

科
学
一
般
と
哲
学
と
の
相
反
し
た
関
係
に
露
見
す
る
〝
危
機
〞

　
「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
は
、
全
体
に
わ
た
り
「
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
」

と
い
っ
た
付
言
に
よ
り
展
開
す
る
。
同
書
で
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
『
危
機
書
』

に
お
い
て
指
摘
し
た
〝
危
機
〞
の
乗
り
越
え
に
お
け
る
、
哲
学
と
人
間
に
関
す

る
諸
科
学
と
の
関
係
性
を
問
題
視
し
、
現
象
学
を
含
む
哲
学
と
人
間
に
関
す
る

諸
科
学
の
ひ
と
つ
で
あ
る
心
理
学
と
の
相
互
関
係
に
言
及
さ
れ
る
。

　

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
へ
譲
歩
す
る
こ
と
な
く「〈
現

象
学
〉
と
〈
人
間
の
科
学
〉
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
と
」（
前
掲
書
：

３
６
頁
）
し
た
こ
と
は
、当
時
ク
ル
ト
・
コ
フ
カ
や
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
、ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ビ
ン
ス
ワ
ン
ガ
ー
な
ど
優
れ
た
心
理
学
者
や
医
学
者
が
「
現
象
学

に
対
す
る
負
債
を
あ
か
ら
さ
ま
に
認
め
て
」（
前
掲
書
：
４
４
頁
）
研
究
を
行

い
、
逆
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
シ
ュ
ッ
ツ
が
現
象
学
の
立
場
か
ら
社
会
学
を
論
じ

た
動
き
な
ど
と
一
線
を
画
し
て
い
た
。メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
ね
ら
い
は
、フ
ッ

サ
ー
ル
が
指
摘
し
た
〝
危
機
〞
を
厳
密
な
意
味
で
引
き
受
け
、
哲
学
と
人
間
に

関
す
る
諸
科
学
と
が
関
係
を
結
ぶ
う
え
で
特
別
な
配
慮
を
す
る
こ
と
の
必
要
性

に
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
が
設
定
す
る
立
ち
位
置
は
、
根
本
的
に

異
な
っ
て
い
る
。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
る
と
、
哲
学
と
心
理
学
や
社
会
学

と
い
っ
た
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
が
同
じ
土
俵
に
上
が
る
に
は
、た
が
い
に「
理

性
と
実
存
と
の
結
び
つ
き
を
認
め
」（
前
掲
書
：
１
４
４
頁
）る
こ
と
に
よ
り〈
現

象
学
的
実
証
主
義
〉
と
い
う
立
場
を
も
つ
必
要
性
が
あ
る
。
人
間
に
関
す
る
諸

科
学
は
、経
験
的
な
も
の
と
形
相
学
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
ら
は
「
物

理
学
と
幾
何
学
・
数
学
」
あ
る
い
は
「
社
会
学
と
統
計
学
」
の
関
係
に
比
定
さ
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れ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
を
中
心
と
す
る
議
論
の
な
か
に
自

然
科
学
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

経
験
的
な
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
は
、「
科
学
以
前
の
経
験
か
ら
借
り
て
き

た
混
乱
し
た
概
念
」
や
「
常
識
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
概
念
」（
前
掲
書
：
７
７
頁)

を
そ
の
ま
ま
反
省
な
く
用
い
て
い
る
か
ぎ
り
、
科
学
と
し
て
の
厳
密
性
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
諸
科
学
者
は
、
い
く
ら
物
証
や
数
値
を
根
拠
に
据
え
よ

う
と
個
別
の
経
験
に
執
着
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
記
述
は
個
人
経
験
の
説
明

の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
。
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
に
心
理
的
、
社
会
的
、
歴

史
的
意
味
を
与
え
る
に
は
、「
現
象
学
的
反
省
に
よ
っ
て
心
的
な
も
の
と
接
触
」

（
前
掲
書
：
７
６
頁
）
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
つ
ね
に
日
常
生

活
に
没
入
し
た
状
態
に
あ
り
、
経
験
の
根
源
に
立
ち
返
る
意
志
を
も
た
な
い
諸

科
学
者
が
自
ら
〈
現
象
学
的
反
省
〉
を
行
う
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。

　

形
相
的
な
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
真
理
や
普
遍
性
・
原
理
が
探
求
さ

れ
る
。「
本
質
と
は
、
そ
れ
が
現
れ
る
個
別
的
「
状
況
」
を
通
じ
て
し
か
接
近

で
き
な
い
も
の
」（
前
掲
書
：
１
４
５
頁
）
で
あ
る
以
上
、
事
実
や
経
験
に
即

し
た
経
験
的
な
人
間
の
科
学
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば
「
現
在
に
根

を
お
ろ
す
こ
と
の
な
い
永
遠
の
思
考
」
あ
る
い
は
「
根
な
し
草
」（
前
掲
書
：

頁
４
７
）
状
態
と
な
る
。
む
ろ
ん
現
象
学
的
質
的
研
究
な
ど
で
は
、
哲
学
の
立

場
で
直
接
事
実
を
引
き
受
け
、
現
象
学
的
反
省
を
と
お
し
て
そ
の
本
質
に
言
及

し
て
い
る
事
例
が
あ
り
（
７
）（
８
）、
経
験
的
な
人
間
の
科
学
の
研
究
成
果
に
依
拠

す
る
必
然
性
は
な
い
。

　

哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
が
事
実
を
引
き
受
け
る
う
え
で
は
、
事
実
に
伴
っ

て
数
多
く
の
人
々
の
心
理
、
社
会
、
歴
史
と
の
関
わ
り
が
で
き
る
た
め
、
お
の

ず
と
両
者
は
他
の
哲
学
研
究
者
や
諸
科
学
者
と
の
「
対
話
の
状
況
」（
前
掲
書
：

５
３
頁
）
に
置
か
れ
る
。
そ
の
結
果
、
形
相
的
な
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
経

験
的
な
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
の
仕
事
は
、
社
会
学
と
統
計
学
が
補
完
関
係
に

あ
る
よ
う
に
両
立
す
る
一
対
の
関
係
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
哲
学
に
よ
る
真
理
や

普
遍
性
・
原
理
の
研
究
は
、
い
き
な
り
日
常
生
活
の
経
験
を
超
越
し
た
「
内
具

的
〔
＝
そ
の
も
の
に
本
質
的
に
そ
な
わ
っ
た
〕
真
理
」（
前
掲
書
：
３
８
頁
）

の
水
準
で
展
開
さ
れ
る
た
め
、
哲
学
研
究
者
と
直
接
経
験
に
近
い
立
場
に
あ
る

諸
科
学
者
は
、
互
い
に
関
係
を
も
つ
ま
で
も
な
く
隔
絶
状
態
に
陥
る
。
従
来
の

哲
学
と
諸
科
学
の
関
係
は
、
ど
ち
ら
か
が
も
う
一
方
の
研
究
成
果
を
利
用
す
る

か
、
よ
き
理
解
者
に
な
る
こ
と
が
せ
い
ぜ
い
の
限
界
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
相
反
し
た
関
係
に
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
哲
学
の
危
機
的
状
態
が
露

呈
し
て
い
る
。
心
理
学
・
社
会
学
・
歴
史
学
な
ど
の
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
は
、

研
究
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
て
、
永
く
思
考
や
精
神
の
原
理
を
問
い
続
け
て
き
た

哲
学
を
人
間
生
活
の「
外
的
諸
条
件
の
複
合
作
用
の
結
果
と
し
て
示
そ
う
と
し
」

（
前
掲
書
：
３
７
頁
）、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
科
学
主
義
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
結

果
、諸
科
学
は
自
ら
の
科
学
の
基
礎
づ
け
を
懐
疑
へ
と
陥
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
精
神
の
内
具
的
真
理
を
保
有
し
て
き
た
哲
学
は
、
当
時
、
進
歩
の

著
し
か
っ
た
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
に
よ
っ
て
、
精
神
と
は
心
理
・
社
会
・
歴

史
な
ど
の
外
的
な
諸
条
件
に
も
と
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
激
し
く
主
張
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
お
の
れ
を
正
当
化
す
べ
き
一
切
の
根
拠
を
失
っ
て
」（
前

掲
書
：
３
８
頁
）
い
た
。

　

人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
哲
学
の
危
機
と
は
、
両
者
が
基
礎
づ
け
を
相
殺
し

た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
懐
疑
に
陥
っ
た
状
況
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
生
じ
る
非
合
理
状
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
哲
学
と
科
学
一
般
お
よ
び
人

間
に
関
す
る
諸
科
学
が
〝
共
存
〞
関
係
に
な
る
よ
う
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

究
極
的
に
そ
れ
は
、
晩
年
の
フ
ッ
サ
ー
ル
が
問
題
に
し
て
い
た
「
心
理
学
（
人

間
の
諸
科
学
）と
哲
学
と
の
あ
い
だ
に
途
を
見
出
そ
う
と
い
う
こ
と
」（
前
掲
書
：
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１
３
９
頁
）
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
危
機
の
乗
り
越
え
の
意
義
を
解
く
の
は

哲
学
研
究
者
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
危
機
の
乗
り
越
え
は
、
哲
学
研
究

者
と
諸
科
学
者
が
歩
み
を
そ
ろ
え
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
年
の
課

題
で
あ
る
。

（
２
）　�

哲
学
と
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
・
自
然
科
学
を
ふ
た
た
び
結
び
つ
け
る

合
理
性
の
再
考

　

科
学
一
般
で
は
、
各
科
学
が
対
象
と
す
る
領
域
を
恣
意
的
に
設
定
し
自
ら
が

属
す
る
科
学
の
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ

の
専
門
母
型
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
）（
９
）
を
科
学
者
集
団
内
で
承
認
す
る
こ
と
が
当

然
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
科
学
研
究
は
専
門
母
型
を
前
提
と
し
た
態
度
に
も
と

づ
い
て
お
り
、
そ
の
記
述
は
実
践
的
世
界
か
ら
す
べ
て
の
情
報
を
得
つ
つ
も
特

定
の
歴
史
・
土
地
へ
の
内
属
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
わ
れ
わ
れ
は
、

庭
と
建
物
、
内
装
、
調
度
品
を
ひ
と
つ
の
実
践
的
世
界
の
時
間
の
流
れ
の
な
か

で
経
験
す
る
が
、
諸
科
学
で
は
、
直
接
経
験
上
は
一
体
で
あ
る
住
ま
い
を
各
専

門
母
型
に
準
じ
て
切
り
刻
み
、
さ
ら
に
恣
意
的
に
再
構
成
し
て
、
そ
の
概
念
を

科
学
者
集
団
の
内
外
で
了
承
さ
せ
る
よ
う
画
策
し
て
い
る
。

　

家
屋
内
に
土
間
が
巡
ら
さ
れ
た
農
家
や
町
家
の
建
物
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ

う
に
、
庭
と
建
物
に
は
物
質
的
な
境
界
は
な
い
。
そ
れ
は
心
的
に
、
つ
ま
り
は

言
語
に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
て
い
る
。
庭
や
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
事
実

存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
隔
た
り
な
く
ア
フ
ォ
ー
ド
（
１
０
）

さ
れ
て
い
る
。
学
際
的
研
究
の
取
り
組
み
の
多
く
が
失
敗
す
る
の
は
、
諸
科
学

者
が
、
研
究
に
必
要
な
情
報
を
万
人
と
同
じ
く
日
常
生
活
に
お
け
る
直
接
経
験

か
ら
取
得
し
な
が
ら
、
研
究
を
取
り
ま
と
め
る
段
階
に
な
る
と
そ
の
事
実
を
な

か
っ
た
こ
と
に
し
て
、
専
門
母
型
ご
と
に
真
理
を
装
っ
た
概
念
を
特
定
の
科
学

者
集
団
の
み
な
ら
ず
社
会
一
般
の
人
々
に
ま
で
喧
伝
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
か
ぎ
ら
れ
た
集
団
の
内
部
で
考
案
さ
れ
た
恣
意
的
な
科
学
概
念

の
乱
立
と
、
そ
れ
か
ら
距
離
を
置
く
哲
学
と
の
相
反
す
る
関
係
を
回
避
す
る
た

め
に
は
、
諸
科
学
者
と
哲
学
者
が
と
も
に
生
活
「
世
界
に
結
び
つ
け
て
い
る
鎖

を
否
認
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
そ
う
し
た
結
び
つ
き
を
見
る
こ
と
、
意
識

す
る
こ
と
」（
前
掲
書
：
４
８
頁
）
が
必
要
で
あ
る
。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に

よ
る
と
、
そ
の
意
識
こ
そ
が
〈
現
象
学
的
還
元
〉
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う

な
意
識
の
結
果
、「〈
哲
学
〉
と
〈
科
学
一
般
〉
と
〈
人
間
の
科
学
〉
と
を
ふ
た

た
び
可
能
に
し
、そ
れ
ら
諸
学
の
基
礎
と
合
理
性
の
基
礎
を
考
え
な
お
す
こ
と
」

（
前
掲
書
：
３
８
頁
）
が
で
き
る
。
つ
ま
り
危
機
を
乗
り
越
え
た
後
の
諸
科
学

者
と
哲
学
者
は
、
お
互
い
が
外
的
諸
条
件
と
内
具
的
真
理
へ
の
意
志
か
ら
出
発

し
つ
つ
も
、
双
方
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
実
践
的
世
界
と
の
鎖
、
す
な
わ
ち

特
定
の
歴
史
・
土
地
と
地
続
き
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、「
理
性
と
実
存
と
の

結
び
つ
き
」
の
な
か
で
万
人
の
反
復
を
可
能
と
す
る
〝
実
践
的
妥
当
性
〞
を
導

出
す
る
研
究
態
度
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

時
間
の
過
ご
し
方
は
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
時
間
へ
の
内
属
は
万
人
に
共
通

す
る
。
哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
は
、
そ
れ
を
自
覚
し
、
直
接
経
験
の
水
準
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
「
人
類
の
思
考
法
則
」
あ
る
い
は
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の
思

考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
」（
前
掲
書
：
５
１
頁
）
に
互
い
の
共
存
関
係
の
〝
根
源
〞

と
な
る
よ
う
な
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
根
源
の
よ
う
な
も

の
と
は
、
直
接
経
験
の
水
準
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
イ
デ
ア
や
超

人
間
的
な
思
考
で
も
社
会
一
般
的
な
常
識
や
先
入
観
に
も
と
づ
く
も
の
で
も
な

い
。
そ
れ
は
〈
間
主
観
的
（intersubjectivité

）〉
な
態
度
（
前
掲
書
：
３
５
頁
）

に
お
い
て
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

身
体
を
も
っ
た
わ
た
し
個
人
の
意
識
が
別
の
身
体
を
も
っ
た
他
者
の
意
識
と

交
わ
る
時
、
双
方
の
意
識
の
交
点
が
互
い
の
中
間
に
あ
る
と
い
う
出
来
事
は
、
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わ
れ
わ
れ
が
自
覚
す
る
こ
と
な
く
先
験
的
に
成
立
し
て
い
る
。意
志
の
疎
通
は
、

わ
た
し
の
主
観
と
他
者
の
主
観
と
の
間
で
、
つ
ま
り
は
間
主
観
的
に
成
立
す
る

と
い
う
前
提
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
根
源
的
に
〈
す
べ
て
の
人

間
〔
の
思
考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
〉
で
あ
り
、
哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
の
別

に
関
わ
る
こ
と
な
く
原
的
に
働
い
て
い
る
。
現
象
学
的
反
省
を
経
た
諸
科
学
者

は
、
科
学
の
専
門
母
型
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
が
な
く
な
り
、
哲
学
を
と
お
し
て

前
述
の
法
則
と
の
照
合
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
永
遠
の
思
考
」
で
も
「
そ

れ
自
身
に
は
何
ら
固
有
の
価
値
も
な
い
単
な
る
一
つ
の
出
来
事
」
に
も
な
ら
な

い
研
究
態
度
へ
と
導
か
れ
る
。

第
３
項　

諸
科
学
の
記
述
に
お
い
て
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
を
尊
重
す
る
意
味

　

哲
学
な
ら
び
に
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
自
然
科
学
の
結
び
つ
き
、
そ
れ
が

あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
哲
学
な
ら
び
に
科
学
一
般
の
立
ち

位
置
は
、
恣
意
性
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
の
か
、
自
ず
と
異
な
っ
て
く
る
の

か
。「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
に
は
、
哲
学
な
ら
び
に
人
間
に
関
す
る
科
学

と
自
然
科
学
に
通
底
す
る
「
人
類
の
思
考
法
則
」
あ
る
い
は
「
す
べ
て
の
人
間

〔
の
思
考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
」
の
展
開
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
現
象
学
的
還
元
を
「〔
現
実
世
界
と
の
あ
い
だ
に

交
わ
さ
れ
た
〕
契
約
」
と
い
い
、
そ
れ
が
「
わ
れ
わ
れ
の
思
考
と
わ
れ
わ
れ
の

個
性
的
な
物
理
的
・
社
会
的
状
態
と
の
あ
い
だ
の
、
生
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た

裂
け
目
（
前
掲
書
：
６
３
頁
）」
で
あ
る
と
述
べ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
が
身
体
を
と
お
し
て
物
理
的
な
領
域
と
社
会
的
（
人
間
的
）
領
域
と

の
間
に
契
約
の
よ
う
な
も
の
を
交
わ
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
生

命
的
・
物
理
的
・
人
間
的
な
事
柄
が
―
能
動
的
か
受
動
的
で
あ
る
か
は
と
も
か

く
と
し
て
―
何
ら
か
の
働
き
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

こ
の
古
典
的
二
律
背
反
に
お
け
る
即
自
・
対
自
と
い
う
二
元
論
を
回
避
し
た

考
え
方
は
、『
行
動
の
構
造
』
に
お
い
て
、
分
離
困
難
な
全
体
と
い
う
概
念
を

通
じ
た
三
元
性
の
議
論
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
自
然
研
究
の
一
部
と
し
て
加
國
尚
志
に
よ
っ
て
詳
述
さ

れ
て
い
る
（
１
１
）。

　

自
然
科
学
で
は
、
動
物
の
行
動
を
物
理
的
世
界
の
結
果
と
み
な
し
て
物
理
的

場
だ
け
の
記
述
が
試
み
ら
れ
る
。
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
は
物
理
的
な
場
で

生
じ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、
生
命
的
な
秩
序
や
精
神
的
な
価
値
・
意
味
ま
で
が

一
括
り
に
さ
れ
、
す
べ
て
量
で
推
し
測
っ
て
記
述
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

自
然
科
学
の
実
験
の
結
果
に
お
い
て
は
、
あ
き
ら
か
に
あ
る
活
動
に
特
有
の
意

味
と
価
値
を
も
っ
た
生
理
的
な
場
と
心
的
な
場
と
呼
べ
る
構
造
の
働
き
が
報
告

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
指
摘
す
る
。
自
然
科
学
で
は
、
こ

の
生
理
的
な
場
と
心
的
な
場
に
お
け
る
構
造
の
働
き
を
不
都
合
と
す
る
。
諸
科

学
者
ら
は
不
都
合
な
実
験
結
果
の
理
論
操
作
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
理
的

な
場
で
生
じ
た
出
来
事
に
書
き
換
え
よ
う
と
す
る
。

　

庭
に
関
す
る
科
学
に
お
け
る
〝
作
庭
意
図
〞、
建
築
学
に
お
け
る
建
築
の
独

立
性
、
景
観
研
究
に
お
け
る
文
化
的
景
観
を
事
実
存
在
す
る
も
の
と
し
て
捉
え

た
研
究
で
は
、
同
様
の
書
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
庭
や
建
築
、
景
観
と

い
っ
た
人
間
の
行
動
と
関
わ
り
を
も
っ
た
出
来
事
を
研
究
対
象
と
す
る
諸
科
学

者
は
、
心
的
な
場
や
生
理
的
な
場
を
自
然
科
学
の
研
究
態
度
で
記
述
す
る
こ
と

が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
を
殆
ど
自
覚
し
て
い
な
い
。

　

メ
ル
ロ=
ポ
ン
テ
ィ
は
、
諸
科
学
者
に
よ
る
こ
の
書
き
換
え
の
意
志
に
こ

そ
、諸
科
学
と
哲
学
と
の
あ
い
だ
に
途
を
開
く
た
め
の
示
唆
が
あ
る
と
述
べ
る
。

ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
や
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
な
ど
の
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生
物
学
者
は
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
言
及
す
る
と
こ
ろ
の
生
理
的
場
の
構
造

を
伝
統
的
な
自
然
科
学
の
研
究
領
域
に
取
り
入
れ
た
。
結
果
的
に
そ
の
取
り
組

み
は
、
自
然
と
精
神
、
心
と
身
体
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
二
元
論

に
楔
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
「
人
間
の
科
学
の
原
理
そ
の

も
の
で
あ
る
〝
外
面
性
〞
と
哲
学
の
条
件
を
な
す
〝
内
面
性
〞」
と
い
う
構
図

が
無
効
化
し
、
そ
の
二
面
性
の
中
間
に
第
三
の
秩
序
と
し
て
〈
生
命
的
秩
序
〉

が
切
り
開
か
れ
る
。

　

こ
う
し
て
哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
は
、
実
質
的
に
自
ら
の
立
場
を
〝
外
面

性
〞
と
〝
内
面
性
〞
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
置
く
必
然
性
が
失
わ
れ
る
。
メ
ル
ロ

＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、
こ
う
し
た
科
学
の
進
歩
を
受
容
し
た
上
で
、
科
学
の
使
命
は
、

物
質
の
秩
序
・
生
命
の
秩
序
・
精
神
の
秩
序
に
統
合
さ
れ
る
〈
構
造
の
三
つ
の

タ
イ
プ
〉
を
そ
れ
ぞ
れ
尊
重
し
、「
量
・
秩
序
・
価
値
な
い
し
意
味
」（
行
動
の

構
造
：
１
９
６
頁
）
を
整
理
し
つ
つ
も
統
合
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
現
象
を
記
述
す

る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
諸
科
学
者
は
、
自
ら
が
志
向
す
る
科
学

的
関
心
事
が
、
前
述
し
た
三
つ
の
秩
序
の
ど
の
よ
う
な
影
響
下
に
あ
る
か
を
自

覚
し
、
あ
る
事
象
・
経
験
に
お
い
て
そ
れ
ら
秩
序
の
相
互
依
存
関
係
を
解
明
す

る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
な
か
で
従
来
の
自
然
科
学
は
主
と
し
て
〝
物

質
の
秩
序
〞
あ
る
い
は
〈
生
命
的
秩
序
〉、
人
間
の
諸
科
学
は
主
に
〝
精
神
の

秩
序
〞
を
意
識
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
の
ど
れ

か
一
つ
に
意
識
が
傾
け
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
諸
科
学
者
が
研
究
を
行
う
う
え

で
、
他
の
二
つ
の
秩
序
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
軽
視
も
し

く
は
無
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
庭
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
実
践
的
世
界
が
い
か
に
前
述

の
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
の
絡
み
あ
い
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
か
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
庭
は
、
庭
石
や
池
水
・
天
候
な
ど
が
属
す

る
〈
物
質
の
秩
序
〉、
庭
の
所
有
者
や
庭
師
の
身
体
・
庭
木
・
水
鳥
な
ど
が
属

す
る
〈
生
命
の
秩
序
〉、
社
会
的
要
請
や
職
人
言
葉
、
文
化
（
１
２
）
な
ど
が
属
す

る
〈
精
神
の
秩
序
〉
が
分
け
隔
て
な
く
絡
み
あ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
庭
は
、
特

定
の
歴
史
と
時
間
に
内
属
し
て
お
り
、
維
持
管
理
・
庭
造
り
な
ど
そ
の
継
承
に

か
か
る
制
約
や
条
件
が
多
く
、
そ
の
ど
れ
ひ
と
つ
へ
の
配
慮
を
欠
い
て
も
、
庭

で
生
じ
て
い
る
現
象
を
厳
密
に
記
述
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
行

為
、
諸
科
学
も
そ
の
継
承
に
か
か
っ
て
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
先
述
の
よ
う
な

制
約
や
条
件
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
従
来
の
諸
科
学
は
、

恣
意
的
に
い
ず
れ
か
の
制
約
や
条
件
を
偏
重
し
て
き
た
。

　

結
果
的
に
諸
科
学
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
否
応
な
く
〈
構
造
の
三
つ
の
タ

イ
プ
〉
の
整
理
と
そ
の
す
べ
て
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
〈
精
神
の

秩
序
〉
は
当
然
と
し
て
、時
間
に
内
属
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
〈
物
質
、

生
命
の
秩
序
〉
も
、間
主
観
的
な
経
験
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
直
接
経
験
を
度
外
視
し
た
純
粋
な
〈
物
質
、生
命
の
秩
序
〉
と
い
っ

た
も
の
は
記
述
し
よ
う
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
必
然
的

に
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
の
す
べ
て
に
配
慮
し
た
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の

思
考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
」
に
依
拠
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
４
項　

発
生
的
現
象
学
の
展
開
可
能
性

（
１
）�「
超
越
論
的
間
主
観
性
」
に
も
と
づ
い
た
実
践
的
世
界
を
言
述
・
記
述
す

る
手
法
の
着
想

　

哲
学
な
ら
び
に
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
自
然
科
学
の
結
び
つ
き
へ
の
問
い

は
、
結
果
的
に
諸
科
学
者
と
哲
学
研
究
者
を
供
に
「
世
界
に
結
び
つ
け
て
い
る

鎖
」、
つ
ま
り
は
〈
信
憑
（D

oxa

）〉
の
は
た
ら
き
を
意
識
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
際
立
た
せ
た
。
さ
ら
に
こ
の
鎖
の
結
び
つ
き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
に
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か
か
わ
ら
ず
働
き
続
け
て
い
る
〈
原
信
憑
（U

rdoxa

）〉
が
潜
在
し
て
い
る
。

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
指
摘
し
た
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
に
対
応
す
る
根

源
的
に
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の
思
考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
」
も
、「
信
念
確
実

性
・
確
信
に
満
ち
た
信
念
」
に
通
ず
る
〈
原
信
憑
〉
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、〈
受
動
的
綜
合
（passive Synthesis

）〉
や
〈
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
（Gestalt

）〉

な
ど
と
い
っ
た
原
的
な
規
則
性
で
あ
る
。〈
信
憑
〉
を
念
頭
に
置
い
て
直
接
経

験
の
水
準
か
ら
の
記
述
を
行
う
こ
と
は
、「
理
性
と
実
存
と
の
結
び
つ
き
を
認

め
」
る
こ
と
で
あ
り
、
現
象
学
が
目
指
す
「
現
に
あ
る
が
ま
ま
で
の
わ
れ
わ
れ

の
経
験
の
直
接
的
記
述
の
試
み
（
知
覚
の
現
象
学
１
：
Ⅰ
頁
）」
に
不
可
欠
と

さ
れ
る
。

　

フ
ッ
サ
ー
ル
が
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
人
間
に
関
す

る
諸
科
学
と
自
然
科
学
の
研
究
は
そ
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
隠
れ
た
志
向
的
な

働
き
で
あ
る
数
・
述
語
的
な
事
態
・
目
的
・
作
品
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
て
い

る
（
１
２
）。
科
学
一
般
の
研
究
成
果
は
、
ど
れ
ほ
ど
高
次
に
な
ろ
う
と
、
先
験
的

に
こ
の
〈
信
憑
〉
に
も
と
づ
く
こ
と
に
な
る
。
実
践
的
世
界
を
素
朴
に
〈
信
憑
〉

し
た
状
態
で
は
、
い
か
な
る
記
述
も
個
人
的
な
見
解
や
意
見
の
延
長
線
上
に
あ

る
。

　

科
学
一
般
が
一
貫
し
た
本
質
的
普
遍
性
を
も
っ
た
研
究
成
果
を
蓄
積
し
て
い

く
た
め
に
は
、
現
象
学
的
還
元
を
遂
行
し
、
志
向
的
地
平
に
依
拠
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
科
学
一
般
に
お
い
て
は
、
実
践
的
世
界
の
構
成
が
超
越
論
的
主

観
性
の
〈
信
憑
〉
に
も
と
づ
く
と
い
う
前
提
を
、
研
究
の
根
底
に
置
い
て
い
な

い
。
つ
ま
り
科
学
一
般
が
絶
対
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、「
あ
ら
ゆ

る
世
界
内
部
的
な
客
観
性
に
先
行
し
、
そ
れ
ら
を
担
っ
て
い
る
、
そ
れ
自
体
で

最
初
の
存
在
は
、
超
越
論
的
な
間
主
観
性
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
式
に
お
い
て
共
同
化
さ
れ
る
モ
ナ
ド
の
全
体
」（
１
３
）
を
研
究
の
最
前
提

と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

結
果
的
に
そ
れ
は
、
実
践
知
の
学
の
可
能
性
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
。

実
践
知
の
学
の
可
能
性
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
哲
学
の
真
理
と
日
常
生
活

の
実
践
の
出
来
事
と
の
往
還
関
係
を
い
か
に
し
て
成
立
さ
せ
る
か
、
そ
れ
が
鍵

と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

 　

世
界
を
普
遍
的
で
主
題
的
な
領
野
と
し
て
所
持
す
る
こ
と
と
は
、
す
な

わ
ち
自
然
に
世
界
の
内
で
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。（
間
主
観
性
の
現
象
学
Ⅰ　

そ
の
方
法
：
４
１
５
頁
）

　

日
常
生
活
の
実
践
に
伴
う
土
地
の
記
述
は
、
あ
ら
ゆ
る
実
践
者
が
ひ
と
つ
の

生
活
世
界
に
内
属
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

科
学
側
か
ら
定
義
し
付
与
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
哲
学
に

よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
き
た
先
経
験
的
な
普
遍
性
あ
る
い
は
一
般
性
で
あ
る
。
経

験
的
な
出
来
事
を
取
り
扱
う
諸
科
学
に
お
い
て
は
、
信
憑
の
領
域
を
外
的
に
基

礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 　
 

科
学
の
全
領
域
は
生
き
ら
れ
た
世
界
の
う
え
に
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
科
学
自
体
を
厳
密
に
考
え
て
、
そ
の
意
味
と

有
効
範
囲
と
を
正
確
に
評
価
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
何

よ
り
も
こ
の
世
界
経
験
を
呼
び
覚
ま
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
科
学

と
は
こ
の
世
界
経
験
の
二
次
的
な
表
現
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。（
知
覚
の

現
象
学
：
４
頁
）

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
が
自
ら
の
研
究
内
容
に
普
遍
性
や
一
般
性
を
担
保
す
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る
こ
と
を
目
指
す
場
合
、
諸
科
学
の
前
提
で
あ
る
世
界
経
験
に
つ
い
て
の
理
論

は
「
完
全
に
す
べ
て
の
世
界
に
つ
い
て
の
学
問
理
論
の
外
部
に
、
つ
ま
り
す
べ

て
の
実
証
科
学
の
理
論
の
外
部
に
あ
る
」（
１
４
）
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。

諸
科
学
の
理
論
で
そ
の
前
提
で
あ
る
実
践
的
世
界
の
経
験
を
基
礎
づ
け
る
こ
と

は
、
本
末
転
倒
で
あ
る
。
前
科
学
的
な
日
常
の
素
朴
な
世
界
経
験
の
自
覚
、
言

い
換
え
れ
ば
〈
信
憑
〉
に
対
す
る
普
遍
的
な
反
省
は
、
諸
科
学
者
に
前
科
学
的

な
世
界
経
験
の
地
盤
を
自
覚
さ
せ
る
。

　

 

そ
の
地
盤
は
も
は
や
、
私
が
そ
こ
に
お
い
て
す
べ
て
の
も
の
を
見
い
だ
し
、

そ
れ
と
と
も
に
い
つ
で
も
私
が
前
も
っ
て
所
持
し
て
い
る
も
の
の
世
界
で
は

な
く
、
と
く
に
理
論
的
な
実
証
―
科
学
的
認
識
の
主
題
性
を
前
も
っ
て
所
持

し
て
い
る
も
の
の
世
界
で
は
な
く
、
と
く
に
理
論
的
な
実
証
―
科
学
的
認
識

の
主
題
性
を
前
も
っ
て
所
持
し
て
い
る
よ
う
な
世
界
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ

の
地
盤
と
は
、
私
に
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
の
「
世
界
」、〔
す
な
わ
ち
〕
私

の
妥
当
す
る
生
の
存
在
の
意
味
と
し
て
の
世
界
で
あ
る
。（
間
主
観
性
の
現

象
学
Ⅰ　

そ
の
方
法
：
４
０
９
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
地
盤
を
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
〈
超
越
論
的
主
観
性
〉
と

み
な
す
。
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
に
と
っ
て
こ
の
理
念
は
、
馴
染
み
の
な
い

難
解
な
も
の
で
あ
る
が
、
実
践
知
の
学
に
実
践
的
妥
当
性
を
も
と
づ
け
る
た
め

に
は
そ
の
理
解
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
諸
科
学
者
は
、
生
活
世
界
に
お
い
て
日
常
生
活
の
実
践
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
〈
信
憑
〉
し
て
お
り
、
身
体
を
も
っ
て
経
験
さ
れ
た
生
活
世
界
で
の

出
来
事
を
言
述
・
記
述
す
る
。
い
か
に
抽
象
的
で
非
現
実
な
言
述
・
記
述
で
あ

ろ
う
と
、
実
践
の
段
階
に
な
れ
ば
必
ず
生
活
世
界
に
お
け
る
身
体
が
関
わ
っ
て

く
る
。
旧
来
の
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
の
内
容
が
二
次
的
か
つ
個
別
的
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
日
常
生
活
の
実
践
が
生
活
世
界
に
お
け
る
身
体
と
の
関
わ
り
を

前
提
す
る
こ
と
は
、
一
次
的
な
直
接
経
験
に
も
と
づ
く
共
同
的
な
普
遍
性
を

も
っ
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践
は
、
つ
ね
に
こ
の
よ
う
な
前
提
や
普
遍
性
が

信
憑
さ
れ
た
「
自
然
的
態
度
」
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
〈
信
憑
〉
そ

の
も
の
は
実
践
の
経
験
に
潜
在
し
て
お
り
、
日
常
生
活
の
実
践
の
な
か
で
自
覚

さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

　

諸
科
学
者
は
、
こ
の
自
然
的
態
度
に
お
い
て
日
常
生
活
の
実
践
に
没
入
し
て

い
る
場
合
、
か
れ
自
身
の
主
観
の
向
こ
う
側
に
物
事
や
世
界
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
素
朴
に
信
じ
た
状
態
に
〈
定
立
〉
し
て
言
述
・
記
述
し
て
い
る
。
こ
の

場
合
の
諸
科
学
者
の
立
ち
位
置
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
あ
り
方
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
諸
科
学
者
は
、
か
れ
自
身
も
物
事
や
実
践
者
と
同
じ
生
活

世
界
に
内
属
し
た
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
研
究
活
動
は
、
物
事
や
な
ん
ら
か
の

相
手
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
実
践
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
は
、
当
事
者
と
第
三
者
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
物
事
が
介
在

し
な
が
ら
、
主
観
と
主
観
と
の
間
で
成
立
し
て
い
る
。
旧
来
の
土
地
に
関
す
る

諸
科
学
が
身
体
や
主
観
と
無
関
係
に
事
実
存
在
す
る
と
信
じ
込
ん
で
き
た
客
観

的
空
間
は
、
自
然
的
態
度
に
よ
る
先
入
見
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
自
然
的
態
度
に
よ
る
先
入
見
と
偏
見
に
も
と
づ
く
言
述
・
記
述
は
、
お
よ

そ
厳
密
性
や
明
証
性
、
再
現
可
能
性
が
担
保
さ
れ
な
い
。

　

土
地
に
関
す
る
日
常
生
活
の
実
践
を
科
学
と
し
て
言
述
・
記
述
に
は
、
わ
れ

わ
れ
の
身
体
や
主
観
の
向
こ
う
側
に
客
観
的
空
間
が
事
実
存
在
す
る
と
素
朴
に

信
じ
る
定
立
の
状
態
を
一
旦
〈
括
弧
に
入
れ
る
〉
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の

定
立
に
関
わ
る
先
入
観
と
偏
見
に
も
と
づ
い
た
判
断
を
停
止
（
エ
ポ
ケ
ー
）
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
的
態
度
に
潜
在
し
て
い
る
〈
超
越
論
的
主
観
性
〉
が
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働
く
地
盤
に
立
っ
て
言
述
・
記
述
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
一
連
の
態

度
変
更
の
あ
り
方
す
な
わ
ち
〈
現
象
学
的
還
元
〉
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
超

越
論
的
主
観
性
〉
あ
る
い
は
〈
超
越
論
的
間
主
観
性
〉
に
も
と
づ
い
て
実
践
的

世
界
を
言
述
・
記
述
す
る
手
法
の
態
度
を
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
実
践
は
、
た
と
え
そ
れ
が
生
命
、
自
然
の
領
域
に
わ
た
ろ
う
と
、

す
べ
て
〝
理
念
化
〞
の
結
果
と
し
て
言
述
・
記
述
さ
れ
る
。
直
接
経
験
は
、
仮

に
そ
れ
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
個
々
人
に
お
い
て
内
的
に
経
験

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
直
接
経
験
に
つ
い
て
相
手
と
応
答
す
る
際
に
は
、

そ
の
経
験
を
一
旦
理
念
化
し
た
う
え
で
、
自
ら
と
相
手
と
の
間
に
そ
の
理
念
を

送
り
だ
し
、
再
び
個
々
人
で
受
け
い
れ
る
と
い
う
運
動
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
続

け
て
い
る
。
こ
の
自
ら
と
相
手
と
の
間
に
お
け
る
理
念
の
送
り
だ
し
は
、
わ
た

し
が
自
ら
の
身
体
そ
の
も
の
を
越
え
出
る
の
で
は
な
く
、
わ
た
し
の
意
識
や
意

志
が
相
手
の
方
に
向
け
て
超
越
さ
れ
る
と
同
時
に
、
相
手
の
対
応
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
と
い
う
〈
信
憑
〉
の
図
式
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
〈
信
憑
〉
は
、
一
般
的
に
は
対
話
や
意
志
疎
通
と
い
わ
れ
る
行
為
の
本

質
的
な
意
味
構
造
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
潜
在
的

に
働
き
つ
づ
け
て
い
る
。
超
越
論
的
と
は
、
わ
た
し
の
直
接
経
験
の
理
念
が
物

質
・
身
体
的
に
越
え
出
る
の
で
は
な
く
、
理
念
が
わ
た
し
の
主
観
と
相
手
の
主

観
と
の
間
で
心
的
に
超
越
し
て
行
き
交
っ
て
い
る
実
情
を
と
く
に
言
表
し
て
い

る
。

　

し
て
み
る
と
日
常
の
生
活
の
実
践
は
、
受
動
的
に
前
提
さ
れ
て
い
る
理
念
化

を
通
じ
た
あ
る
場
面
に
お
け
る
対
人
関
係
の
触
発
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
言
い
換
え
る
と
実
践
的
世
界
は
、
そ
の
本
質
的
な
意
味
構
造
と
し
て
、

ひ
と
つ
の
生
活
世
界
に
お
け
る
時
間
的
か
つ
間
主
観
的
な
受
動
性
の
働
を
前
提

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
言
述
・
記
述
は
、
世
界
経
験
に
対
し
て
時
間
的
か

つ
間
主
観
的
に
遡
行
し
て
行
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
。

（
２
）
静
態
的
現
象
学
・
発
生
的
現
象
学
と
原
信
憑
・
信
憑
の
相
互
関
係

　

旧
来
の
哲
学
で
は
、
先
験
的
な
普
遍
性
へ
の
関
心
に
偏
向
し
、
経
験
的
な
出

来
事
と
乖
離
し
て
き
た
。
現
象
学
的
質
的
研
究
や
臨
床
哲
学
、
古
く
は
現
象
学

的
社
会
学
な
ど
の
取
り
組
み
は
、哲
学
に
よ
る
先
経
験
的
な
普
遍
性
の
解
明
と
、

科
学
に
よ
る
経
験
的
な
出
来
事
の
解
明
を
結
び
つ
け
る
試
み
と
い
え
よ
う
。
日

常
の
生
活
世
界
の
土
地
に
関
す
る
記
述
と
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
動
機
は
同
様

で
あ
り
、
関
心
の
向
け
ら
れ
る
先
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　

実
践
的
な
科
学
研
究
の
根
底
に
据
え
ら
れ
る
哲
学
は
、
何
で
も
良
い
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
は
、
日
常
生
活
と
乖
離
あ
る
い
は
断
絶
し
た
真
理

の
探
求
に
偏
向
し
た
種
の
哲
学
で
は
な
く
、
科
学
一
般
と
の
相
関
関
係
が
念
頭

に
置
か
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
科
学
研
究
へ
還
元
で
き

な
い
普
遍
性
や
一
般
性
は
、
実
践
的
世
界
に
お
い
て
再
現
性
に
欠
け
る
か
ら
で

あ
る
。
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
の
確
立
を
目
指
す
う
え
で
、
科
学
の
基
礎

づ
け
の
意
味
と
そ
の
方
法
、生
活
世
界
の
あ
り
方
に
言
及
さ
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
、

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
ら
に
よ
る
現
象
学
へ
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
自
然

の
流
れ
で
あ
っ
た
（
１
５
）。
た
だ
し
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
る
提
唱
い
ら
い
多
様
に
展

開
し
て
き
た
現
象
学
研
究
の
す
べ
て
が
、
日
常
生
活
の
実
践
の
科
学
研
究
の
も

と
づ
け
に
適
合
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
完
全
な
世
界
観
を
構
築
す
る
組

織
的
方
法
」
で
あ
り
、「
世
界
を
経
験
す
る
主
観
性
の
本
質
構
造
」
が
追
求
さ

れ
る
（
１
６
）〈
静
態
的
現
象
学
〉
は
、
現
象
学
に
依
拠
す
る
う
え
で
の
基
礎
理
論

と
し
て
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
形
相
学
的
な
論
理
を
、
経
験

的
事
実
に
か
か
わ
る
日
常
生
活
の
実
践
と
結
び
つ
け
る
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

そ
の
点
で
実
践
的
世
界
へ
の
言
及
に
は
、
相
関
的
で
「
可
能
的
な
実
践
的
生
」
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に
お
い
て
「
動
機
と
い
う
普
遍
的
な
「
規
則
」」
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
歴
史
・

時
間
や
身
体
な
ど
を
発
生
の
見
地
か
ら
問
う
〈
発
生
的
現
象
学
（genetische 

Phänom
enologie

）」〉
が
適
合
し
て
く
る
。

　
〈
発
生
的
現
象
学
〉
は
、
い
わ
ば
〈
静
態
的
現
象
学
〉
と
の
対
語
で
あ
り
、

後
期
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
。フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
は
、

「
静
態
的
現
象
学
と
発
生
的
現
象
学
」（
１
７
）
と
「
静
態
的
現
象
学
の
方
法
と
発

生
的
現
象
学
の
方
法
」（
１
８
）
に
お
い
て
、
フ
ィ
ン
ク
が
「
超
越
論
的
方
法
論
の

理
念　

第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
」（
１
９
）
で
記
述
し
て
い
る
。

　
〈
静
態
的
現
象
学
〉
で
は
、
す
で
に
充
実
し
た
状
態
に
あ
る
自
我
の
理
念
化

に
い
た
る
原
的
な
構
成
に
関
心
が
置
か
れ
る
。
そ
の
主
旨
は
、
主
観
の
内
的
な

理
念
化
を
契
機
と
し
た
志
向
性
を
伴
う
主
観
の
本
質
分
析
、
さ
ら
に
は
前
科
学

的
か
つ
潜
在
的
な
局
面
の
解
明
と
そ
の
構
成
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
研
究
態
度

は
、
あ
ら
か
じ
め
完
成
さ
れ
た
先
験
的
な
位
相
を
前
提
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
践
的
世
界
に
お
い
て
潜
在
し
た
構
成
を
、
直
接
経
験
の
裏
付
け
な
く
後
づ
け

で
説
明
す
る
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
は
、
主

観
の
内
的
な
理
念
化
の
解
明
の
端
緒
と
す
る
〈
静
態
的
現
象
学
〉
で
解
明
さ
れ

る
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
の
構
成
が
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
時
間
の
流
れ
の

な
か
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
へ
の
度
外
視
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
。

　

静
態
的
現
象
学
に
お
い
て
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
や
構
成
を
解
明
し
記
述
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
先
験
的
と
は
い
い
な
が
ら
実
践
的
世
界
の
直
接

経
験
を
通
じ
て
理
念
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
も
し
ア
・
プ
リ

オ
リ
な
位
相
や
構
成
が
純
粋
な
意
味
で
先
験
的
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

を
理
念
化
す
る
機
会
さ
え
与
え
ら
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、〈
静
態
的
現
象

学
〉
に
お
け
る
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
や
構
成
に
つ
い
て
の
解
明
や
記
述
の
実

績
は
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
が
実
践
的
世
界
の
上
部
に
あ
る
身
体
を
超
越
し
た
静
的

な
完
全
体
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
直
接
経
験
に
潜
在
す
る
先
構
成
的
な
可

能
性
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。つ
ま
り
フ
ッ
サ
ー
ル
の
本
意
か
ら
離
れ
、

実
践
に
引
き
寄
せ
て
い
え
ば
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
や
構
成
に
関
心
を
向
け

る
〈
静
態
的
現
象
学
〉
と
は
、〈
原
信
憑
〉
の
解
明
を
主
旨
と
す
る
現
象
学
的

哲
学
で
あ
り
、〈
発
生
的
現
象
学
〉
と
は
〈
原
信
憑
〉
と
表
裏
一
体
の
関
係
の
〈
信

憑
〉
に
お
け
る
志
向
的
な
習
慣
性
の
本
質
を
問
う
現
象
学
的
態
度
に
も
と
づ
く

科
学
と
も
い
え
る
。
こ
こ
で
い
う
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
や
構
成
と
は
、
超
越

論
的
間
主
観
性
に
集
約
さ
れ
る
。〈
超
越
論
的
間
主
観
性
〉
が
直
接
経
験
に
潜

在
す
る
先
構
成
的
な
可
能
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
時
間
的
な
発
生
と
し
て

ひ
と
つ
の
実
践
的
世
界
の
な
か
で
反
復
可
能
な
妥
当
性
が
実
証
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。

　

つ
ま
り
〈
静
態
的
現
象
学
〉
に
お
い
て
解
明
さ
れ
た
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相

や
構
成
の
記
述
は
、〈
発
生
的
現
象
学
〉
に
お
け
る
〈
現
象
学
的
還
元
〉
を
前

提
し
た
実
践
的
世
界
の
分
析
や
解
明
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
普
遍
性
・

一
般
性
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
。
逆
に
〈
発
生
的
現
象
学
〉
に
お
け
る
実

践
的
世
界
の
記
述
の
実
践
的
妥
当
性
は
、〈
静
態
的
現
象
学
〉
の
成
果
に
よ
っ

て
根
拠
付
け
ら
れ
る
。

　

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
〈
発
生
的
現
象
学
〉
と
い
う
表
現
を
用
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
学
の
前
提
と
な
る
〈
超
越
論
的
主
観
性
〉
あ
る
い
は
〈
相
互
主
観

性
〉
に
つ
い
て
は
、『
知
覚
の
現
象
学
』
の
段
階
で
す
で
に
フ
ッ
サ
ー
ル
の
研

究
に
依
拠
し
て
言
及
し
て
お
り
（
２
０
）、「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
に
お
い
て

も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
２
１
）。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
同
著
に
お
い

て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
反
省
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
必
ず
し
も
永
遠
の
真
理
に
行

き
つ
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
な
に
純
粋
な
思
考
に
よ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ

は
た
だ
さ
ま
ざ
ま
な
理
念
の
生
成
の
明
ら
か
な
道
程
を
、
つ
ま
り
〈
意
味
の
発



生（Sinngenesis

）〉を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
だ
、と
考
え
る
よ
う
に
」

な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
２
２
）。

　
〈
静
態
的
現
象
学
〉は
、「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」に
お
い
て
言
及
さ
れ
た「
す

べ
て
の
人
間〔
の
思
考
〕に
と
っ
て
の
規
則
」や「
理
性
と
実
存
と
の
結
び
つ
き
」

が
、〈
超
越
論
的
間
主
観
性
〉
の
地
盤
に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
明
す
る
。

〈
発
生
的
現
象
学
〉
は
、
そ
の
規
則
と
結
び
つ
き
の
本
質
的
意
味
を
実
践
的
世

界
の
位
相
か
ら
記
述
す
る
。
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
現
象
学
は
、
実
践
に
引
き
寄
せ

て
考
え
れ
ば
そ
の
よ
う
な
関
係
性
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

（
３
）
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
の
研
究
態
度

　
〈
発
生
的
現
象
学
〉は
、日
常
生
活
の
実
践
を
た
ん
に
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、

自
然
的
態
度
の
定
立
に
関
す
る
一
般
常
識
的
な
判
断
を
〈
停
止
（
エ
ポ
ケ
ー
）〉

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
態
度
に
お
い
て
潜
在
的
に
働
い
て
い
る
〈
超
越
論

的
間
主
観
性
〉
の
地
盤
、
つ
ま
り
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の
思
考
〕
に
と
っ
て
の

規
則
」
や
「
理
性
と
実
存
と
の
結
び
つ
き
」
の
顕
在
化
が
目
指
さ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
研
究
態
度
は
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
に
と
っ
て
、
容
易

に
は
受
け
入
れ
が
た
い
難
解
な
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
最
後
に
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
る
以
下
の
記
述
を
補
助
線
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
繰
り
返
し
に
な
る
箇
所
も
あ
る
が
、
土
地
に
関
す
る

実
践
知
の
学
の
研
究
態
度
の
あ
り
方
を
、
諸
科
学
者
へ
向
け
て
提
起
し
た
い
。

　

 　

人
間
共
同
体
の
本
質
構
造
を
直
観
す
る
に
は
、
こ
の
社
会
と
い
う
環
境

（um
w
elt

）
の
全
体
を
身
に
引
き
受
け
、
そ
れ
を
ふ
た
た
び
生
き
な
お
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
人
間
の
科
学
と
現
象
学
、
１
３
７
頁
）

　

そ
も
そ
も
諸
科
学
で
取
り
扱
わ
れ
る
実
践
的
な
出
来
事
の
言
述
・
記
述
は
、

そ
れ
が
直
接
経
験
で
あ
れ
二
次
、
三
次
的
な
経
験
で
あ
れ
、
発
生
的
な
理
念
で

あ
る
。
そ
の
理
念
は
、
わ
た
し
の
主
観
と
相
手
の
主
観
と
の
間
で
つ
ね
に
発
生

し
て
お
り
、
共
通
の
素
養
あ
る
い
は
環
境
な
ど
あ
る
条
件
下
に
お
い
て
意
味
と

し
て
現
出
す
る
。
言
述
・
記
述
が
主
観
と
主
観
の
間
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、

実
践
的
世
界
で
は
気
に
も
留
め
な
い
当
然
の
こ
と
、つ
ま
り
は
ほ
ぼ
万
人
に〈
信

憑
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
諸
科
学
は
、
こ
の
〈
信
憑
〉
を
前

提
し
て
い
る
。

　

実
践
的
な
出
来
事
の
言
述
・
記
述
は
、
発
生
的
な
理
念
で
あ
る
か
ら
し
て
、

歴
史
や
時
代
背
景
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
や
価
値
が
変
化
す
る
。
そ
の
理
念
は
、

発
生
的
な
ま
ま
で
歴
史
に
沈
殿
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
再
び
生
成

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
発
生
的
な
理
念
は
、
そ
れ
自
体
に
い
た
る
ま
で

の
過
程
や
状
況
が
千
差
万
別
で
あ
る
た
め
、
不
均
質
で
あ
り
一
般
常
識
的
な
先

入
見
や
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
さ
え
あ
る
。
ゆ
え
に
理
念
の
一
面
か
ら

だ
け
で
は
、
科
学
と
し
て
確
固
た
る
一
貫
性
や
明
証
性
を
明
言
で
き
な
い
。

　

自
然
科
学
の
研
究
が
実
験
や
観
察
に
お
け
る
直
観
を
通
じ
て
実
証
性
を
確
実

に
し
て
い
く
の
と
同
様
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
心
理
あ
る
い
は
精
神
を

取
り
扱
う
科
学
に
お
い
て
も
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
妥
当
性
が
不
可
欠
で
あ

る
。
た
だ
し
主
観
と
主
観
さ
ら
に
は
事
物
と
の
間
で
発
生
し
て
い
る
理
念
は
、

自
然
科
学
が
対
象
と
す
る
（
た
と
え
ば
音
波
や
電
波
の
よ
う
な
）
物
質
性
と
関

連
は
あ
っ
て
も
物
質
そ
の
も
の
で
は
な
い
た
め
、
実
験
や
公
式
な
ど
に
よ
っ
て

そ
の
妥
当
性
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
発
生
的
な
理
念
化
の
潜
在
的
な
働
き
と
し
て
の
〈
信
憑
〉
の
位
相

に
ま
で
遡
行
し
て
、
実
践
的
な
出
来
事
の
本
質
的
意
味
、
つ
ま
り
は
特
定
の
時

間
と
土
地
（
環
境
）
に
お
け
る
習
慣
的
か
つ
共
同
的
規
則
性
を
導
出
す
る
こ
と
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が
有
効
と
な
る
。

　

実
践
的
世
界
に
お
い
て
、 

実
践
と
〈
信
憑
〉
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
の
実
践
に
没
入
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
実
践
的
世
界
に
潜
在
す
る

〈
信
憑
〉
の
働
き
は
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、実
践
と
〈
信

憑
〉
の
関
係
を
相
対
化
し
架
空
の
外
部
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
科
学
主

義
的
態
度
へ
と
退
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
諸
科
学
者
は
、〈
信
憑
〉

が
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
実
践
に
前
も
っ
て
構
成
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
後
期
フ
ッ
サ
ー
ル
や
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
現
象
学
（
２
２
）
の
よ
う
に

実
践
を
念
頭
に
置
い
た
哲
学
か
ら
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
諸
科
学
者
は
、〈
信
憑
〉
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
も
は

や
意
識
も
自
覚
も
で
き
ず
、
た
だ
説
明
す
る
こ
と
だ
け
が
で
き
る
〈
原
信
憑
〉

の
働
き
を
知
る
こ
と
に
な
る
。〈
原
信
憑
〉
は
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
つ

ね
に
潜
在
し
て
働
い
て
い
る
。
そ
れ
は
体
内
の
心
臓
や
胃
の
働
き
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
特
別
な
事
態
が
招
か
れ
な
い
か
ぎ
り
日
常
生
活
の
な
か
に
ひ
っ
そ

り
と
潜
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
そ
れ
は
、
数
個
集
め
て
組
ま
れ
た
石
が
自
ず

と
一
体
の
石
組
と
し
て
見
え
た
り
、
樹
林
の
明
る
さ
と
暗
さ
が
相
対
的
に
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
渓
流
の
飛
び
石
を
渡
る
最
中
は
自
ず
と
緊
張
す
る

な
ど
と
い
っ
た
、
実
践
の
経
験
の
な
か
に
垣
間
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
の
実
践
で
は
、
ふ
だ
ん
何
と
も
思
わ
れ
な
い
受
動
的

で
原
的
な
触
発
が
、
い
く
つ
か
の
普
遍
的
な
規
則
と
し
て
働
い
て
い
る
。「
現

在
に
根
を
お
ろ
す
こ
と
の
な
い
永
遠
の
思
考
に
も
な
ら
ず
、
と
言
っ
て
明
日
は

ほ
か
の
出
来
事
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
べ
き
運
命
を
も
っ
た
、
し
た

が
っ
て
そ
れ
自
身
に
は
何
ら
固
有
の
価
値
も
な
い
単
な
る
一
つ
の
出
来
事
に
も

な
ら
な
い
」
思
考
と
は
、
実
践
と
表
裏
一
体
の
原
信
憑
、
さ
ら
に
は
原
信
憑
と

表
裏
一
体
の
〈
原
信
憑
〉
と
い
う
日
常
生
活
の
実
践
を
も
と
づ
け
て
い
る
働
き

の
構
成
を
あ
え
て
自
覚
し
た
う
え
で
、
た
と
え
ば
庭
仕
事
の
よ
う
に
日
常
生
活

の
個
別
的
な
実
践
の
理
念
を
た
ど
り
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
導
出

さ
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
わ
ば
実
践
知
の
学
と
は
、〈
信
憑
〉
と
〈
原
信
憑
〉
の
位
相
か
ら
個
別
的

な
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
の
本
質
的
意
味
を
解
明
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
庭
の
所
有
者
で
あ
れ
ば
か
れ
ら
の
境
遇
そ
の

も
の
、
庭
師
で
あ
れ
ば
か
れ
ら
の
生
業
を
引
き
受
け
（
追
体
験
で
は
な
く
）
生

き
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
所
有
者
や
庭
師
の
人
生
を
第
三
者
と

し
て
外
的
に
観
察
や
分
析
、
批
評
、
推
測
す
る
の
で
は
な
い
。
外
的
な
観
察
等

に
よ
る
記
述
は
、
そ
れ
自
体
が
第
三
者
の
立
場
か
ら
の
個
人
的
見
解
で
し
か
な

く
、記
述
者
以
外
の
第
三
者
も
個
人
の
見
解
を
示
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、

実
践
的
妥
当
性
を
確
か
め
め
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
る
。

　

実
践
知
の
学
の
記
述
者
は
、
あ
る
時
点
の
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
た
実
践
者

に
つ
い
て
の
記
録
と
関
連
す
る
同
時
期
の
記
録
を
た
ど
っ
て
、
か
れ
ら
の
置
か

れ
た
境
遇
を
引
き
受
け
、
そ
の
な
か
へ
没
入
す
る
。
所
有
者
や
庭
師
ら
に
よ
る

過
去
の
境
遇
に
置
か
れ
た
記
述
者
の
主
観
は
、〈
超
越
論
的
間
主
観
性
〉
を
通

し
て
か
れ
ら
の
主
観
へ
と
通
じ
る
。
双
方
の
主
観
は
も
ち
ろ
ん
同
一
で
は
な
い

が
、
記
録
に
も
と
づ
い
て
所
有
者
や
庭
師
の
境
遇
を
生
き
直
す
こ
と
に
よ
っ
て

再
生
し
た
主
観
に
対
し
て
、
第
三
者
は
そ
の
主
観
か
ら
そ
の
実
践
的
妥
当
性
を

問
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
自
然
的
態
度
に
よ
る
間
主
観
的
な

実
践
を
間
主
観
的
に
記
述
す
る
と
い
う
実
践
的
世
界
の
実
態
（
２
３
）
に
即
し
て
、

建
設
的
な
反
復
と
展
開
を
可
能
と
す
る
記
述
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
実

践
的
世
界
に
お
け
る
発
生
的
な
出
来
事
の
記
述
を
「
学
」
に
い
た
ら
し
め
る
に

は
、
科
学
の
基
礎
づ
け
の
意
味
と
そ
の
方
法
に
関
す
る
哲
学
研
究
と
照
合
・
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
導
出
さ
れ
る
特
定
の
共
同
体
に
お
け
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る
実
践
に
通
底
す
る
条
件
性
あ
る
い
は
規
則
性
を
記
述
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
実

践
知
の
学
が
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

第
５
節　

補
注

（
１
） 

オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
著
、
篠
田
勝
英
訳
：
ち
く
ま
学
芸
文
庫　

風

土
の
日
本
：
１
９
９
２

（
２
） 

エ
ド
ワ
ー
ド
・
レ
ル
フ
著
、
高
野
岳
彦
・
安
倍
隆
・
石
山
美
也
子
訳
：

ち
く
ま
学
芸
文
庫　

場
所
の
現
象
学 
没
場
所
性
を
越
え
て
：
１
９
９
９

（
３
） 

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
ケ
イ
シ
ー
著
、
小
手
川
正
二
郎
訳
：
境
界
線
と
境

界
地
帯 

環
境
の
う
ち
へ
切
り
込
む
：
現
代
思
想　

第
３
６
巻
第
１
６
号
：

２
０
０
８

（
４
） 

松
葉
洋
一
・
西
村
ユ
ミ
：
現
象
学
的
看
護
研
究 
理
論
と
分
析
の
実
際
：

医
学
書
院
：
２
０
１
４

（
５
）「
臨
床
実
践
の
現
象
学
会　

第
二
回
大
会
資
料
集
」、
２
０
１
６

（
６
） 

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が
晩
年
に
行
っ
た
自
然
研
究
が
社
会
科
学
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
廣
瀬
浩
司
の
研
究
が
あ
る
。（
自
然
と
文
化
の
萌

芽　

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
『
自
然
』
講
義
：
日
本
現
象
学
・
社
会
学
会

第
二
次
大
会
資
料
：
２
０
１
２
）

（
７
） 

村
上
靖
彦
：
摘
便
と
お
花
見 

看
護
の
語
り
の
現
象
学
：
医
学
書
院
：

２
０
１
３

　
　

 

村
上
靖
彦
： 

仙
人
と
妄
想
デ
ー
ト
す
る 

看
護
の
現
象
学
と
自
由
の
哲
学
：

人
文
書
院
：
２
０
１
６

（
８
） 

西
村
ユ
ミ
：
時
間
経
験
と
看
護
実
践
の
編
成 

新
人
看
護
師
の
実
践
に
注

目
し
て
：
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
研
究　

第
１
６
号
：
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
・

サ
ー
ク
ル
：
２
０
１
２

（
９
） 

ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
著
、
中
山
茂
訳
：
科
学
革
命
の
構
造
：
み
す
ず
書
房
：

１
９
７
１

（
１
０
） 

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
と
Ｊ
・
Ｊ
・
ギ
ブ
ソ
ン
の
直
接
知
覚
論
に
つ
い

て
は
、
河
野
哲
也
の
研
究
が
あ
る
。（
ギ
ブ
ソ
ン
と
メ
ル
ロ=

ポ
ン

テ
ィ
：
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
研
究　

第
６
号
：
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
・

サ
ー
ク
ル
：
２
０
０
１
）

（
１
１
） 

加
國
尚
志
：
自
然
の
現
象
学 

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
と
自
然
の
哲
学
：

晃
洋
書
房
：
２
０
０
２

（
１
２
） 

エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
／
浜
渦
辰
二
訳
：
岩
波
文
庫　

デ
カ

ル
ト
的
省
察
、
２
０
０
１
、２
７
１
―
７
２
頁

（
１
３
）
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
／
前
掲
書
：
２
７
８
頁

（
１
４
） 

エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
／
浜
渦
辰
二
、
山
口
一
郎
監

訳
：
ち
く
ま
学
芸
文
庫　

間
主
観
性
の
現
象
学　

そ
の
方
法
：

２
０
１
２
、４
０
６
頁

（
１
５
） 

科
学
一
般
の
研
究
対
象
は
、
素
朴
な
日
常
生
活
の
実
践
的
な
生
活
で

の
信
憑
で
あ
っ
て
も
、
科
学
者
自
身
が
そ
の
出
来
事
を
信
憑
し
た
状

態
で
研
究
に
取
り
組
む
か
ぎ
り
、
集
団
・
個
人
的
な
見
解
に
よ
る
誤

謬
を
回
避
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
科
学
一
般
、
実
践
的
な
生
活
を

信
憑
す
る
状
態
つ
ま
り
は
自
然
的
態
度
を
括
弧
入
れ
し
、
志
向
的
地

平
へ
と
思
考
の
位
相
を
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
科
学
者
は
、
素
朴

な
日
常
生
活
の
実
践
的
な
生
活
で
の
信
憑
に
没
入
し
続
け
て
い
れ
ば
、

社
会
的
か
つ
科
学
的
先
入
見
の
作
用
に
よ
り
志
向
的
地
平
へ
と
至
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
志
向
的
地
平
と
い
っ
た
原
理
的
な
も
の
を

伝
統
的
に
探
求
し
て
き
た
哲
学
か
ら
信
憑
を
相
対
化
す
る
手
続
き
を
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学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
科
学
者
一
般
は
、
志

向
的
地
平
と
し
て
働
い
て
い
る
原
信
憑
と
原
的
な
規
則
性
の
段
階
か

ら
「
現
に
あ
る
が
ま
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
経
験
の
直
接
的
記
述
」
を

基
礎
付
け
ら
れ
る
。

（
１
６
）
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
：
前
掲
書
：
４
５
２
頁

（
１
７
）
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
：
前
掲
書
：
４
４
４
―
４
７
１
頁.

（
１
８
） 

エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
：
山
口
一
郎
、
田
村
京
子
訳
：
ア
ウ

ロ
ラ
叢
書　

受
動
的
綜
合
の
分
析
：
国
文
社
：
１
９
９
７
、３
１
９
―

３
３
１
頁

（
１
９
） 

エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
、
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ィ
ン
ク
著
：
新
田
義

弘
／
千
田
義
光
訳
：
超
越
論
的
方
法
論
の
理
念　

第
六
デ
カ
ル
ト
的

省
察
：
岩
波
書
店
：
１
９
９
５
、５
８
頁

（
２
０
）
知
覚
の
現
象
学
、
１
１
頁

（
２
１
）
人
間
の
科
学
と
現
象
学
：
５
３
頁

（
２
２
） 

人
間
の
科
学
と
現
象
学
：
１
２
９
頁

（
２
３
） 

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
に
お
い
て
、フ
ッ

サ
ー
ル
が
『
危
機
書
』
に
お
い
て
指
摘
し
た
危
機
の
乗
り
越
え
を
具

現
化
す
る
た
め
に
は
、
哲
学
と
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
が
関
係
を
結

ぶ
う
え
で
の
特
別
な
配
慮
と
し
て
、
哲
学
と
諸
科
学
の
側
か
ら
「
人

類
の
思
考
法
則
」
あ
る
い
は
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の
思
考
〕
に
と
っ

て
の
規
則
」
を
解
明
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
ね
ら

い
は
、
い
わ
ば
絶
縁
状
態
に
あ
っ
た
哲
学
と
諸
科
学
の
相
互
作
用
を

ふ
た
た
び
回
復
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
、
と
く
に
諸
科
学
者
側
へ
働
き

か
け
た
」
と
い
う
点
で
フ
ッ
サ
ー
ル
の
取
り
組
み
と
の
大
き
な
違
い

が
認
め
ら
れ
る
。
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メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、
晩
年
の
フ
ッ
サ
ー
ル
が
標
榜
し
た
〝
哲
学

の
危
機
〞
と
〝
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
の
危
機
〞、〝
科
学
一
般
の
危
機
〞

と
を
同
時
に
解
決
す
る
と
い
う
仕
事
が
、
具
体
的
に
い
え
ば
「
人
間
を

条
件
付
け
る
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
が
全
体
と
し
て
進
歩
す
る
と
い
う

こ
と
と
両
立
し
う
る
よ
う
な
、
統
合
的
な
〔
＝
積
み
重
ね
可
能
な
〕
哲

学
を
樹
立
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、「
永
遠
の
真
理
を

標
榜
す
る
古
い
哲
学
的
独
断
を
単
に
再
確
認
す
る
と
い
う
途
」（
人
間

の
科
学
と
現
象
学
、５
４
頁
）
で
は
な
く
、そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、「
人

間
の
科
学
の
原
理
そ
の
も
の
で
あ
る
〝
外
面
性
〞
と
哲
学
の
条
件
を
な

す
〝
内
面
性
〞、
状
況
と
い
う
も
の
に
つ
き
も
の
の
〝
偶
然
性
〞
と
知

識
と
い
う
も
の
に
本
質
的
な
〝
合
理
的
確
実
性
〞、
こ
れ
ら
を
同
時
に

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
方
法
の
発
見
」（
前
掲
書
：
５
４
―
５
頁
）

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
は
じ
め
て
、
原
信
憑

か
ら
信
憑
さ
ら
に
は
庭
仕
事
な
ど
日
常
生
活
の
実
践
に
い
た
る
過
程
の

解
明
を
試
み
る
諸
科
学
の
発
生
的
現
象
学
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
が
エ

ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
で
は
な
く
現
象
学
で
あ
る
の
は
、
科
学
者
集
団
の
関

心
に
と
ど
ま
ら
な
い
日
常
の
生
活
世
界
に
お
け
る
幅
広
い
実
践
の
記
述

が
目
指
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
４
） 

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
が
超
越
論

的
間
主
観
性
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
度
外
視
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
主
観
と
主
観
と
の
間
で
発
生
し
て
い
る
実
践
の
出
来
事

を
主
観
か
ら
で
は
な
く
、
匿
名
か
つ
架
空
の
客
観
か
ら
記
述
す
る
と

い
う
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。



第
１
節　
〝
ニ
ハ
〞
の
語
義
に
見
る
庭
の
本
性

第
１
項　
〝
庭
〞
も
し
く
は
〝
ニ
ハ
〞
に
関
す
る
解
釈

　

土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
は
、
発
生
的
現
象
学
を
通
じ
て
具
現
化
さ
れ
る

と
し
た
と
こ
ろ
で
、
具
体
的
な
記
述
に
移
行
す
る
段
に
至
っ
て
、
科
学
主
義
に

逆
戻
り
し
て
そ
の
学
の
理
想
や
用
語
の
定
義
を
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ

の
一
方
で
、
人
の
数
と
同
じ
だ
け
あ
る
土
地
に
関
す
る
日
常
生
活
の
実
践
の
出

来
事
を
一
挙
に
取
り
扱
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
さ
し
あ
た
り
土
地
に

関
す
る
語
の
歴
史
を
補
助
線
と
し
て
、
あ
る
一
定
の
枠
組
み
に
則
る
こ
と
が
合

理
的
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
一
定
の
枠
組
み
と
し
て
〝
庭
〞
に
注
視
し
、

折
に
触
れ
て
歴
史
や
建
物
、
埋
蔵
文
化
財
、
地
理
な
ど
に
言
及
す
る
。

　
〝
庭
〞も
し
く
は〝
ニ
ハ
〞の
解
釈
に
つ
い
て
は
、以
下
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。

資
料
の
発
行
年
の
順
に
引
用
、
概
説
す
る
。

　
『
建
築
大
辞
典
』
で
は
、〝
庭
〞
は
〝
土
間
（
は
に
ま
）〞
の
略
転
で
あ
り
、

語
義
を
「
堂
屋
階
段
前
の
平
地
」、「
陸
地
に
限
ら
ず
海
で
も
行
事
を
執
り
行
う

広
い
空
間
」、「
屋
敷
内
の
空
地
に
建
物
に
付
属
し
て
樹
木
・
草
石
・
築
山
・
泉

池
な
ど
を
配
し
て
景
を
造
っ
た
場
所
」、「
民
家
で
は
一
般
に
屋
内
の
土
間
部

分
」、
な
ど
と
し
て
い
る
（
１
）。

　

上
原
敬
二
は
『
造
園
大
辞
典
』
に
お
い
て
、〝
庭
〞
は
「
本
来
は
に
は
、
ま

た
邇
波
。
庭
前
、
堂
階
、
宮
中
を
い
う
と
あ
り
、
本
来
は
家
の
全
面
の
土
間
を

い
う
。
植
物
に
は
全
く
関
係
な
く
、
そ
の
空
間
は
別
の
用
途
に
供
さ
れ
る
。
こ

れ
が
時
代
と
と
も
に
庭
ま
た
は
園
の
意
味
と
な
っ
た
、
場
（
バ
）
の
意
味
が
固

有
の
も
の
、
こ
れ
は
庭
に
も
バ
の
読
み
が
あ
る
の
で
わ
か
る
」
と
し
、「
庭
の

字
源
に
つ
い
て
は
庭
（
て
い
）」
と
し
て
い
る
（
２
）。

　
『
国
史
大
辞
典
』
に
お
い
て
森
薀
は
、〝
庭
〞
を
〝
庭
園
〞、〝
土
間
〞
と
同
義

で
あ
る
と
す
る
（
３
）。
ま
た
〝
庭
園
〞
は
、「
古
来
の
日
本
の
庭
園
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
起
こ
っ
た
整
形
式
庭
園（
加
工
し
た
自
然
物
を
多
用
し
、平
面
は
直
線
・
円
・

曲
線
な
ど
で
幾
何
学
模
様
を
演
出
す
る
）
や
中
世
以
降
始
ま
っ
た
。
自
然
風
景

式
庭
園
（
好
ま
し
い
風
景
を
枠
の
中
に
入
れ
、
見
苦
し
い
部
分
を
除
去
し
な
が

ら
利
用
上
必
要
な
も
の
は
加
味
す
る
）の
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

自
然
風
景
の
あ
り
方
を
尊
重
し
つ
つ
、
地
形
・
景
石
・
樹
草
を
象
徴
的
に
取
り

ま
と
め
た
、
独
特
の
芸
術
精
神
を
含
ん
で
い
た
。（
後
略
）」
と
す
る
（
４
）。〝
土

間
〞
に
つ
い
て
は
「
建
物
の
内
部
で
、
床
を
張
ら
ず
地
面
の
ま
ま
に
し
た
と
こ

ろ
。（
後
略
）」
と
あ
る
（
５
）。

　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
』
で
は
、〝
ニ
ハ
〞
を
「
①
事
を
行
う
た
め

の
場
所
。
仕
事
を
行
う
た
め
の
場
所
」、「
②
家
屋
の
前
後
の
空
地
。
庭
」、「
③

広
い
水
面
。
海
面
」
と
し
て
お
り
、
以
下
の
詳
し
い
考
察
を
掲
載
し
て
い
る
。

長
文
に
な
る
が
す
べ
て
引
用
し
た
い
。「
奈
良
時
代
の
貴
族
の
家
に
庭
園
が
作

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
に
は
と
よ
ん
だ
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
（
↓
そ
の
﹇
苑
﹈）。
に
は
は
、
本
来
構
築
さ
れ
た
庭
園
を
指
す
わ

け
で
は
な
く
、
何
か
を
す
る
た
め
の
、
一
定
の
限
定
さ
れ
た
場
所
を
い
う
。
こ

れ
は
③
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
に
限
ら
な
い
。
②
の
家
屋
の
周
囲
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
囲
ん
で
垣
が
作
ら
れ
た
り
、
食
庫
の
類
が
建
て
並

　

第
二
章　

歴
史
へ
の
遡
行
に
よ
る
庭
の
本
質
的
枠
組
み
の
解
明
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第
２
項　
〝
ニ
ハ
〞
は
場
所
を
言
い
表
す
語
で
あ
る
か

　

本
論
は
、〝
庭
〞
の
語
源
を
〝
ニ
ハ
〞
に
求
め
る
正
誤
の
判
断
を
目
的
と
は

し
て
い
な
い
た
め
、
各
解
釈
を
個
々
に
検
討
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
前
項
に

挙
げ
た
〝
ニ
ハ
〞
の
解
釈
が
お
お
む
ね
場
所
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
こ

と
に
着
目
す
る
。

　
『
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
に
お
け
る
〝
場
〞
の
「
語
源
説
」
で
は
、「
に
は
（
庭
）

の
変
化
し
た
語
〔
和
語
私
臆
鈔
・
三
余
叢
談
・
大
言
海
〕」
で
あ
る
と
し
て
い

る
（
１
０
）。
こ
の
説
に
し
た
が
え
ば
、
ニ
ハ
は
〝
庭
〞
と
〝
場
〞
と
い
う
二
語

の
語
源
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
語
の
使
用
時
期
を
み
れ
ば
、〝
庭
〞
は
七

世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
の
に
対
し
て
〝
ば
（
場
）〞
は
十
三
世
紀
で
あ
る
。
し
て

み
れ
ば
、〝
ニ
ハ
〞
を
「
土
。
丹
と
同
根
＋
ハ
（
場
）」
と
す
る
解
釈
は
、〝
は
〞

に
〝
場
〞
の
意
義
が
な
い
以
上
（
１
１
）、
成
立
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
焦
点
と
な
る
の
は
、〝
ニ
ハ
〞
が
も
と
よ
り
〝
場
〞
の
意
味
を
示
し

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〝
庭
〞が〝
場
〞を
意
味
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
語
源
の
ひ
と
つ
と
み
ら
れ
る
〝
に
は
〞
も
〝
場
〞
を
言
い
表
し
て
い
る
と

は
か
ぎ
ら
な
い
。
そ
れ
は
、以
下
の『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』に
お
け
る〝
ニ

ハ
〞
の
語
義
に
お
い
て
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
言
語
と
し
て
み
れ
ば
〝
に
は
〞
と
は
、格
助
詞
の
〝
に
〞
に
係
助
詞
の
〝
は
〞

の
付
い
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
（
と
い
う
時
や
場
）
に
は
Ｂ
が
み
ら
れ
る
」
や
「
Ａ

様
に
は
ご
機
嫌
麗
し
く
…
」、「
向
こ
う
に
は
Ａ
が
あ
る
は
ず
」、「
Ａ
に
は
Ｂ
が
、

Ｃ
に
は
Ｄ
が
特
徴
と
し
て
み
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
文
中
で
「
常
に
自

立
語
、
ま
た
は
自
立
語
を
含
む
連
語
に
付
属
（
１
２
）」
し
て
機
能
を
得
て
い
る
。

日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
名
詞
〝
ニ
ハ
〞
の
語
義
は
抽
象
、
具
体
の
場
所
を
意
味

し
て
い
る
が
、
助
詞
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
〝
に
は
〞
自
体
に
は
独
立
し
た
意

味
が
認
め
ら
れ
な
い
。し
か
し
そ
れ
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
場
所
・
時
・
対
象
・
比
較
の
基
準
な
ど
、
格
助
詞
「
に
」
の
意
味
を
強
調
ま

た
は
取
り
立
て
て
示
す
」（
１
３
）
と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
語
義
が
あ
る
。

　
〝
に
〞
の
語
義
は
「
動
き
や
状
態
の
成
り
立
つ
状
況
を
現
す
」
で
あ
り
、
詳

し
く
は
「
動
作
や
状
態
の
成
り
立
つ
時
」、「
動
き
や
状
態
が
成
り
立
つ
場
所
」、

「
動
き
や
状
態
が
そ
の
中
で
成
り
立
つ
環
境
、
情
勢
」、「
動
き
や
状
態
が
成
り

立
つ
原
因
、理
由
、機
縁
な
ど
」
で
あ
る
（
１
４
）。
そ
し
て
〝
は
〞
が
前
述
の
〝
に
〞

の
語
義
を
強
調
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
固
有
の
意
味
を
も
つ
自
立

語
、
ま
た
は
自
立
語
を
含
む
連
語
が
指
向
し
て
い
る
の
は
、
動
き
や
状
態
の
成

り
立
つ
状
況
の
現
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、「
私

に
は
兄
が
い
る
」
で
あ
れ
ば
血
縁
の
状
況
を
、〝
我
が
家
に
は
自
動
車
が
あ
る
〞

で
あ
れ
ば
財
産
の
所
有
を
、〝
日
本
に
は
京
都
が
あ
る
〞
で
あ
れ
ば
一
国
の
地

域
を
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ａ
に
は
Ｂ
…
と
文
を
続
け
る
場
合
、〝
…
で
あ
る
〞
と
い
う
理

念
的
な
本
質
存
在
で
は
な
く
〝
…
が
あ
る
〞
と
い
う
実
体
的
な
事
実
存
在
を
示

す
述
語
と
つ
な
が
る
。
そ
れ
は
言
い
換
え
る
と
Ａ
に
は
Ｂ
…
と
い
っ
て
現
わ
れ

る
状
況
を
成
り
た
た
せ
て
い
る
現
象
は
実
体
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

結
果
的
に
〝
ニ
ハ
〞
は
、
特
定
の
場
所
を
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
よ
り

も
、
実
体
と
し
て
の
動
き
や
状
態
の
成
り
た
つ
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　

前
節
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
従
来
の
庭
園
学
及
び
造
園
学
で
は
、〝
庭
〞
も
し

く
は
〝
ニ
ハ
〞
に
関
す
る
解
釈
を
即
物
的
な
庭
の
実
像
に
む
す
び
つ
け
、〝
ニ
ハ
〞

が
場
所
を
言
い
表
す
こ
と
に
疑
念
が
抱
か
れ
る
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
語
の

根
本
的
な
意
義
を
追
求
す
れ
ば
、従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る〝
に

は
〞
が
場
所
だ
け
を
言
い
表
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
、
明
ら
か
に
短
絡
的
で

あ
る
。
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第
３
項　

名
詞
〝
ニ
ハ
〞
と
助
詞
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
の
〝
に
は
〞

　
〝
庭
〞
の
語
源
が
〝
に
は
〞
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
双
方
の
語
の
品
詞
が

異
な
る
点
で
矛
盾
し
て
い
る
。〝
庭
〞
が
〝
に
は
〞
か
ら
生
じ
た
と
す
れ
ば
、

名
詞
〝
庭
〞
は
助
詞
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
〝
ニ
ハ
〞
か
ら
の
転
成
語
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
言
語
学
に
お
い
て
は
、
動
詞
や
形
容
詞
か
ら
転
生
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
（
１
５
）、
助
詞
と
助
詞
の
結
び
つ
き
が
転
成
名
詞
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
成
立
時
期
と
の
誤
差
と
い
う
矛
盾
は
あ
っ
て
も
、
名

詞
〝
に
わ
〞
は
〝
土
。
丹
と
同
根
＋
ハ
（
場
）〞
や
〝
土
間
〞
な
ど
同
じ
名
詞

を
語
源
と
す
る
ほ
う
が
、
語
の
成
り
立
ち
か
ら
い
え
ば
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、〝
に
は
〞
と
同
じ
く
格
助
詞
に
係
助
詞
の
付
い
た
語
に
は
〝
と
は
〞

が
あ
り
（
１
６
）、
同
じ
表
音
の
名
詞
﹇
形
動
﹈
と
し
て
〝
と
わ
（
常
・
永
久
）〞

が
あ
る
。〝
と
は
〞
と
〝
に
は
〞
は
、
ど
ち
ら
も
係
助
詞
の
連
語
と
し
て
語
義

を
も
っ
て
お
り
、名
詞
や
動
詞
等
を
結
び
つ
け
強
調
す
る
。
係
助
詞
の
連
語
は
、

他
の
語
と
組
み
合
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
具
体
的
な
意
味
を
持
た
な
い
が
、
構
文
の

な
か
で
は
そ
の
意
味
を
強
調
し
増
幅
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、〝
に

は
〞
が
介
在
す
る
構
文
は
、
実
体
と
し
て
の
動
き
や
状
態
の
成
り
た
つ
状
況
を

示
し
、
そ
れ
は
い
わ
ば
存
在
の
現
れ
で
あ
り
、
端
的
に
い
え
ば
場
で
あ
る
。

　

構
文
で
は
、
助
詞
の
連
語
〝
ニ
ハ
〞
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
り
〝
場
〞
が
強

調
さ
れ
、
そ
の
意
味
合
い
が
増
幅
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
場
所
自
体
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、
時
制
が
伴
っ
て
い
る
。
名
詞
に
は
、
生
起
を
表
す
時
間
名
詞

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
語
義
に
時
間
を
包
含
し
て
い
る
が
（
１
７
）、
名
詞
自
体
は

時
制
を
伴
わ
な
い
。

　

助
詞
の
連
語
〝
ニ
ハ
〞
は
、
一
般
的
に
名
詞
で
は
言
い
表
す
こ
と
の
で
き
な

い
と
さ
れ
る
、
発
生
し
つ
つ
あ
る
事
実
存
在
と
し
て
の
場
、
も
し
く
は
発
生
し

た
場
の
持
続
性
と
い
っ
た
時
制
を
も
つ
点
で
、
名
詞
〝
庭
〞
と
は
峻
別
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
は
助
詞
の
連
語
〝
ニ
ハ
〞
と
名
詞
〝
庭
〞
が
無
関
係
で
あ
る

こ
と
の
根
拠
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
庭
の
本
性
を
知
る
大
き
な
手

が
か
り
を
示
唆
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
名
詞
〝
庭
〞
に
は
事
を
行
う
場

所
と
い
う
意
義
が
あ
る
。
こ
れ
は
漠
然
と
し
た
時
制
を
伴
わ
な
い
場
所
を
示
し

て
い
る
が
、
何
ら
か
の
行
為
を
待
っ
て
い
る
な
い
し
は
準
備
し
て
い
る
と
い
う

条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

事
を
行
う
場
所
と
は
、
抽
象
的
な
空
間
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
行

為
や
振
る
舞
い
に
と
も
な
っ
て
心
理
物
理
的
に
発
生
し
具
現
す
る
、
実
践
的
世

界
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
安
期
の
貴
族
住
宅
に
お
け
る
寝
殿
の
大
庭
が
、

単
な
る
平
坦
な
空
地
で
あ
り
な
が
ら
、
儀
式
に
と
も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
や

意
義
を
獲
得
す
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
名
詞
〝
庭
〞
が
、

〝
斎
庭
〞
や
〝
中
庭
〞、〝
石
庭
〞
と
連
語
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

機
能
や
方
位
、
材
料
や
意
匠
を
と
も
な
う
具
体
的
な
場
所
を
示
す
こ
と
も
、
そ

の
語
が
発
生
し
つ
つ
あ
る
場
を
示
す
証
左
と
い
え
よ
う
。

　
〝
ニ
ハ
〞
が
「
実
体
と
し
て
の
動
き
や
状
態
の
成
り
立
つ
状
況
を
あ
ら
わ
す
」

と
い
う
語
義
は
、
こ
れ
は
常
に
人
間
（
現
存
在
）
と
も
に
あ
り
、
行
為
や
振
る

舞
い
に
よ
っ
て
具
現
し
て
い
る
状
態
と
、
発
生
し
つ
つ
あ
る
も
し
く
は
発
生
中

の
場
と
い
う
関
連
す
る
二
つ
の
意
味
を
示
し
て
い
る
。つ
ま
り
、〝
ニ
ハ
〞と〝
庭
〞

は
、
今
日
と
な
っ
て
は
表
裏
一
体
の
両
義
的
な
語
と
な
っ
て
い
る
。

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
は
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
行
為
に
着

目
さ
れ
つ
つ
も
、庭
の
研
究
と
は
場
所
に
特
化
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
研
究
の
態
度
は
、
科
学
と
し
て
の
不
都
合
は
な
い
と
し
て
も
、
歴

史
的
な
庭
の
本
性
、
実
態
か
ら
み
れ
ば
、
き
わ
め
て
特
殊
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
ゆ
え
〝
庭
〞
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、物
質
的
な
土
地
の
領
域
で
は
な
く
、
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人
間
の
行
為
や
振
る
舞
い
を
通
し
て
時
制
を
そ
の
枠
組
み
と
し
て
意
識
し
続
け

る
必
要
が
あ
る
。

第
１
節　

補
注

（
１
）
彰
国
社
編
：
建
築
大
辞
典:

彰
国
社
：
１
９
７
６
、１
１
６
３
頁

（
２
）
上
原
敬
二
編
：
造
園
大
辞
典:

加
島
書
店
：
１
９
７
８
、６
４
３
頁

（
３
） 

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
：
国
史
大
辞
典 

第
１
１
巻
：
吉
川
弘
文
館
：

 

１
９
９
０
、２
６
８
頁

（
４
）
国
史
大
辞
典 

第
９
巻
：
１
９
８
８
、８
４
０
頁

（
５
）
国
史
大
辞
典 

第
１
０
巻
：
１
９
８
９
、４
１
２
頁

（
６
） 

上
代
語
辞
典
編
集
委
員
会
：
時
代
別
国
語
大
辞
典 
上
代
編
：
三
省
堂
：

１
９
９
４
、５
４
６
頁

（
７
） 

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
：
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版　

第
１
０
巻
：
小
学
館
：
２
０
０
１
、４
８
６
頁

（
８
） 

中
村
一
・
尼
崎
博
正
『
風
景
を
つ
く
る
』：
昭
和
堂
：
２
０
０
１
、７
―

１
２
頁

（
９
） 

小
野
健
吉
『
岩
波
日
本
庭
園
辞
典
』:

岩
波
書
店
：
２
０
０
４
、２
３
６

―
３
７
頁　

（
１
０
）『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』

（
１
１
）
前
掲
書

（
１
２
）
前
掲
書

（
１
３
）
前
掲
書

（
１
４
）
前
掲
書

（
１
５
） 

中
野
は
る
み
：
転
成
名
詞
の
文
中
で
の
意
味
の
あ
り
方
―
「
た
の

し
・
さ
」
と
「
た
の
し
・
み
」：
長
崎
国
際
大
学
論
叢 

第
五
巻
：

２
０
０
５
、７
１
―
８
１
頁

（
１
６
） 

丹
保
健
一
：
時
間
名
詞
の
特
性
に
関
す
る
一
考
察
―
格
助
詞
「
に
」

と
の
共
起
に
注
目
し
て
―
：
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要　

第

六
十
一
巻　

人
文
科
学
：
２
０
１
０
、３
９
―
４
７
頁
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第
２
節　

藤
原
道
長
『
御
堂
関
白
記
』
に
み
る
時
間
の
展
開
と
庭
の
相
互
関
係

第
１
項　

文
献
資
料
に
み
る
過
去
の
人
々
に
お
け
る
実
践
の
志
向

　

実
践
知
の
学
の
実
施
に
向
け
て
「
人
間
の
行
為
や
振
る
舞
い
を
通
し
て
時
制

を
そ
の
枠
組
み
と
し
て
意
識
し
続
け
る
」
と
は
、
具
体
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
先
に
〝
庭
〞
の
語
の
歴
史
に
遡
行
し
て
そ
の
本
質
的
意
味
を
考

察
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
〝
庭
〞
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
古
典
等
に
も
と
づ

い
て
、
そ
の
意
識
の
仕
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

　

本
邦
に
お
い
て
庭
に
つ
い
て
資
料
は
、
主
と
し
て
平
安
期
の
貴
族
に
よ
っ
て

遺
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
安
期
の
貴
族
住
宅
の
庭
の
先
行
研
究
に
は
、
森

蘊
に
よ
る
庭
園
史
研
究
（
１
）、
川
本
重
雄
に
よ
る
建
築
と
儀
式
と
の
関
係
か
ら

み
た
庭
の
研
究
（
２
）、
仲
隆
裕
ら
に
よ
る
考
古
学
的
調
査
の
成
果
に
も
と
づ
い

た
園
池
・
遣
水
の
研
究
（
３
）、
飛
田
範
夫
に
よ
る
植
栽
の
研
究
（
４
）
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
研
究
の
な
か
で
、
森
は
平
安
期
の
貴
族
住
宅
に
お
け
る
複
数
の
庭

の
存
在
意
義
を
説
き
、
川
本
は
そ
れ
ら
複
数
の
庭
の
利
用
形
態
に
つ
い
て
指
摘

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
従
来
の
庭
園
学
及
び
造
園
学
で
は
、
平
安
期
の
貴
族
住

宅
の
敷
地
内
で
と
く
に
石
組
や
景
石
、
州
浜
と
い
っ
た
園
池
に
関
係
す
る
事
柄

に
高
い
関
心
が
持
た
れ
て
き
た
。
平
安
京
跡
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
で
は
、
平
安
期
の
貴
族
住
宅
の
敷
地
構
成
を
示
す
大
規
模
な
遺
構
が
検
出
さ

れ
る
な
ど
、
膨
大
な
調
査
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

　

平
安
期
の
貴
族
住
宅
は
、
平
安
京
（
現
在
の
京
都
府
京
都
市
を
）
中
心
に
発

展
を
み
た
。
平
安
期
の
貴
族
住
宅
（
寝
殿
造
住
宅
）
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

平
安
京
と
そ
の
都
市
に
住
ま
う
貴
族
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
存
立
し
得
な
か
っ

た
。
貴
族
住
宅
は
、
都
市
で
の
生
活
を
前
提
し
て
成
立
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
従
来
の
庭
園
学
及
び
造
園
学
で
は
、
そ
の
園
池
や
鑓
水
の
姿
形
を
主
要
な

研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
本
来
、
平
安
期
の
貴
族
住
宅
の
庭
を
解
明
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
場
所
と
姿
形
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
存
立
の
前
提
で
あ
る
か
つ
て

平
安
京
に
住
ん
だ
貴
族
の
生
活
の
歴
史
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は

競
技
（sports

）
に
お
い
て
、
そ
の
場
に
お
け
る
行
為
へ
の
意
識
な
し
に
競
技

場
や
球
技
場
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
理
由
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、藤
原
道
長
の
日
記『
御
堂
関
白
記
』（
５
）
の
寛
弘
三
年（
１
０
０
６
）

正
月
か
ら
同
十
二
月
に
お
け
る
主
に
は
ハ
レ
の
儀
式
や
事
件
な
ど
の
記
述
を
抽

出
し
、「
年
中
行
事
絵
巻
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）」（
６
）
等
の
描
写
を
通
じ
て
、

平
安
貴
族
に
お
け
る
庭
へ
対
す
る
意
識
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
か
れ
ら
の
意

識
と
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
遺
跡
と
の
照
合
を
通
じ
、
平
安
期
に
お

け
る
庭
の
意
味
を
顕
在
化
す
る
。

第
２
項　
『
御
堂
関
白
記
』
に
お
け
る
屋
敷
内
で
の
ハ
レ
の
儀
式

（
１
）
寛
弘
三
年
正
月
一
日

（
前
略
）
例
年
通
り
小
朝
拝
を
行
っ
た
。
終
わ
っ
て
、
天
皇
は
紫
宸
殿
（
東

三
条
第
寝
殿
）
に
出
御
な
さ
れ
た
。
元
日
節
会
は
、例
年
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
侍
従
の
列
は
、
庭
中
に
有
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
標
を
立
て

な
か
っ
た
の
で
、
中
島
に
下
り
て
座
の
前
に
立
っ
た
者
も
い
た
。
こ
れ
は
失

儀
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
道
長
の
邸
宅
で
あ
っ
た
東
三
条
第
（
平
安
左
京
三
条
三
坊
一
・
二

町
）
の
寝
殿
を
仮
の
紫
宸
殿
と
し
て
元
日
節
会
が
行
わ
れ
た
状
況
を
記
述
し
て

い
る
。
内
裏
は
、
寛
弘
二
年
十
一
月
に
焼
失
し
た
た
め
、
東
三
条
第
が
里
内
裏

に
当
て
ら
れ
て
い
た
。

　

元
日
節
会
は
、
天
皇
が
群
臣
に
宴
を
賜
う
儀
式
で
あ
り
、
紫
宸
殿
と
そ
の
南

庭
に
数
多
く
の
群
臣
が
列
席
し
た
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
侍
従
は
〝
庭
中
〞
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に
参
列
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
標
識
が
な

か
っ
た
た
め
、
寝
殿
と
東
対
の
間
に
あ
る
遣
水

の
〝
中
島
〞
上
に
列
す
る
侍
従
が
い
た
。
道
長

に
よ
る
と
、
こ
れ
は
天
皇
の
〝
座
〞
の
前
に
当

た
る
た
め
、
儀
式
上
正
し
く
な
か
っ
た
。

　
「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
巻
十
四
「
闘
鶏
」
に

は
、
あ
る
貴
族
住
宅
の
東
対
と
寝
殿
の
間
に
か

か
る
渡
廊
の
下
部
に
遣
水
が
流
れ
、
橋
柱
の
一

本
が
遣
水
内
に
設
け
ら
れ
た
中
島
上
に
立
っ
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
１
）。
本
来
、

内
裏
に
は
遣
水
が
穿
た
れ
て
い
な
い
た
め
、
道

長
が
指
摘
す
る
儀
式
上
の
問
題
点
は
、
里
内
裏

で
こ
そ
起
こ
り
う
る
事
柄
で
あ
っ
た
。

（
２
）
正
月
十
八
日

（
前
略
）
左
大
弁
を
射
礼
の
射
遺
所
に
遣
わ

し
た
。
申
剋
に
、
天
皇
の
出
御
が
有
っ
た
。

私
は
、
召
し
に
よ
っ
て
弓
場
殿
の
許
に
参
っ

た
。
堋
の
後
ろ
、お
よ
び
幔
の
後
ろ
を
経
て
、

参
着
し
た
。（
中
略
）
近
衛
府
の
射
手
は
、

三
度
の
勝
負
を
行
っ
て
、毎
回
、左
方
が
勝
っ

た
。
兵
衛
府
は
、
二
回
の
勝
負
で
停
止
と
し

た
。
射
遺
が
終
わ
っ
て
、
勝
負
楽
を
演
奏
し

た
。こ
の
間
、天
皇
は
簾
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。（
後
略
）

［図１］「年中行事絵巻」闘鶏

［図２］「年中行事絵巻」朝覲行幸・射礼

［図３］「年中行事絵巻」朝覲行幸・射遺
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こ
れ
は
、
射
礼
射
遺(

い
の
こ
し)

が
行
わ
れ
た
状
況
を
記
述
し
て
い
る
。

道
長
は
、
弓
場
殿
よ
り
射
礼
を
観
覧
し
て
い
た
。
近
衛
府
と
兵
衛
府
に
よ
る
計

五
度
の
勝
負
が
行
わ
れ
た
後
、
勝
負
楽
が
演
奏
さ
れ
た
。

　

射
礼
が
行
わ
れ
た
場
所
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
安
中
期
は
、
建
礼
門

（
内
裏
の
南
面
中
央
に
位
置
す
る
外
郭
門
）
南
面
の
大
庭
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ

る
。
建
礼
門
に
つ
い
て
は
、「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
巻
一
「
朝
覲
行
幸
」
に
そ

の
全
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　

同
絵
巻
の
巻
八
「
射
遺
」
に
は
、
建
礼
門
前
で
射
礼
、
紫
宸
殿
の
南
庭
で
賭

弓
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。
建
礼
門
と
大
庭
は
、

東
西
に
長
く
コ
の
字
状
に
張
ら
れ
た
幔
で
仕
切
り
、
庭
上
に
は
、
七
丈
の
幄
舎

が
一
舎
と
二
つ
の
的
と
流
れ
矢
を
防
ぐ
幕
が
仮
設
さ
れ
て
い
る
。
幄
舎
の
側
面

に
架
け
ら
れ
た
幕
は
結
び
上
げ
ら
れ
、
そ
の
内
部
に
は
筵
が
敷
か
れ
、
公
卿
ら

が
並
ん
で
半
畳
に
座
り
、
宴
会
を
し
て
い
る
。
そ
の
前
方
で
は
、
射
手
二
人
が

的
を
狙
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
賭
弓
の
会
場
は
、
紫
宸
殿
の
南
庭
の
西
端
で
あ
っ
た
。
紫
宸
殿
の
西

前
に
植
え
ら
れ
た
右
近
の
橘
の
西
脇
に
は
、
南
北
方
向
に
幔
幕
が
張
ら
れ
、
南

庭
が
二
分
さ
れ
て
い
る
。
紫
宸
殿
の
西
寄
り
に
は
天
皇
の
座
と
し
て
弓
場
殿
が

設
け
ら
れ
、
そ
の
反
対
方
向
に
あ
る
安
福
殿
の
東
寄
り
に
的
が
一
つ
置
か
れ
て

い
る
。
弓
場
の
裏
手
に
あ
た
る
幔
幕
で
仕
切
ら
れ
た
南
庭
の
東
側
は
、
射
手
た

ち
の
饗
宴
の
場
と
し
て
広
い
範
囲
に
筵
が
敷
か
れ
、
食
事
が
用
意
さ
れ
て
い
る

状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

寛
弘
三
年
正
月
の
時
点
で
は
、
今
内
裏
が
東
三
条
殿
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
年
中
行
事
絵
巻
」
で
描
写
さ
れ
た
か
た
ち
で
賭
弓
は
、行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
道
長
が
座
し
た
弓
場
殿
に
つ
い
て
も
、
紫
宸
殿
の
西
脇
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。

（
３
）
寛
弘
三
年
三
月
三
日

（
前
略
）
南
の
第
三
間
か
ら
西
の
第
二
間
に
高
麗
端
の
畳
を
敷
い
て
公
卿
の

座
と
し
た
。
南
西
の
高
欄
の
辺
り
に
紫
端
の
畳
一
帖
を
敷
い
て
、
出
居
の
座

と
し
た
。高
渡
殿
に
座
を
敷
い
て
、泉
の
上
に
も
ま
た
、座
を
敷
い
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
翌
日
に
催
さ
れ
る
東
三
条
第
で
の
花
宴(

は
な
の
え
ん)

に
と
も

な
う
室
礼
の
準
備
の
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
泉
は
、「
高
渡
殿
」

と
〝
泉
の
上
〞
の
関
係
か
ら
、
遣
水
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
花
宴
で
は
、
遣

水
に
架
か
る
橋
上
（
高
渡
殿
）
に
加
え
て
、泉
の
中
島
に
も
座
が
設
け
ら
れ
た
。

な
お
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
花
宴
と
同
日
に
東
三
条
第
か
ら
一
条
院
へ
の
遷

御
が
行
わ
れ
た
が
、
花
宴
は
東
三
条
第
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
言
及

さ
れ
て
い
る
遣
水
は
、
寛
弘
三
年
正
月
一
日
に
言
及
さ
れ
た
遣
水
と
同
じ
も
の

で
あ
る
。

（
４
）
寛
弘
三
年
三
月
四
日

（
前
略
）
天
皇
は
諸
卿
を
御
前
に
召
し
、
次
に
仰
せ
に
よ
っ
て
、
文
人
た
ち

を
召
さ
れ
た
。（
中
略
）
権
中
納
言
〝（
藤
原
）
忠
輔
〞
が
題
を
献
上
し
た
。

「
水
を
渡
っ
て
落
花
が
舞
う
」
で
あ
っ
た
。
奏
聞
の
後
、
同
じ
く
権
中
納
言

が
、
韻
字
を
付
し
た
。
軽
の
字
で
あ
っ
た
。（
大
江
）
匡
衡
朝
臣
を
召
し
て
、

題
を
賜
い
、
序
を
献
上
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。（
中
略
）
内
蔵
権
頭
（
橘
）

為
義
が
、
五
位
の
殿
上
人
を
率
い
て
、
硯
を
公
卿
と
特
に
召
し
た
人
に
下
し

た
。
次
に
大
納
言
以
下
が
、
献
物
を
庭
中
に
献
っ
た
。
右
大
臣
が
、
そ
の
名

を
問
う
た
の
で
、
物
の
名
を
申
し
上
げ
た
。
右
大
臣
は
、「
そ
れ
ら
を
膳
部

に
賜
え
」
と
言
わ
れ
た
。（
中
略
）
二
、三
献
の
宴
飲
の
後
、
船
楽
と
音
楽
を

発
し
た
。
竜
頭
、
鷁
首
が
数
曲
を
演
奏
し
、
浪
上
を
遊
ん
だ
。
天
皇
の
御
前

に
お
い
て
船
を
留
め
、
舞
を
奏
す
る
こ
と
、
各
二
曲
で
あ
っ
た
こ
の
間
、
上
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下
の
文
人
た
ち
は
、
詩
を
献
上
し
た
。（
後
略
）

　

花
宴
は
、現
在
の
花
見
の
起
源
と
さ
れ
る
年
中
行
事
で
あ
り
、藤
や
菊
と
い
っ

た
花
の
名
称
が
付
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
桜
の
花
を
対
象
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、

紫
宸
殿
に
お
け
る
花
宴
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、紫
宸
殿
（
一
条
院
寝
殿
）

に
天
皇
と
公
卿
、
文
人
ら
が
参
列
し
て
、
詩
を
つ
く
り
、
饗
宴
を
開
い
た
。
そ

の
際
、
公
卿
が
献
上
し
た
献
物
が
紫
宸
殿
の
南
庭
に
置
か
れ
、
そ
の
献
物
は
右

大
臣
に
よ
っ
て
、
饗
宴
の
食
膳
を
調
え
た
人
々
と
料
理
人
に
与
え
ら
れ
た
。
ま

た
飲
食
が
進
ん
だ
後
、
南
庭
の
池
に
浮
か
べ
ら
れ
た
龍
頭
鷁
首
の
船
よ
り
数
曲

が
演
奏
さ
れ
、
天
皇
の
前
で
舞
が
奏
さ
れ
た
。
な
お
同
日
、
天
皇
は
東
三
条
第

か
ら
一
条
院
へ
遷
幸
し
た
。
つ
ま
り
今
内
裏
は
、
大
宮
大
路
の
東
側
、
一
条
大

路
の
南
一
町
に
所
在
し
た
一
条
院
と
な
り
、
内
裏
の
修
造
が
終
わ
る
ま
で
、
宮

中
の
行
事
は
同
貴
族
住
宅
を
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
年
中
行
事
絵
巻
」巻
一「
朝
覲
行
幸
」に
は
、法
住
寺
殿
に
お
け
る〝
舞
御
覧
〞

と
し
て
寝
殿
の
南
庭
で
舞
楽
が
奉
じ
ら
れ
、
池
中
に
は
龍
頭
鷁
首
が
浮
か
ぶ
状

況
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
４
）。

（
５
）
寛
弘
三
年
三
月
十
六
日

石
清
水
臨
時
祭
は
、常
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
御
馬
を
清
涼
殿
（
一
条
院
北
対
）

の
東
庭
に
入
れ
て
、
天
皇
の
御
覧
に
供
し
た
。（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
、
石
清
水
臨
時
祭
の
後
、
一
条
院
北
対
の
東
側
に
位
置
す
る
庭
で
、

天
皇
に
馬
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
寝
殿
の
北
東
、
東

対
か
ら
み
れ
ば
そ
の
裏
側
に
位
置
す
る
坪
に
馬
が
引
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
「
年
中
行
事
絵
巻
」
巻
十
四
「
蹴
鞠
」
に
は
、
遣
水
と
築
山
が
配
さ
れ
、
桜
・

［図４］「年中行事絵巻」舞御覧

［図５］「年中行事絵巻」蹴鞠
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松
・
柳
・
楓
が
植
え
ら
れ
た
寝
殿
に
と
も
な
う
坪
で
貴
族
ら
が
蹴
鞠
を
興
じ
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
５
）。

（
６
）
寛
弘
三
年
四
月
十
六
日

　

 

十
三
日
に
物
忌
が
あ
っ
た
の
で
、
今
日
、
賀
茂
社
に
参
詣
し
た
。
時
々
、
小

雨
が
降
っ
た
。
夜
に
入
っ
て
帰
邸
し
た
。
神
宝
と
東
遊
が
有
っ
た
。
同
行
し

た
公
卿
は
十
一
人
で
あ
っ
た
。（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
、
賀
茂
社
詣
か
ら
帰
宅
し
た
後
、
土
御
門
第
で
東
遊
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
神
宝
と
は
、
神
殿
に
安
置
さ
れ
る
宝
物
の
こ
と
。
東

遊
は
、走
馬
や
賭
弓
な
ど
の
行
事
や
諸
社
の
祭
り
で
用
い
ら
れ
る
舞
楽
で
あ
り
、

そ
れ
が
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

（
７
）
寛
弘
三
年
四
月
二
十
三
日

　

 （
前
略
）
内
裏
に
参
っ
た
。
女
二
宮
（
●
〔
女
へ
ん
に
美
〕
子
内
親
王
）
と

天
皇
の
御
対
面
が
有
っ
た
。
一
条
院
の
北
二
対
の
東
面
、
公
卿
と
殿
上
人
の

饗
宴
を
儲
け
た
。（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
、
一
条
院
に
お
い
て
内
親
王
と
天
皇
と
の
対
面
に
伴
う
饗
宴
が
催

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
褻
の
領
域
で
あ
る
北
対
の
東
面
で
行
わ

れ
た
、
天
皇
と
公
卿
に
よ
る
饗
宴
で
は
、
と
く
に
庭
へ
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。

（
８
）
寛
弘
三
年
六
月
十
八
日

先
日
の
事
件
の
状
況
を
一
条
天
皇
に
奏
上
し
た
。
文
行
を
左
衛
門
府
の
弓
場

に
遷
し
て
拘
禁
し
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
法
住
寺
に
お
い
て
左
衛
門
尉(

さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う)

藤
原
文
行

と
平
正
輔
と
口
論
を
起
こ
し
た
際
、
林
重
親
が
、
検
非
違
使
別
当
の
命
で
拘
束

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
文
行
が
矢
を
射
な
が
ら
逃
亡
し
た
事
件
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
て
い
る
。
文
行
は
、
別
当
に
よ
っ
て
検
非
違
使
庁
の
政
所
に
拘
禁
さ
れ

た
後
、左
衛
門
府
の
弓
場
に
遷
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
弓
場
は
、

左
衛
門
府
に
併
設
さ
れ
た
庭
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。

（
９
）
寛
弘
三
年
七
月
三
日

（
前
略
）
議
定
の
間
、
清
涼
殿
（
一
条
院
北
対
）
の
上
か
ら
、
蛇
が
降
り
て

き
て
東
庭
の
前
に
い
た
。
紫
宸
殿
（
一
条
院
寝
殿
）
の
北
の
階
の
上
か
ら
西

方
へ
向
か
っ
た
。
こ
れ
は
内
侍
所
の
方
角
で
あ
っ
た
。
皆
が
驚
き
恐
れ
た
こ

と
は
極
ま
り
無
か
っ
た
。（
後
略
）

　　

こ
れ
は
、
今
内
裏
で
あ
る
一
条
院
に
、
諸
卿
が
参
会
し
た
際
の
出
来
事
を
記

述
し
て
い
る
。
天
皇
は
、
道
長
に
対
し
て
、
内
裏
焼
亡
の
際
に
内
侍
所
に
あ
っ

た
神
鏡
が
損
傷
し
た
た
め
、
改
鋳
す
る
べ
き
否
か
を
諸
卿
に
意
見
さ
せ
る
よ
う

命
じ
た
。
そ
の
参
会
の
場
で
あ
り
清
涼
殿
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
北
対
の
東
面
の

庭
前
に
、
蛇
が
降
り
て
き
て
、
寝
殿
の
階
段
の
上
か
ら
西
方
へ
向
か
っ
た
。
そ

れ
が
議
論
の
背
景
に
あ
っ
た
場
所
の
方
角
で
あ
っ
た
た
め
、
参
会
者
が
み
な
驚

い
た
と
い
う
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
０
）
寛
弘
三
年
七
月
十
九
日

内
裏
に
参
っ
た
。
左
杖
座
（
一
条
院
寝
殿
西
北
廊
）
に
着
し
た
。
相
撲
の
召

仰
が
有
っ
た
。
左
近
中
将
（
源
）
頼
定
と
右
近
中
将
実
成
に
、
一
度
こ
れ
を

仰
せ
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
一
条
院
寝
殿
の
西
庭
で
相
撲
節
会(

す
ま
い
の
せ
ち
え)

に
と
も

な
う
召
仰
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
召
仰
と
は
、
天
皇
の
勅
を
上
卿
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(

し
ょ
う
け
い)

が
奉
じ
、
相
撲
節
の
実
施
を
命
じ
、
そ
の
準
備
を
す
る
こ
と
。

相
撲
人
は
、
諸
国
か
ら
召
集
め
ら
れ
た
。
当
時
の
相
撲
は
、
土
俵
は
設
け
ら
れ

ず
、
相
手
が
倒
れ
る
ま
で
取
ら
れ
た
。

（
１
１
）
寛
弘
三
年
七
月
二
十
八
日

相
撲
の
御
前
の
内
取
が
あ
っ
た
。
天
皇
の
御
物
忌
で
あ
っ
た
の
で
、
相
撲
人

た
ち
は
内
裏
に
籠
っ
て
い
た
。（
中
略
）
内
取
が
終
わ
っ
て
退
出
し
た
。（
中

略
）
公
卿
十
余
名
と
殿
上
人
二
十
人
ほ
ど
が
、
見
物
に
来
た
。

　
　
　

寛
弘
三
年
七
月
三
十
日

物
忌
に
よ
っ
て
、
内
裏
に
候
宿
し
た
。
昨
日
と
一
昨
日
は
、
天
皇
の
御
物
忌

で
あ
っ
た
の
で
、
相
撲
の
召
合
は
今
日
に
延
期
さ
れ
た
。
午
後
に
、
天
皇
が

出
御
な
さ
れ
た
。
未
一
剋
に
、召
合
を
始
め
た
。
左
杖
座
に
着
し
た
。（
中
略
）

酉
剋
に
召
合
が
終
わ
っ
た
こ
と
は
、常
と
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。張
筵
を
取
っ

た
後
、
公
卿
は
簀
子
敷
に
伺
候
し
た
。

　
　
　

寛
弘
三
年
八
月
一
日

内
裏
（
一
条
院
）
に
候
宿
し
た
。
未
剋
に
、
一
条
天
皇
の
出
御
が
あ
っ
た
。

相
撲
の
抜
出
を
御
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
常
と
同
じ
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

三
番
の
取
組
を
召
し
、
酉
剋
に
抜
出
が
終
わ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
内
取
と
呼
ば
れ
る
稽
古
相
撲
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
節
会
で
あ

る
召
合
、
そ
し
て
天
皇
出
御
の
も
と
相
撲
の
御
覧
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
相
撲
節
会
は
、
内
取
・
召
合
・
御
覧
の
計
三
日
間
に
わ
た
る
と
さ
れ
、

天
皇
は
召
合
・
御
覧
に
出
御
さ
れ
御
簾
の
内
で
相
撲
を
ご
覧
に
な
ら
れ
る
た
め
、

相
撲
場
は
紫
宸
殿
（
一
条
院
寝
殿
）
の
南
庭
に
設
定
さ
れ
た
。
節
会
の
後
、
相

撲
人
ら
は
、
貴
族
邸
に
招
か
れ
宴
が
催
さ
れ
た
。

　
「
相
撲
節
会
図
」
に
は
、
紫
宸
殿
の
南
庭
で
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
る
情
景
が

［図６］「相撲節会図」

77



最
手
が
勝
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
右
方
が
奏
し
た
。（
中
略
）

来
た
公
卿
は
十
四
人
で
あ
っ
た
。
事
の
感
興
は
極
ま
り
無
か
っ
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
道
長
の
邸
宅
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
小
南
第
に
お
い
て
、
公
卿
を
招

き
、
子
供
に
よ
る
相
撲
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
小
南
第
の
一
画

に
あ
る
庭
の
東
・
西
・
南
側
が
屏
幔
で
仕
切
ら
れ
、
子
供
た
ち
の
待
機
場
所
と

な
さ
れ
た
。
そ
の
位
置
関
係
か
ら
み
て
、
道
長
と
公
卿
ら
は
、
北
側
に
位
置
す

る
小
南
第
か
ら
南
庭
に
設
け
ら
れ
た
相
撲
場
を
観
覧
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

小
南
第
は
、
土
御
門
第
の
敷
地
南
方
に
位
置
す
る
小
規
模
な
宅
地
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

（
１
４
）
寛
弘
三
年
九
月
二
十
二
日

卯
一
剋
に
内
裏
に
参
っ
た
。
雨
気
が
有
っ
た
。
公
卿
は
皆
参
入
し
た
。
同
二

剋
に
、
天
皇
の
乗
輿
が
内
裏
か
ら
出
た
。（
中
略
）
乗
輿
は
土
御
門
第
の
西

門
か
ら
入
り
、
寝
殿
に
着
し
な
さ
れ
た
。（
中
略
）
こ
の
後
、
ま
た
雨
が
降
っ

た
。
雨
が
止
む
の
を
待
つ
間
、
天
皇
は
馬
場
殿
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
腰
輿

に
お
乗
り
に
な
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
船
楽
が
あ
っ
た
。
蘇
芳
菲
と
駒
形
を
演

奏
し
た
。
舞
は
庭
で
行
い
楽
は
船
で
奏
し
た
。
天
皇
は
馬
場
殿
に
出
御
な
さ

れ
た
。
馬
は
埒
の
東
西
か
ら
南
に
下
り
、
皆
が
馬
場
殿
に
着
し
た
頃
、
三
的

の
下
に
群
立
し
た
。
次
に
東
宮
は
、
西
廊
、
お
よ
び
仏
堂
の
簀
子
と
中
島
を

経
て
、
馬
場
殿
の
後
廊
の
御
在
所
に
着
さ
れ
た
。（
中
略
）
王
卿
は
馬
場
殿

の
南
の
幄
下
に
着
さ
ず
、
大
雨
に
よ
っ
て
西
廊
の
馬
道
に
立
っ
た
。（
中
略
）

六
番
の
競
馬
が
終
わ
っ
て
、夜
に
入
っ
た
。
残
り
の
御
馬
は
馳
せ
な
か
っ
た
。

馬
射
や
出
馬
も
、
同
じ
く
停
止
と
し
た
。
戌
剋
に
、
天
皇
は
寝
殿
に
お
移
り

な
ら
れ
た
。（
中
略
）
天
皇
の
御
膳
を
供
し
た
。（
中
略
）
こ
の
時
、
天
皇
は

右
大
臣
（
藤
原
顕
光
）
を
御
座
の
下
に
召
さ
れ
て
、
頼
通
に
一
階
を
賜
う
と

描
か
れ
て
い
る
（
図
６
）。
公
卿
た
ち
は
、
寝
殿
内
あ
る
い
は
そ
の
南
階
と
右

近
橘
・
左
近
桜
の
中
間
の
庭
上
に
畳
を
敷
き
、
列
座
し
た
。
相
撲
場
は
、
南
庭

の
中
央
に
設
け
ら
れ
、
東
西
の
回
廊
脇
が
幔
幕
で
仕
切
ら
れ
、
控
え
の
場
と
さ

れ
た
。
承
明
門
の
脇
に
は
楽
団
が
控
え
、
勝
利
し
た
相
撲
人
に
は
、
舞
楽
が
演

奏
さ
れ
た
。

（
１
２
）
寛
弘
三
年
八
月
十
七
日

　

一
宮
の
童
相
撲
を
行
っ
た
。（
中
略
）
中
宮
（
藤
原
彰
子
）
御
在
所
（
一

条
院
東
北
対
）
の
南
面
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
女

一
宮
（
脩
子
内
親
王
）
女
二
宮
（
●
〔
女
へ
ん
に
美
〕
子
内
親
王
）
が
、
御

覧
に
な
る
た
め
、
急
に
北
面
に
変
更
し
た
。
主
上
（
一
条
天
皇
）
は
、
中
宮

の
御
在
所
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
未
剋
に
取
り
組
み
を
始
め
た
。（
中
略
）

相
撲
人
の
屋
の
北
屋
は
、
中
か
ら
分
け
て
、
西
方
を
左
と
し
、
当
方
を
右
と

し
た
。
屋
の
上
に
平
張
を
覆
っ
た
。
相
撲
人
の
屋
の
前
、
お
よ
び
東
の
間
の

内
に
幔
を
立
て
た
。

　

こ
れ
は
、
第
一
皇
子
に
よ
る
相
撲
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当

初
、
童
相
撲
は
、
中
宮
が
日
常
暮
ら
し
て
い
る
一
条
院
の
東
北
対
の
南
庭
で
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
第
一
・
二
皇
女
が
御
覧
に
な
る
た
め
、
相
撲
場
が

東
北
対
の
北
庭
に
変
更
さ
れ
た
。
つ
ま
り
相
撲
は
、
北
対
に
天
皇
と
中
宮
が
座

し
、
相
撲
場
と
な
っ
た
坪
を
介
し
て
、
北
二
対
か
ら
皇
女
ら
が
座
し
て
の
観
覧

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
１
３
）
寛
弘
三
年
八
月
二
三
日

朝
か
ら
雨
が
降
っ
た
。
未
剋
以
降
、
雨
が
止
ん
だ
。
一
日
中
、
小
南
第
で
童

相
撲
を
行
っ
た
。
十
五
番
を
召
し
た
。
南
・
東
・
西
に
屏
幔
を
立
て
て
、
相

撲
人
の
屋
と
し
た
。（
中
略
）
勝
負
楽
は
、
ま
ず
左
方
が
奏
し
た
。
こ
れ
は
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い
う
宣
下
を
下
さ
れ
た
。（
藤
原
）
頼
通
は
、
中
庭
に
出
て
拝
舞
を
行
っ
た
。

私
は
天
皇
に
贈
物
を
献
上
し
た
。（
後
略
）

　　

こ
れ
は
、
一
条
天
皇
が
土
御
門
第
に
行
幸
し
、
競
馬
を
御
覧
に
な
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
は
、
同
邸
宅
に
参
入
後
、
馬
場
殿
で
腰
輿
に
乗
っ

て
雨
が
上
が
る
の
を
待
ち
、
そ
の
間
、
船
か
ら
楽
が
奏
さ
れ
た
。
舞
は
馬
場

殿
の
前
庭
上
で
行
わ
れ
た
。
天
皇
と
公
卿
は
、
雨
の
影
響
に
よ
り
馬
場
殿
の

南
側
に
設
け
ら
れ
た
幄
舎
で
は
な
く
寝
殿
の
西
廊
の
馬
道
で
観
覧
し
た
。
そ

の
後
、
天
皇
と
東
宮
は
、
寝
殿
に
移
動
し
道
長
の
家
族
と
御
膳
を
供
し
た
。

　

拝
舞
と
は
、
祝
賀
、
謝
意
な
ど
を
表
す
儀
礼
の
形
式
の
こ
と
。
頼
通
は
、
右

大
臣
よ
り
一
階
を
賜
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
中
庭
に
降
り
、
ま
ず
再
拝
の
後
、

立
っ
た
状
態
で
上
体
を
前
屈
し
て
左
右
を
向
き
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
同
じ
動
作
を

し
て
、
そ
の
ま
ま
軽
い
お
辞
儀
（
一
揖
）
を
し
、
最
後
に
立
っ
て
再
拝
し
た
。

　

な
お
、「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
巻
十
一
「
騎
射
」
に
は
、
市
井
に
お
け
る
馬

を
用
い
る
行
事
と
し
て
、
一
条
西
洞
院
の
左
近
衛
の
馬
場
と
一
条
大
路
に
あ
っ

た
右
近
の
馬
場
で
行
わ
れ
た
騎
射
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
７
）。

（
１
５
）
寛
弘
三
年
十
月
一
日

　

天
が
晴
れ
た
。
牛
二
剋
に
、
内
裏
（
一
条
院
）
に
参
っ
た
。
未
一
剋
に
、

一
条
天
皇
は
紫
宸
殿
（
一
条
院
宸
殿
）
に
出
御
な
さ
れ
た
。
諸
卿
は
遅
参
し

た
。
そ
こ
で
孟
冬
の
旬
成
の
開
始
が
遅
れ
た
の
で
あ
る
。
官
奏
は
有
っ
た
け

れ
ど
も
、
庭
立
奏
は
無
か
っ
た
。
楽
と
監
物
奏
は
有
っ
た
。（
後
略
）

　

庭
立
奏
と
は
、
鈴
印
の
請
進
や
衣
食
の
賜
与
な
ど
と
い
っ
た
小
事
の
上
奏
に

用
い
ら
れ
た
書
式
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
奏
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
６
）
寛
弘
三
年
十
月
十
六

日
弓
場
始
を
行
っ
た
。
賀
茂
臨

時
祭
り
の
雑
事
を
定
め
ら
れ

た
。射
儀
で
は
、前
方
が
勝
っ

た
。
権
中
納
言
が
懸
物
を
射

取
っ
た
。
中
宮
の
許
で
饗
宴

が
あ
る
の
で
、
退
出
し
た
。

「
夜
通
し
、
殿
上
人
は
中
宮

の
御
在
所（
一
条
院
東
北
対
）

に
お
い
て
酒
宴
を
行
っ
た
」

と
い
う
こ
と
だ
。（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
、
弓
場
殿
に
お
い

て
弓
場
始
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
弓
場
始

は
、
射
場
始
め
と
も
い
い
、
正

月
に
射
礼
や
賭
弓
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
天
皇
や
公
卿
ら
が
、

弓
術
始
め
と
し
て
賭
弓
を
見
る

儀
式
。
こ
の
弓
場
は
、
状
況
か

ら
一
条
院
の
一
画
に
設
け
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
同
儀
式
後
、

道
長
は
一
条
院
か
ら
退
出
し
た

が
、
殿
上
人
は
、
そ
の
東
北
対

［図７］「年中行事絵巻」騎射
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に
お
い
て
夜
通
し
酒
宴
を
行
っ
た
。

（
１
７
）�

寛
弘
三
年
十
月
二
十
八
日

法
興
院
に
お
い
て
万
燈
会
を
修
し
た
。
堂
中
、
お
よ
び
庭
の
雑
事
は
、
例
年

に
勝
っ
た
。
楽
が
有
っ
た
。
丑
剋
の
頃
、
終
わ
っ
た
。
招
請
し
た
僧
は
、
僧

網
十
三
人
、
凡
僧
四
十
人
で
あ
っ
た
。
以
上
の
僧
に
布
施
が
有
っ
た
。
絹
を

用
い
た
。
各
々
差
が
有
っ
た
。
池
の
東
の
見
物
人
は
、
垣
の
よ
う
に
数
百
人

が
来
た
。

　

道
長
が
法
興
院
で
行
わ
れ
た
万
灯
会
に
参
加
し
、
数
多
く
の
僧
が
参
列
し
た

状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
法
興
院
の
堂
中
と
庭
の
状
態
は
、前
年
よ
り
も
優
れ
、

そ
の
池
の
東
側
に
集
ま
っ
た
見
物
人
は
、
数
百
人
を
集
め
た
。

　

法
興
院
と
は
、
平
安
京
域
の
外
で
、
東
京
極
大
路
の
東
、
二
条
末
の
北
の
一

町
を
占
め
た
寺
院
で
あ
っ
た
。元
は
摂
関
藤
原
兼
家
の
邸
宅
・
東
二
条
院
で
あ
っ

た
が
、
兼
家
が
正
歴
元
年
（
９
９
０
）
に
関
白
太
政
大
臣
を
退
き
出
家
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
寺
院
に
改
め
ら
れ
た
。
万
灯
会
と
は
、
仏
や
菩
薩
に
懺
悔
滅
罪

や
報
恩
の
意
味
を
込
め
て
万
杯
の
灯
明
を
供
養
す
る
法
会
の
こ
と
。

（
１
８
）
寛
弘
三
年
十
一
月
十
四
日

五
節
舞
が
あ
っ
た
。
内
裏
（
一
条
院
）
に
参
っ
た
。
東
対
を
舞
殿
と
し
、
東

西
の
対
を
五
節
の
宿
所
と
し
た
。（
後
略
）

　　

こ
れ
は
、
一
条
院
に
お
い
て
五
節
舞(

ご
せ
ち
の
ま
い)

が
行
わ
れ
、
そ
の

東
対
を
舞
殿
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
で
は
、
東
対
の
屋
内

を
舞
台
と
し
た
の
か
、
東
対
の
庭
に
舞
殿
を
設
け
た
の
か
が
明
確
で
は
な
い
。

　

五
節
・
豊
明
の
節
会
は
、
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
の
翌
日
に
行
わ
れ
た
宴
会
を
と

も
な
う
宮
中
の
儀
式
で
あ
り
、五
節
舞
は
、そ
の
中
で
行
わ
れ
る
五
節
舞
姫(

ご

［図８］「年中行事絵巻」踏歌の節会

［図９］「年中行事絵巻」宴
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第
二
部　

庭
を
主
体
と
し
た
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
の
試
行
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